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Prologue　プロローグ



「うりゃあああああ！」

　独立交易都市ハウスマンは復興の途上にある。

　十日ほど前、帝政列集国が放った人外兵器と悪魔の軍勢は三番街を中心に破壊の限りを尽くした。独立交易都市の史上においてかつてないほどに大規模な市街戦が展開され、圧倒的な力の前に一時は壊滅の危機に立たされた。

　しかし自衛騎士団と市民たちの協力戦線によってそれらは食い止められ、事後の現在、都市の人々は破壊された建物などの復旧に忙しい。

「どあああああああ！」

　早い段階での避難活動や自衛騎士団との連携が功を奏し、戦いによる市民への被害は存外に少ない。しかし戦闘の矢面に立っていた自衛騎士団は死傷者を多く出し、特に三番街の所属はその半数近くの命が失われてしまった。

　よって――自衛騎士団は新団員を募る必要があった。

「うおおおおおおお！」

　結果、殉職した人数を完全に埋めるとまではいかなかったものの、短期間にもかかわらずかなりの数の入団希望が寄せられた。

　先の帝政列集国との戦いを経て、独立交易都市の市民は大陸の現状を思い知ったのだろう。

　他国との敵対関係。終戦より四十四年続いた平和の終しゆう焉えん。

　市民は等しく理解し、その中でも腕に覚えのある者、故郷を守りたいという者たちが続々と手を挙げた。入団希望が多かったのにはそういう事情がある。

「だあああああああ！」

　若き新団員たちを迎え入れた自衛騎士団の当面の仕事は、被害に遭った地域の復興作業である。まずは住まいを失った市民のために仮設の家屋を建設。続いて破壊された建物の瓦が礫れきを撤去し、大工の指示の下、一般市民の住居の再建を優先的に行う。工事費用はもちろん独立交易都市が負担していたが、これの何割かには軍国からの寄付も含まれている。

　あの戦いの日、とある避難所で――

　軍国の『総席』こと『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターが誓ったのだ。

『この戦いの後は、独立交易都市の復興に軍国も協力しよう！　一定の補償を約束する！　だから団長殿の願いをどうか聞き届けてくれ！――』

　都市の危機を前にして市民は恐慌の最さ中なかにあった。

　そのような状況下で誰だれが彼女の言葉に耳を傾け、そして覚えていただろうか。

　それでも――かの国の幼き主君は口約束を違えなかった。

「どっせえええええ！」

　とにもかくにも。

　主な任務は都市の復興だが、自衛騎士団の仕事はそれだけではない。

　日中に作業を終えた後、新団員たちには戦闘訓練が待っている。連日に及ぶ力仕事と先輩連中によるしごき。毎日へとへとにくたびれるまで身体を動かし、その疲労を翌日に持ち越してしまうのも無理はない。

　比較的暖かい地域とはいえ、冬の風は当たり前に冷たい。今朝も彼らは制服の中に忍ばせた携帯用の玉たま鋼はがねでかじかんだ手を何度も温め直さねばならず、復興作業はあまり捗はかどっていない様子だった。

　ただひとり、彼女を除いて。

「もういっちょおお！」

　新米の女騎士である。

　騎士団の真新しい制服が土で汚れるのも厭いとわず、年とし頃ごろの娘が瓦が礫れきの中から特に大きな破片ばかりを選んで拾い、それを馬車の荷台に運ぶという作業を繰り返している。先ほどからの奇声は彼女が大きな破片を持ち上げる度に発していたものだ。

　鼻の周りには少しにきびが目立つ。男性の目から見ても非常に背が高く、それにしてはきびきびとよく動き回る。絶え間無く働き続けるものだから、この寒い中で短髪から跳ねるように健康的な汗を散らし、全身から湯気を立てていた。

　ヘイゼル・キンバリー、十五歳。利き手が左のため右腰に剣を吊つっている。

　二番街にある酒屋の娘で、先の帝政列集国との戦いをきっかけに入団した新人だ。

　ここは三番街の大通り――

「ぬあああああああ！」

「騒々しい」

「へぶっ」

　後頭部に手しゆ刀とうが落下。

　ヘイゼルはその際の衝撃で舌したを噛かみ、持ち上げていた破片を取り落とした。

　叩たたかれた頭を押さえながら、今しがた打撃してきた同僚を振り返る。

「い、いきなり殴らなくてもいいじゃない！」

「うるさくて暑苦しい。寒いのに」

　ヘイゼルよりもひと回り年上の、女の騎士が言った。うなじの辺あたりから一束に編み込まれた黒い長髪に、そばかすの残る容よう貌ぼう。白を基調とした制服はヘイゼルほど汚れていない。端正な顔立ちをしていたがその表情には何ど処こか陰気な空気があった。

　名はヒルダ・キャヴェンディッシュ。

　ヘイゼルが以前に聞いたところ旧群集列国の出身らしい。

　彼女もやはりヘイゼルと同時期に入団した新人である。自衛騎士団には女性の騎士が少なく、それでなくても所属が同じ三番街だということもあってふたりは何かと話す機会が多かった。騎士団の誰だれもが使うような両りよう刃ばの剣けんでなく、スティレットと呼ばれる珍しい短剣を得え物ものとしていたためか入団当初から目立つ存在だった。

　同僚の抗議の目をよそに、ヒルダはさっさと作業に戻っている。ヘイゼルと違い、素手ではなくスコップで瓦が礫れきの細かい破片をすくって馬車の荷台に運ぶ。荷台に溜たまった瓦礫の山は大工たちによって再利用できる廃材とそうでない物とに分別され、後者は市外へと棄すてられる。

　ヒルダが手を止めずに言った。

「今日は独立交易都市でも特別な日なんだろう？　少なくともこの辺りはひと通り整理しなきゃならない。無駄な体力を使ってないで効率良く働け」



    

  
    
      



    

  
    
      　ここ三番街の大通りは独立交易都市でも最も多くの商店が集中する一帯であり、同時に先の戦いで最も被害の甚大だった一帯である。通りに面する商店は軒並み全壊または半壊し、瓦が礫れきの山と化していた。現在はその半分程度が修復されていたがまだまだ自衛騎士団の仕事は残っている。

　ヒルダの言う通り、今日は都市で暮らす市民にとって“〝特別な日”〟になる。でき得る限り作業を進める必要があった。

　ヘイゼルは口を尖とがらせて弁解した。

「元気と腕っ節の強さが私の取り柄なの。張り切って何が悪いのさ。それに頑張れるところで頑張らなくちゃ、あの人の目にも留まれないじゃない！」

　またそれか、とヒルダがため息をつく。

「あの女はまだ療養中だと聞いているぞ。いくら頑張ったって目に留まりようが無い」

「日々の努力が大事なの！　……というかヒルダこそ何度も言ってるでしょ？」

　鼻息荒く訂正した。

「“〝セシリー様”〟と呼びなさい。先輩なんだから」

「冗談じゃない。ワタシは元々あの女とは知り合いなんだぞ」

「知り合いでも先輩なんだから！　羨うらやましい！　ずるい！　紹介して！」

「欲望に真まっ直すぐだな……」

　呆あきれつつ、ヒルダは首を捻ひねった。

「そもそもあの女の何がいいんだ。ワタシにはまったく理解できない」

「私はヒルダがどうしてそんなに淡白なのか理解できない」

　心底わからない、という顔をして、

「今、都市で最も有名な人なんだよ？」

　それは大おお袈げ裟さでも何でもない。

　帝政列集国との戦いの日、ヘイゼルは家族とともに七番街に避難していた。市民たちは自衛騎士団と協力してバリケードの構築や配給、怪け我が人にんの手当てなどを行った。農地である七番街を丸ごと用いた籠ろう城じよう。日をまたいで人外や悪魔とせめぎ合いを続けていたため、誰だれも彼もが疲れ果てていた――

“〝彼女”〟が現れたのはそんなときだ。

　燃えるような赤髪。

　銀に輝く風。

　何かを象徴するかのような十字型の刺突剣。

　忽こつ然ぜんと現れたその女剣士は、緑の衣を翼の如ごとくはためかせて大地を飛ひ翔しようし、一いつ気き呵か成せいに巨人の悪魔を殲せん滅めつ。一陣の風を残してバリケードの向こう側へと姿を消した――

　数秒足らずの出来事だった。

　にもかかわらず、ヘイゼルは一度で魅せられた。

　そのときのことを夢に見るほど鮮明に覚えている。ヘイゼルだけではなくそこに居合わせた全市民が目に焼き付けたに違いない。直後に人々は騒然となり、女剣士について口々に述べ始めた。

『“〝市いち”〟の競売のときに見た気がする』

『俺おれも自衛騎士団の警けい邏らで見たことがある』

『そういえば騎士団に魔剣を使う女騎士がいるらしい』

『確か三番街に元貴族の一家が――』

　いくつかの証言から素性が判明した。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。

　この日を境に彼女の名は都市中に知れ渡り、今や時の人と言っても過言ではないくらいだった。

「あの日のことは忘れない」

　頬ほおに手を当て、ほぅ、と恍こう惚こつとしてため息をつく。

「本当に本当にカッコよかった」

　自衛騎士団と協力して七番街の籠ろう城じようを守っていたとき、ヘイゼルは生まれて初めての昂たかぶりを覚えていた。

　元気と腕っ節の強さだけが取り柄の自分。それを最適に活いかせる状況。

　守るために戦うということ。

　――私もあの人のようになりたい。

　憧あこがれがその背中を押し、ヘイゼルは入団を決意した。

「セシリー様は私の憧れであり目標なの。だからまずはあの人に私を認めてもらいたい。そのためにやれることは何だってやりたいのよ。ああ、早く職場復帰してくれないかな。せっかく三番街の管かん轄かつに配属されたのに未いまだにお会いできてないし。ねえねえ、セシリー様はどんな人なの？　あんなにカッコいいんだもん、きっと立ち居振る舞いも勇ましくて凛り々りしいに違い――」

「あ、セシリー」

「ん？　おお、久しいな、ヒルダ」

「――ない!?」

　慌てて振り返った先で、ヒルダが通りすがった女と挨あい拶さつを交わしていた。

「ヒルダはレジナルドさんの下で働いていると聞いていたけれど」

「今日復興作業を手伝えと言われた。そちらこそ療養中だと聞いていたが」

「うん、本当はまだ休みなんだ。でもおちおち寝てられないからな」

「オマエは相変わらずだな」

「あなたは騎士団の制服がよく似合っているよ」

　嘘うそ、とヘイゼルは思わず呟つぶやいた。

　時の人が今、目の前で、信じられない気安さでヒルダと会話している。

　燃えるような赤髪と赤い瞳ひとみ。

　しなやかな体つき。整った顔立ち。快活な笑顔。

　たった数秒で市民らを魅了した女騎士。

　ヘイゼルは“〝彼女”〟を前にして完全に凍りついてしまった。

　当然だろう。

　だって凛り々りしく勇ましい憧れの人セシリー様が――

「で、そういうオマエはどうしてそんな格好をしているんだ」

「こ、これには事情がだな……」

　何な故ぜか看護服を着ていたのだから。



    

  
    
      　大陸全土に衝撃をもたらした帝国と群集列国の合併――『帝政列集国』の成立。

　それに続き、かの大国が独立交易都市に攻め入ったという報はさらなる混乱を与えた。

　過去の大戦以来、長らく禁じられていた悪魔契約を用いての奇襲である。噂うわさを聞いた人々はにわかに信じ難く、しかし事態を目撃した行商人や旅人、傭よう兵へいたちからそれが本当に起きた出来事であることを聞き知り、言い知れない不安と恐怖を抱く。

　そして帝政列集国の放った有象無象の悪魔どもに、独立交易都市が耐え切ったという事実にもまた、人々は驚きを禁じ得なかった。



　大きな戦いの気配が大陸を脅かす中。

　軍国は大規模な軍隊編成を行って戦いくさに備えている。

　独立交易都市は一刻も早い復興を目指している。

　その二者に対し、事態の元凶である帝政列集国や国々を監視しているはずの大陸法委員会は奇妙なほど沈黙を保っていた――



　大陸はもうすぐ年を越す。
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　思えば過酷に過ぎる日々だった。

　一連の出来事――群集列国への旅路に始まり、現地での魔剣『イライザ・イヴァ』との遭遇、牢ろうからの脱走劇、『爪つめ痕あと』を経由しての独立交易都市への侵入、悪魔や魔剣『イライザ・イヴァ』との再戦。

　肉体の限界までアリアの力を借りた、その無茶が祟たたったのだろう。セシリーは帝政列集国の重鎮どもが引き上げた直後に気を失い、それから三日三晩眠り続けた。

　意識を取り戻してからもすぐに職場復帰とはいかず、しばらく休養を取ることになった。セシリーとしてはすぐにでも都市の復興作業に加わりたかったのだが、団長のハンニバルや相棒のアリアなどに説得されて不承不承ながら自宅待機に甘んじた。

　そんなわけで大人しく引きこもっていたわけだが――

　事件からかれこれ十日ほどが経過し、いい加減にじっとしていられなくなった。

「とは言ってもまだ本調子ではないんだ。傷が完全に癒いえたわけではないし、気付かなかったけれど骨も何本か折れていたらしい。自衛騎士団の業務に加わるにしても却かえって迷惑をかけてしまうかもしれない。だからせめてこの休養期間を利用して、できることをしたい」

　日中の早い時間。

　三番街の公務役所、その事務室。

　セシリーは同僚であるパティ・ボルドウィンの許もとを訪れ、言った。

「パティに治療用の祈き祷とう契約を習いたいんだ」

「……あらら」

　突然の申し出にパティはぱちぱちと目を瞬しばたたいた。

　栗くり色いろの髪に、分厚い眼鏡めがねをかけた女性である。彼女はセシリーと同じ都市公務員であり、事務や治癒業務に就く非戦闘員だ。入団当初から同性として親しくしている。

「祈祷文もん言ごんは寝ている間にいくつかそらんじてきた。時間のあるときで構わないから、実践的なことを教えてほしい」

「それはいいけど、どうしたの。祈き祷とう契約は苦手だったんじゃないの？」

「うん。そうだったんだが、なんとなく必要だと思って」

　セシリーは苦笑しつつ言葉を濁した。

　祈祷契約は玉たま鋼はがねを触媒として霊体反応を起こし、様々な奇跡を生み出す技術である。独立交易都市に住む者にとっての重要な生活基盤だ。

　単に不得手だったということもあるが、セシリーが祈祷契約に対して苦手意識を抱いていたのには父親からの影響があった。

　生前、セシリーの父は祈祷契約を忌避しており、キャンベル家でも最低限必要なときにしかその使用を認めなかった。幼いセシリーは不思議に思いつつも尊敬する彼に倣ならい、身の回りに玉鋼の類たぐいは置かなかった。

　今ならばその理由もわかる。

　霊体の正体。

　霊体を生み出すモノの存在。

　キャンベル家に課せられた“〝聖剣の鞘さや”〟としての役割。

　父はそれらを知っていたからこそ祈祷契約を嫌ったのだ。

　――しかしそうも言っていられなくなった。

　無論、セシリーにも初代ハウスマンに対して思うところはある。

　しかし最近の戦いは激化の一途をたどっており、これからもアリアとともに戦うのならば、今まで以上に研けん鑽さんを積まなければならないことも本当だ。付け焼刃でいい、ためになるならばどんなに小さなことでも身につける必要があると考えた。

　今は怪け我がのせいで剣の訓練はできない。

　ならば療養中にでもできることをやりたかった。

「戦闘用の、じゃないの？」

「追い追いそちらも学びたいけれど、まずは治療用のほうを。……ほら、私は生なま傷きずが絶えないから」

　なるほど、とパティが笑った。

「今もそうだけど入団したばかりのころは特にひどかったものね。毎日訓練の度に怪我して私のところに来て、治療してくれって」

「む、昔のことはいいじゃないか……」

「まだ半年ちょっと前の話よ」

　くすくすと笑い、パティは事務机の席から立ち上がる。

「場所を変えましょう」

「え。……大丈夫なのか？」

　セシリーは事務室を見回した。

　この部屋は公務役所のエントランスに面していて、事務員たちが窓口業務に当たっている。他にも書類整理に勤いそしむ者、事務室に入ってきたかと思うとすぐに出て行く者など忙せわしない様子だ。抜け出して問題無いだろうか？

「これでも一時よりは落ち着いたほうなのよ」

　とパティは言う。

「具体的な死傷者と被害の調査、住まいを失った市民の数と家族構成の把握、仮設住宅のための土地確保とその建設、仮設住宅への市民の配分、殉職した騎士団員の遺族への補償、外地からの入都規制、玉たま鋼はがねの交易価格の調整……とにかく仕事はてんこもり。公費もかなり費ひ消しようしたし、目の回るような忙しさだったわよ」

　言われてみればパティは前に会ったときよりも少し痩やせているように見えた。

「ならばやはり今すぐじゃなくても……時間のあるときでいいんだ」

「言ったでしょ、落ち着いたって。この十日間、私たち頑張ったからね。ようやく通常業務に戻りつつある。今日は特別な日だし。もうすぐお昼だから少し早い休憩をもらうわ」

　パティは休憩を取る旨を他の事務員に伝えると、セシリーとともに事務室を後にした。

　廊下を歩き、移動した先は同じ役所内にある医務室だった。薬品を収めた棚、寝台、玉鋼や包帯といった医療道具。全体に清潔感のある香りが漂っている。

　パティは部屋の片隅にあった衣装棚を漁あさり始めた。

　その背中にセシリーは詫わびた。

「貴重な休憩時間をすまない」

「いいのよ。こちらこそ久しぶりにセシリーの顔が見られて良かったわ」

　こうして親しげに言葉を交わしてはいるが、実際はパティのほうが年上であり立場的にも先輩だ。入団当初から同性のセシリーのことを気にかけ、あれこれと世話を焼いてくれていた。敬語を使わなくていい、と最初に言ったのも彼女だ。

　パティは出会って以来、無鉄砲な自分を変わらずに見守り続けてくれる。

　そのことをありがたく思い、そして嬉うれしくも思う。

「パティにはいつも助けられる」

「あらら。急に改まって恥ずかしい子ね」

　肩越しに振り返ったパティは照れ臭そうにはにかむ。

　自分にとって大切な友人であり、良き理解者だ――

「それじゃあ、セシリー。まずはその制服をお脱ぎなさい」

　…………。

「……パティ？」

　凍りつくこちらに、大切な友人であり良き理解者はにっこりと笑う。

「お脱ぎなさいな」

　セシリーは強烈な既視感を覚えざるを得なかった。





「で」

　半ば諦あきらめに近い心境で、ぼやく。

「どうして私はこのような格好をしなければいけないんだ？」

　セシリーはいわゆる看護服とやらに着替えていた。

　紺のワンピースにベストや前掛けを合わせ、腰には包帯や薬、鋏はさみといった道具の入った袋を下げている。前髪をピンで留め、頭には役職を示すキャップ。

　自衛騎士団の遠征に同行する際、治癒業務専門の非戦闘員がする、公式の格好であるらしい。パティからの借り物だ。

　その当のパティは着替えを終えたセシリーを眺め、満足げに頷うなずく。

「何事も形からよ、セシリー」

「私で遊ばれているような気がする……」

「着心地はどう？」

「……胸の辺あたりが少しきついかな」

「あらら。そんなこと言っちゃう？」

　皮肉のひとつくらい言わせてほしい。

「はい、じゃあこれ」

　とパティがセシリーに手渡したのはひとつの玉たま鋼はがねだった。掌てのひらよりも一回り小さく、楕だ円えんの形をしている。研磨加工されているため表面に艶つやがあった。

「私たちに支給されている治療用の玉たま鋼はがねよ」

「これが……」

「消耗品だから大切に使ってね。使用する度に表面が削れて小さくなっていくから。祈き祷とう文言は暗記してきたって言ってたわね？　じゃあ早速基礎から伝授するとしましょうか」

　セシリーはパティに向かって頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　あらら、とおかしそうにパティは笑う。

「基礎を伝授した後は実技ね。実際に怪け我がを治療してみましょう」

「実技？」

　驚いて顔を上げた。

「しかしここに怪我人は……」

「探せばいいじゃない。外に出て」

　パティの言葉の意味を理解し、セシリーは頬ほおを引きつらせた。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女はやはりニコニコと笑顔を浮かべて述べる。

「何のために着替えたと思っているの？」
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　工房アトリエ『リーザ』の母おも屋やでは親方と弟子が穏やかな昼下がりを過ごしていた。

「和なごみますねぇ」

　弟子の少女――リサが温かい茶をすすり、息をついた。

　ちょうど昼食の後片付けを終えたばかりである。一息入れるように食卓の椅い子すに座ってまったりと寛いでいる。小柄な身体からだを包むのは煤すすに汚れた作業着。足をぶらぶらと揺らす度、背中でひとつに束ねたブロンドの長髪もゆらゆらと揺れた。

　一方、窓辺の椅子に腰かけている黒髪の青年はルーク・エインズワースだ。リサと同様の、私服代わりにしている作業着姿で、先ほどからじっと黙って窓の外の景色を眺めていた。

　腹を満たした後にありがちな、弛し緩かんした空気の漂う時間帯だった。天気も良く、麗らかな陽ひ射ざしが鎧よろい戸どの隙すき間まから射し込む。故ゆえに室内はぽかぽかと暖かく、暖炉の控えめな火で事足りている。

　親方である彼のほうをちらりと見やり、リサは思った。

　――いつになく静かです。

　旧群集列国に赴おもむいていたルークが都市に戻ってから、そして都市を混乱に落としいれた戦いから十日ほどが経過している。本来であれば今ごろ自分たちは鍛か冶じ仕事に精を出していなければならないのだが、しかしそうもいかなかった。

　ふたりは事件を通し、状況は違えどそれぞれ大きな怪け我がを負った。悪魔であるリサは人間よりも治癒力が高いため完治も早かったが、ルークのほうはそうではない。今まで以上の死線を越えてきたらしい彼にはしばしの療養が必要だった。

　ルークが完治するまで鍛冶仕事はお休み。一足早く怪我の癒いえたリサは家事やルークの世話をしつつ、時々は近所の農家の手伝いをしたりなどして日々を過ごしていた。ルークも治りかけの身体からだに負担のかかるようなことはせず静養に努めている。

　あの激動の二日間が嘘うそだったかのように、平和な日が続いていた。

　リサが少し不満を覚えてしまうくらいに。

　――早くお仕事したいです。

　かつて群集列国に旅立つ前、ルークは留守番する弟子にこう言い渡した。

『リサ。お前には刀を打ってもらう』

　自分が戻ってくるまでにその下準備を整えておけ――

　それは自らに何かあったときに備え、予あらかじめ刀鍛冶ブラツクスミスの技術を伝授しておくという“〝保険”〟のようなものに違いなかったが、それでもこの手で刀を鍛たん錬れんするのだと思うとリサは昂たかぶりを覚えずにはいられなかった。このような形なりでも鍛冶屋の端くれなのだから。

　しかし現在、鍛冶仕事は休業にせざるを得ない状況だ。リサがせっかく点ついた火を燻くゆらせてしまうのも無理からぬことだった。

　それに、と加えて思う。

　――ルークがちょっとおかしいのです。

　有り体に言うと大人しすぎるのだ。

　再会してから妙に口数が少ない。旧群集列国に出発する前はあれほどまでに聖剣の鍛錬に熱を入れていたのに、最近は心ここにあらずといった様子で毎日を暮らしている。旅先で何かあったのかと訊きいても上の空な返事しか返ってこない。

　今も窓の外を見つめるだけで微動だにしない。いい加減、弟子は心配だ。

　あ、とリサは思い出した。

「さっきご近所さんのお手伝いに行ったときに聞いたのですが、今日の夜、お祭りがあるみたいですよ」

「……祭り？」

　窓辺の椅い子すの脚が軋きしむ音を立てた。リサは振り返るルークに頷うなずき返し、

「今年は状況が状況なだけに、年越しのお祝いはやらないそうなんです。独立交易都市の全体方針として市長のヒューゴーさんがそう通達したらしくて」

　大陸はもうすぐ年越しの時期を迎える。

　その際に独立交易都市では毎年、盛大な祝いがされるのが慣例だった。年越しの夜に市民は保温用と照明用の玉たま鋼はがねを携帯して家を抜け出し、そして酒が尽きるまで、余興が尽きるまで、玉鋼が尽きるまで屋外で連日遊び倒すというものだ。

　何ど処こか厭えん世せい的な嫌いがあるルークはその宴うたげにも消極的だったけれど、祝いの初日くらいは夜店に連れて行ってくれた。リサ自身も毎年楽しみにしていたので、今朝手伝いに行った先で中止の報しらせを聞いたときはとても残念だった。

　しかしそれも仕方の無いことではある。帝政列集国との敵対関係は今や明確なものとなっている。連日遊び呆ほうけているところに攻め入られればひとたまりもない。

「でもそれじゃあんまりだからと、せめて一日だけでも年越しの前祝いをしようと皆さんが自主的に動いているみたいですよ。最近大変なことになったばかりだからこそ盛り上げたいという意味もあって、都市公務員の方々も黙認しているようで。前々から宴が中止になるという噂うわさはあったので準備は前倒しで進めていたらしくて――」

　言いつつ、リサは上うわ目め遣づかいに親方のほうを窺うかがった。

　ルークは腕を組んで吟ぎん味みしている。リサが祭りに参加できるか否かは彼の裁量次第だ。

「……口実にできそうだな」

　彼が呟つぶやいた一言にリサは「え？」と首を傾かしげた。

　――口実？

　よし、とルークは頷うなずいて言った。

「連れてってやる」

「えっ!?　ほ、本当ですか!?　やったー！」

　こんなにあっさりと了承を得られるとは思わなかった。もちろん祭りに行けることが嬉うれしいのもあったけれど、何より覇は気きの無い主人を元気付けるためにもどうしても参加したかったのだ。

「すごく楽しみです！　ヨダレガデマス！」

　諸もろ手てを上げて喜ぶリサに、大おお袈げ裟さだ、とルークが苦笑する。

　彼はそして、腰を上げた。

「少し出かけてくる」

　それがあまりに突然だったからリサは目を瞬しばたたかせる。

「どちらに？」

「ちょっと街のほうだ。祭りまでには戻ってくるから安心しろ」

「……ハイ」

　単純に、何しに行くのだろうと疑問に思った。鍛か冶じ関係でも思い当たらない。

「あっ。まだ怪け我が治ってないんですから無理しないでくださいね!?」

　外套を羽は織おったルークは軽く手を振って応こたえ、母おも屋やを出ていった。

　リサはそれをぼうっと見送ったが。

「…………あれ？」

　しばらくして窓辺に立てかけられていたそれに気が付いた。

　外出するときには必ず携帯するもの。

「ルーク、刀を忘れています」





　工房アトリエを出たルークは田の畦あぜ道みちを進んだ。

　七番街の景色はほとんど農地に占められる。隣接する三番街の街並みを背景にいくつもの田畑が広がり、その隙すき間まを縫うようにして数え切れないほどの畦道が走り、そして農家の家屋がぽつりぽつりとある。今年の収穫期はすでに過ぎていたが、十日前の帝政列集国との戦いのこともあり、農家の人々は街に出て都市の復興作業に手を貸している。最近リサが手の空あいたときにしている“〝農家のお手伝い”〟とはこれのことだ。

　破壊が目立ったのは主に正門側や大通りの街々であり、都市の奥に位置し、避難区域とされていた七番街にはさほど大きな被害は無かった。かといって以前のように見慣れた景色であるかというと、実はそうではない。

　農地の一画に見慣れない――仮設の住宅地ができていたのだ。

　元々管理する人間がおらず、半ば放置されていた土地である。そこに小屋よりもひと回りほど大きい木造のバラックが群れるように列を成して並んでいる。急ごしらえのものなので全体的に造りが丁寧とは言いがたく、冬の風を通しやすいだろう板張りの外壁は見た目にも寒々しい。

　悪魔や人外兵器どもに住む家を破壊された市民のため、都市が急造した住宅地だった。市民は自分たちの家の瓦が礫れきの中から生き残った家財のみを運び出し、新しい住まいが完成するまでこのバラックで暮らさなければいけない。こうした住宅地はここ以外にもいくつか点在している。

　住宅地にたどり着いたルークはそのうちの一軒を訪れた。

　ノックからしばし遅れ、入り口の扉が開いて中から女が出てくる。

　引っ詰めにした茶髪にエプロンドレス。

「……おおお？　こりゃ意外な客だ」

　キャンベル家で働く家政婦、フィオ・アトキンズである。探るように厳いかめしい表情をしていた彼女は、ルークの顔を認めると一転して親しげな笑顔になった。

「誰だれかと思ったらルーク・エインズワースじゃねえか」

　キャンベル家は元々三番街に居を構えていたが帝政列集国との戦いのときに不幸な事故でその家を失い、現在はこの七番街のバラックに移り住んでいる。ルークは初めて訪れたが場所は何度かセシリーの見舞いに行ったというリサから教えてもらっていた。

「久しぶりだなー。あのとき以来かぁ？　元気にしてたかよ？」

「あ、あぁ」

「なんだなんだ、相変わらず陰気な奴やつだなー」

　できることならこいつにだけは会いたくなかった、とルークは苦い思いだった。

　前にセシリーとの関係を激しく追及されたことを思い出し、わずかに身震いする。

「で、何の用……って決まってるか。セシリーだよな？」

　ルークは頷うなずく。

「まだ休養中だと聞いてるんだが」

「ああ、うん。本当はそうなんだけど、あいつなら今朝出勤しちゃったよ」

「出勤したっ？」

「あたいも止めるには止めたんだけどな。でもちっちゃいころから父親の真ま似ねして毎日木剣振り回してたような女だぜ？　いつまでもじっとしてろというのが無理な話だったわけだ。訓練や力仕事の類たぐいは自粛するみたいなこと言ってたけど、どうだろうな……」

　フィオはため息をついた。彼女は彼女でいろいろと気苦労が絶えないらしい。

　ルークも多少脱力は覚えないわけではなかったが、気を取り直した。

「じゃあセシリーは三番街の公務役所にいるのか？」

「たぶん。アリアも一緒のはずだぜ」

　ならばいつまでも長居する理由は無い。

　簡単に礼を述べて踵きびすを返すルークだったが、しかしその手をフィオが掴つかんで引き止めた。

　嫌々見やると案の定、底意地の悪い笑みが待っている。

「……なんだよ」

「“〝なんだよ”〟？　そりゃこっちのセリフだ。このまま帰らせてたまるか」

　フィオはニヤニヤといやらしく笑いながら、

「あたいにとっちゃ朴ぼく念ねん仁じんのあんたが自分からセシリーを訪ねるなんてこれ以上無いくらいの珍事だぜ？　とうとう白旗を揚げる気にでもなったのか？　えぇ？」

「勘違いも甚だしいな不良女。セシリーには前の旧群集列国での件で話があっただけだ」

「へぇ、本当かねー」

　嘘だ。

　だがそれを馬ば鹿か正直に打ち明けるほど阿あ呆ほうでもない。

　ルークはフィオの手を振り払い、

「もういいだろう。俺おれは行かせてもら――」

「フィオ？　どなたか来ているの？」

　バラックの中から声がし、ルークは言葉を切った。

　戸口に立つフィオの背後から顔を覗のぞかせたのは、赤目赤髪の婦人だった。寝巻きの上から上着を羽は織おり、その前を手で合わせている。初対面だがルークはひと目で彼女が誰だれなのかを理解した。それくらい婦人の容姿は娘とよく似ていたのだ。

　――セシリーの母親か。

「ルーシーさん、こいつですよ。我が家でもっぱら噂うわさのルーク・エインズワース」

「……ルーク・エインズワースです」

　もっぱら噂の、と件くだりが非常に引っかかったがルークは構わず会え釈しやくした。

　ルーシー・キャンベルはこちらを驚いたように見つめていた。

　そして懐かしそうに目を細め、言う。

「……ええ、ええ、わかります。バジル様の面影があります」

　今度はルークが驚く番だった。

「父を知っているのですか？」

「当然ですよ。エインズワース家とキャンベル家の関係は切り離せませんから」

『聖剣の鞘さや』のことはご存知ですね？　という問いにルークは頷うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　聖剣を鍛たん錬れんすることを求められたエインズワース家。

　聖剣の代用としての役割を課せられたキャンベル家。

　前者は刀鍛冶ブラツクスミスとしての技術を継承し、後者は死言に施された呪のろいを遺伝する。

　似ているようで違う、それでいて切っても切り離せぬ関係――

「バジル様とわたくしの夫、チェスター・キャンベルは旧知の仲でした。背景が背景なだけに親しいとまでは言えませんけれど、わたくしにはふたりが互いをとても強く意識しているように見えていましたよ。片一方に重荷を負わせてしまわぬよう、どちらも研けん鑽さんを怠おこたらなかった」

　ルークは父親の交友関係をあまりよく知らない。

　けれどそのふたりの関係は容易たやすく想像することができた。

　今ならばわかる。

　だから、いや、そうでなくても。

「必ず、救います」

　遠くを見るようにしていたルーシーがはっとしてこちらに目を向けた。

　ルークはその右目で彼女の視線を揺らぎ無く受け止める。

「絶対に」

　ルーシーは己の腹の上に両手を重ね、折り目正しく頭を下げた。

　まるで祈りを捧ささげるように強い気持ちを込めて。

「……そろそろ失礼します」

　そう言うと、ああいけない、とルーシーは慌てて姿勢を正す。

　指先で目の端の涙を拭ぬぐいながら微笑ほほえんだ。

「引き止めてしまってすみませんね」

「いえ。俺おれも父の話が聞けてよかったです」

「よければまた来てくださいな。ちゃんとした家でなくて心苦しいけれど」

「家はアレでも精一杯もてなすぜ！」

　脇わきに控えていたフィオが服の袖そでをまくりながら快活に言った。

　最後に無言で会え釈しやくをし、今度こそルークは背を向けた。

「でもまさかあの子がバジル様の御子息と付き合うことになるとは思いませんでしたわ」

　踏み出した足をまたしても止めざるを得なかった。

　肩越しに見やればルーシーが柔らかく微笑んでいる。

「前々から気になる殿方がいるようなのでどんな方かと思っていたら……まったくあの子ったら。このようなことならもっと早く知りたかったです。ルークさん、セシリーは誤って自分の家を叩たたき潰つぶしてしまうような娘ですが今後ともどうぞよろしくお願いしますね」

「あなたは誤解しています！」

　外堀を埋められるとはこういうことを言うのか、とルークはひとつ学んだ。
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　くぁ、と欠伸あくび。

　んんん、と背筋の伸び。

　はああぁ、と長い吐息とともに全身を脱力――

　その傍かたわらで書物と睨にらめっこをしていた眼鏡めがねの青年が顔を上げた。

「お疲れですか？」

「うーん。なんだか最近とても眠いんだよね」

　アリアは涙目で細かい瞬まばたきを繰り返しながらため息をついた。

「前の戦いの疲れがまだ抜けてないのかも」

　公務役所の地下書庫である。

　今朝方にセシリーと一緒に出勤したアリアは、彼女とは別れていつものようにこの地下書庫を訪れていた。そこでは軍国出身の学者、ユーイン・ベンジャミンが連日資料の閲覧をしており、近ごろのアリアはその手伝いとして彼の許もとに通いつめるようになっていた。相棒であるセシリーが休養中なので手が空あいているのだ。

　地下書庫は壁や床がすべて石造りのため、屋内でありながら乾燥した冷気が静かに満ちている。所狭しと並ぶ本棚には膨大な量の資料が詰め込まれ、玉たま鋼はがねの照明がぼんやりと庫内を照らす。

　本棚に寄りかかって欠伸を繰り返すこちらに、ユーインは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「本当に大丈夫なのですか。あの戦いの後もしばらくは剣の姿のままでしたよね？」

「うん」

　帝政列集国との戦闘後、セシリーが三日三晩目覚めなかったように、アリアもまた剣の姿のまま昏こん々こんと眠り続けるということがあった。その間はアリア自身の意識も無く、人間の姿で目覚めてからフィオやルーシーに言われて初めてそのことを知った。

　ユーインは前からその一件について気にかけているようだったけれど、しかしアリア本人は大したことだと思っていない。悪魔や魔剣『イライザ・イヴァ』との戦いはかつてないほどに激しく、故ゆえにそのときの消耗を癒いやすため、本来の姿である魔剣の状態を肉体が維持していただけだろうと考えている。

「でもやっぱり尾を引いてるのかな。まあ、そのうち調子戻ると思うよ」

「ならいいのですが……」

　多少気がかりを残しつつも、ユーインは作業に戻った。

　暖房用の玉鋼が設置されているとはいえ、やはり室内は肌寒い。寒さを感じないアリアはいつものように露出の多い衣をまとっていたが、そうではないユーインは私服の上に外がい套とうを羽は織おっていた。

　彼の足あし許もとには山のように紙束の塊が積まれている。ざっと内容を検あらため、選より抜いた資料だ。ユーインは市長のヒューゴー・ハウスマンより直じき々じきに貸し出しが認められており、アリアはその選り抜いた資料を彼の私室に運ぶのをいつも手伝っていた。

　ユーインは白い息を吐き、かじかむ指で忙せわしく資料のページをめくる。以前からその傾向はあったがこのところの根の詰め方は普通ではない。寝る間も惜しんで初代ハウスマンの研究資料を読み解いているらしく、目の下には濃い隈くまがあった。

　そんな彼の様子を、アリアは距離を置いて眺めている。

　平和だな、と思う。

　悪魔や魔剣『イライザ・イヴァ』と死闘を繰り広げたにもかかわらず自分たちは無事に生き残ることができた。今のところ帝政列集国に大きな動きは無く、独立交易都市も少しずつ復興し始めている。

　そして――自分たちの関係にも進展は無い。

　平和だな、と愚痴っぽくこぼしてしまうくらいに。

　――別に期待してるわけじゃないけどさ。

　時間があるときはできるだけユーインの手伝いをするようにしている。彼のほうも手伝いはありがたいようで、最近はこうしてふたりきりで過ごすのが自然になりつつあった。

　でもそれだけだ。それ以上のことにはならない。

　自分から何かを言うわけではないし、彼のほうからも特別な何かは無い。どうしたい、どうなりたいという具体的な希望があるわけではないけれど、何も無いということを少し寂しく思う気持ちは、やっぱりある。

　けれどそれはおくびにも出さない。

　何度腹を決めても時間が経たてば、自分が悪魔であることを思って二の足を踏む。

　――あたしの意気地無し。

　胸中で呟つぶやき、アリアは欠伸あくびを噛かみ殺しながら訊たずねた。

「ねえ。今は何を調べているの？」

「……初代ハウスマンの、悪魔契約の研究についてです」

　ユーインは資料をめくる手を止めずに答えた。

「彼が悪魔契約について調べていたというのは学者の中でも有名な話ですが、具体的にどのような研究を行っていたかは公には明かされていなかったのです。……旧群集列国にあった資料の原本とここにある写本で、その理由がわかりました。これはとても公表できる内容じゃない」

　言いながら表情を険しくする。

　アリアは首を傾かしげ、

「どういうこと？」

「初代ハウスマンは悪魔契約を祈き祷とう契約に転用することで、大戦で疲弊した大陸の再興に貢献した功労者です。その彼がこれほどまでに非人道的なことをしていたというのは、確かに一般の人間には知られないほうがいい」

「非人道って……」

「彼は研究のために積極的に悪魔契約を行っていた。つまり人為的に悪魔を生み出していたということです」

　アリアは眉まゆをひそめた。

　悪魔契約とは、自らの肉の一部を空気中の霊体に喰くわせて悪魔を生み出すという呪のろいの術法だ。そしてその際の呪じゆ文もんとなるのが心臓に刻まれている『死言』である。死言は個々人によって異なり、刻まれた本人にしか判別することができない。

　その契約を主力とした代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルでは、各国家が“〝徴兵”〟と称して悪魔契約の“〝人材”〟を集めるということが大々的に行われた。

　死言を知るためには胸を切り開き、心臓の上に刻まれたそれを術中に本人に視認させるか、または他者が紙に書き起こしたものを術後に本人が確認するかしなければならない。大陸国家はそのための特殊な術式を“〝人材”〟に施していたのだ。無論、術式の最中に死ぬ者もいたが、それでも当時の国家は狂気の所業を繰り返した。

　大陸史上最悪の人外、ヴァルバニルが人間同士を互いに殺し合わせるため太古の昔から仕組んでいた悪シ魔ス契テ約ム。かの獣が吐き出す霊体は大陸に住む人間に等しく、生まれたその瞬間に心臓に死言を刻む。

　初代ハウスマンはその事実を知りながらもなお悪魔契約の実験を行っていた。

　何ど処こからか――恐らくは旧群集列国の奴隷国家から――“〝人材”〟を集めて。

「ひどい……ね」

　アリアは言いながら思った。

　帝政列集国がやっていることと同じだ、と。

　百を超える悪魔の都市襲撃。あれは人為的に悪魔を生み出す方法を理解していなくてはできることではない――以前にそうハンニバルやユーイン自身が言っていたことを覚えている。

「でもやはり彼が大陸の功労者であることには変わらないのですよ。祈祷契約があったからこそこの独立交易都市は成立したといっても過言ではない」

　ユーインは何処か言葉を選ぶように言う。

「それに研究のために悪魔を人為的に生み出していたという事実は、写本を見せていただいた当初からわかっていたことです。今さら驚くことでもない。……でも詳しく知れば知るほど、その研究がより尋常でなかったことがよくわかりました」

「尋常じゃないって？」

　それまで饒じよう舌ぜつだったユーインが躊ちゆう躇ちよするように口を噤つぐんだ。

　アリアは眉まゆをひそめ、追及する。

「何さ」

「いや、その……」

「あたしはこれでも四十年以上生きている悪魔なんだよ。いろんなことを見聞きしてきたし、いろんなことを知っている。そうそう動揺なんかしないさ」

　悪魔を使った研究、実験。同じモノとして思うところが無いわけではなかったけれど、それが悪魔に係かかわる情報ならばちゃんと知りたいと思う。

　これからも悪魔として、魔剣として生きていくのならば、アリアには知る必要がある。

「……これは一例に過ぎませんが」

　ユーインはしばらく言いよどんでいたが、やがて諦あきらめたように口を開いた。



「初代ハウスマンは悪魔と人間の交配実験を行っていたようです」



　しん、と地下書庫に静寂が来た。

　アリアはしきりに瞼まぶたを瞬しばたたかせる。

　ぽかんと口を開け、目を泳がせて。

「……え、ええぇ？」

　四十年以上生きている魔剣は思い切り動揺した。

　それに気付いているのかいないのか、ユーインは沈ちん鬱うつな表情で続けた。

「生命を弄もてあそんだ最低な実験です。確かに彼の功績は偉大なものですが、それにしたって看過できることではありません。こんな人を単純に尊敬していたのかと思うと自分が嫌になりますよ」

　彼には悪いがアリアはそれどころではなかった。

　――悪魔と人間の……交配実験？

　ユーインが茫ぼう然ぜんとするこちらを見やり、申し訳無さそうに言った。

「すみません。やはり気持ちのいい話ではなかったですよね」

　ううん、とアリアは首を横に振り、そして恐る恐る訊たずねた。

「その実験って……ど、どんなものだったの？」

「……そのままの意味です。悪魔と人間の女性に性交渉を行わせた。研究の一環として」

「……結果は？」

　再び迷う素振りを見せたが、こちらの視線に促されてユーインは答えた。

「女性は……受胎し、子を産んだそうです」

　アリアは頭が真っ白になった。ならないわけがなかった。

　悪魔と人間。交配実験。性交渉。受胎――

　人間が悪魔の子を産んだ。

　ただし、とユーインが続けている。

「異種交配にはやはり欠点があったみたいです。生まれた子どもには生殖機能が無く、一代限りの命だったと。たった一度に限定された奇跡で、それも複数回実験を行ったようですが受胎率もかなり低かったと資料にあります。何な故ぜかその子どもに関する記述は見当たらなくて――」

　そこで彼は気付いた。

「アリアさん!?」

「え？」

　と顔を上げた拍子に雫しずくがこぼれ、そのとき自分でも初めて気付く。

　アリアは泣いていた。

「え、あ……」

　はらはらと頬ほおを流れる粒たち。それに指先で触れ、思う。

　――これは何の涙なのかな。



    

  
    
      



    

  
    
      　喜びのそれなのか悲しみのそれなのか、咄とつ嗟さにはわからない。

　けれど心の中が狂おしく渦巻いているのは確かで、だから涙が止まらない。

「やっぱり僕は……無神経でした」

　ユーインがうつむいて詫わびた。

　彼がこちらに伸ばしかけた手は、しかし宙で止まっている。

　ユーインは過去の事情から生理的に魔剣に触れられない。だから今もアリアに触れられず手を震わせている。

　彼がそのことに苦く悶もんしていることはわかっていた。だからアリアには十分だった。

　洟はなを啜すすり、微笑ほほえむ。

「ううん、いいんだよ。ユーインは悪くない。知ることができてよかったよ」

　異種交配。受胎。一代限りの生命。

　決して良いことばかりではないけれど。

「少なくとも悪魔……魔剣は」

　自然とその言葉は滑り出た。

「あたしは、お母さんになれるかもしれないんだね。人間みたいに」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが見開く。

　ユーインは宙で漂わせていた手を握り、意を決したように言いかけた。

「っ、アリアさん！　僕は――」

「あ」

　と思わずアリアは声を発していた。視線は天井を向いている。

　それに倣ならい、ユーインも言葉を切って天井を見上げた。

「あ」

　地下書庫は梯はし子ごを使って地上と出入りするのだが、その天井部の入り口から――

　ルーク・エインズワースがばつの悪そうな顔で逆さまに頭を覗のぞかせていた。

「……邪魔したか？」

「……いいえ」

　邪魔されましたと言わんばかりに低い声でユーインは否定する。

　アリアは手の甲で涙を拭ぬぐい、逆さまのルークに訊たずねた。

「どうしたの？」

「セシリーはそこにいないか。探しているんだ」

「セシリーならパティのところに行ったよ。事務室か医務室のどちらかにいると思うけど」

　答えてから首を傾かしけた。

「どういう風の吹き回し？　ルークのほうからセシリーに会いに来るなんて」

「……野暮用だ」

　そっけなく言うルークだが、アリアはその野暮用とやらが何なのか気になる。セシリーがルークに会いに行くことはあっても、その逆はひょっとして初めてかもしれなかったから。

　ルークさん、とユーインが割り込んだ。

「ひとつお訊たずねしてもよろしいですか」

「？　何だ」

「魔剣『イライザ・イヴァ』のことは覚えていますね？」

　ああ、とルークは逆さまのまま答える。どうやら降りてくるつもりは無いらしい。

「あれは二本の魔剣を一本に鍛たん錬れんし直したものでした。その方法はわかりませんが、とにかく魔剣同士の融合は可能だということはわかります。では、例えば」

　ユーインは一呼吸だけ間を空け、

「魔剣とあなたの打った刀でも同じことは可能なのでしょうか？」

　逆さの頭が目を細めた。

　きょとんとするアリアのほうを一いち瞥べつし、

「俺おれの刀とそこの魔剣を掛け合わせるということか？」

「冗談言わないでください。アリアさんにそんなことさせられるわけがない」

　ユーインが少し怒ったように言ったのがアリアはこっそり嬉うれしい。

「魔剣のほとんどは旧帝国が所有しているようですが、それ以外にも大陸法委員会が管理しているものが一本ある」

　その一言でわかったらしい。ルークの眉み間けんの皺しわが増える。

「キャンベル家の魔剣か」

　アリアは息を呑のんだ。

　キャンベル家の魔剣――正確にはセシリーの祖父だった魔剣だ。

　かつて初代ハウスマンはセシリーの祖父の死言に対してある細工を施した。それは術者が悪魔契約を行えば“〝絶対的に魔剣化する”〟というもので、その細工は遺伝する。

『聖剣の鞘さや』という隠語で称される、キャンベル家に課せられた御役目だ。

　その役割によってセシリーの祖父は魔剣となり、セシリーの父は臓器の一部を消失した。

　呪のろいはセシリーにも受け継がれている。

「キャンベル家の魔剣はヴァルバニルに対してもその有効性が実証されています。つまり比類無きほど強力なものであり、故ゆえに一国家や一都市ではなくその監視役である大陸法委員会が厳重に管理している。……無論、旧帝国や旧群集列国が離反した今、委員会が現在も機能しているかは不明ですが」

　何はともあれ、とユーインはルークに再度問う。

「可能でしょうか。魔剣と刀の融合は」

「……正直わからない」

　ルークは悩ましげな表情で言った。

「方法もそうだが何よりそれぞれの特性が相反している。刀が聖剣と呼ばれた所以ゆえんは“〝禍まが払はらい”〟という霊体を断ち斬きる能力にある。そいつと元来が霊体でできている魔剣とが上う手まい具合に癒ゆ着ちやくするとは思えない――が」

「あながち的外れな考えでも無い、でしょうか」

「ああ」

　ならいいです、と頷うなずく。

「ここにある写本だけでなく、群集列国から持ってきた原本にも魔剣に関する記述があったんです。僕はもう少しその辺あたりのことを突き詰めて調べてみようと思います」

　ルークたちが群集列国に向かったのは初代ハウスマンの資料、その原本を閲えつ覧らんするためだった。イライザ・イヴァの介入により有う耶や無む耶やになっていたが、ユーインはどさくさに紛まぎれて何冊か拝借していたらしい。

「僕も僕なりの方法で聖剣への道を探ります。だからルークさんは聖剣の鍛たん錬れんに集中してくだ……」

　不意に口を噤つぐんだ。

　ルークが何か推し量るようにじっと彼のほうを見つめている。その思いも寄らぬ視線の強さに、ユーインはたじろいだのだ。

　ルークは静かに忠告した。

「休めとは言わない。だが無理をするくらいなら必ず結果を残せよ」

「え……」

「気持ちはわからないでもないからな」

　頭が引っ込み、気配が足音とともに遠ざかっていった。

　地下書庫に沈黙が降りる。

　ユーインはルークの消えた入り口を見上げたまま、わずかに息を吐いた。

　張り詰めていた緊張が弛し緩かんしたような、か細く震える吐息。痩やせこけた頬ほお。

　彼の横顔を見つめるアリアは、ああやっぱり、と思う。

　――疲れていたのはあたしだけじゃない。

「……僕が軍国から都市に持ち込んだ魔剣が、この前の戦いで帝政列集国に奪われました」

　ユーインはため息とともに吐き出す。

「その魔剣がまた人を殺した」

　ここ数日の彼が根を詰めていた理由の、最たるものだろう。

　独立交易都市に来る際に軍国から持ち込んだファルシオンの魔剣。

　それはよりにもよって敵対国に奪われ、そのために死者が出た。

「僕が殺したのも同然です」

「違うよ」

　泣きそうな顔で振り返る彼に、迷わず微笑ほほえみかけた。

「全然違うよ」

　魔剣として命を奪い続けてきた自分は、彼の痛みを知っている。知らないわけがないから、だからこそできるだけ彼のそばにいようとアリアは決めていた。

　捨てられない痛みを少しでも和らげられるように。

　ねえユーイン、と囁ささやく。

「さっきは何を言いかけたの？」

　え、と凍りついた若き学者は見る見るうちに頬ほおを染めた。

「教えてよ。聞きたいな」

　ユーインはしどろもどろになっていたが、アリアの微笑みを見ているうちに観念した。

「……今夜、都市でお祭りがあるそうです」

「うん。あるね」

「いつも、いつもアリアさんにはお世話になってまして、そのお礼というか、い、いやお礼でなくてもですね、もしも時間があれば、よよ、よろしければ僕と一緒に――」





　地下書庫を後にしたルークは公務役所の廊下で騎士の集団と鉢合わせた。

「む。ルークの小僧か」

　先頭にいた禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふが足を止める。

　面倒な奴やつらに会っちまった、とルークは舌打ちしそうになった。どれも顔見知りの男たち――各番街の自衛騎士団の団長たちである。

　独立交易都市公務員一番街自衛騎士団団長、ハーヴェイ・ブレッシン。

　独立交易都市公務員二番街自衛騎士団団長、スタンレイ・ゴールドバーグ。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。

　独立交易都市公務員四番街自衛騎士団団長、ウルフガング・アボット。

　独立交易都市公務員五番街自衛騎士団団長、イーノック・バルフォア。

　独立交易都市公務員六番街自衛騎士団団長、ゴードン・ホーキンズ。

　独立交易都市公務員七番街自衛騎士団団長、ティモシー・フロックハート。

　格好は同じだが年齢や体格は皆まったく異なっている。ルークとさほど変わらぬ若年の者もいれば腰の曲がった初老の者もおり、痩そう躯くの小男もいれば見上げるような上背の大男もいる。顔ぶれは様々だが誰だれも彼も自衛騎士団を束ねる立場にある人物たちだ。

　ルークが露骨に顔を背けると先頭の偉丈夫がおいおいと苦笑した。左の頬から首筋にかけて大きな十字傷があり、六十という年齢に反して筋骨隆々とした巨きよ躯くの持ち主――ハンニバルである。

「あんまりクソ生意気だと教育するぞ。ん？」

「あ？　やってみろよクソジジイ」

　出会い頭に威嚇し合うふたりを見て、他ほかの団長たちが笑い声をあげた。

「相変わらずバジルに似て血気盛んな息むす子こだわい」

「クエイサーはクエイサーでいつまでも娘を取られたことを根に持っているな」

「このやり取り、三年ぶりに見たぞ」

　口々に好き勝手言う。外野からの揶や揄ゆにルークはそちらを睨にらんだ。

　ルークは生前の父親を通して彼らと何度か交流がある。三年前に父親が亡くなってからは疎遠になっていたのだが、連中にとってルーク・エインズワースの印象はその三年前のままらしい。自分の過去を知る者に囲まれるというのは存外に厄介なものだ。

　嘆息して仕切り直し、ハンニバルに訊たずねる。

「で、団長連中が雁がん首くび揃そろえて何をしているんだ」

「ワシらはこれから会議だ」

　ハンニバルは自衛騎士団の一団長である一方、市長のヒューゴー・ハウスマンの片腕としても働いている。対外との交渉の場に出る機会が多く、そのため自衛騎士団の実質的な代表として見なされることが少なくない。時々はこうして自衛騎士団の幹部たちを招集して話し合いの場を設けているようだ。

「軍国が戦の準備を進めるに伴い、都市と軍国間の独自の交易ルートを築きたいと言ってきている。普段ならば断るところだが……帝政列集国との敵対関係が明らかになった今、外国との交流はこれまで通りにはいかなくなった。軍国の申し出はむしろ渡りに船だな。今日の会議はその辺あたりのことが議題になる」

「……あの少女王は戦を仕掛けるのか？」

　さあな、とハンニバルは肩をすくめ、

「戦う備えはしているが、攻めるのと守るのと果たしてどちらのほうがよりよいのか。ひょっとしたらあの跳ねっ返りの王は未いまだに決めかねているのかもしれん。……で、ルーク。そう言うお前こそ公務役所に何の用だ？」

　今度はルークのほうが肩をすくめる。

「野暮用だ」

「セシリー・キャンベルなら大通りのほうへ行ったぞ」

　それを言ったのは団長たちのしんがりにいた男だ。

　日に焼けた肌に精せい悍かんな顔立ち、薄茶色の短髪。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団副団長、レジナルド・ドラモンドである。

　彼は資料らしきものを両手に抱えながら、こちらに告げた。

「さっきパティがそう言っていた」

「……なんでそれを俺おれに伝える」

「？　違うのか？　彼女に用かと思ったんだが」

　その通りなのだが素直に認めるのは心情的にはばかられる。

　レジナルドと言葉を交わすのはこれが初めてのことだった。名前だけは聞いていたが、彼は自分とセシリーのことを一体どのように認識しているのだろうか。

　不意にばしばしと背中や肩を叩たたかれ、ルークはたたらを踏んだ。

　慌てて振り返ると団長連中が高らかに笑いながら廊下の奥へと進むところだった。

「都市は我々が守るからな」

「聖剣のほうは頼んだぞ、刀鍛冶ブラツクスミス殿！」

　彼らが去っていくのをげんなりと見送る。

「まあ、あいつらの言う通りだ」

　と最後に残ったハンニバル。

「都市はワシらが守り抜く。だからお前は聖剣のことだけを考えろ。無論、困ったことがあればワシやヒューゴーを頼れ。遠慮はするなよ」

　言い残し、彼も団長たちの後に続いていった。

　ルークはしばらくその背中を見つめ、

「……どいつもこいつも」

　小さく呟つぶやいて踵きびすを返した。



　　　４



　簡単にだがパティから治療用の祈き祷とう契約の基礎を教わった後、セシリーは街中に向かうよう彼女に命じられた。そこで撤去作業をしている自衛騎士団と合流し、祈祷契約の実技を兼ねて彼らの怪け我がを診みるよう言い渡されたのだ。

『かすり傷くらいなら初心者のあなたでもなんとかなるでしょ』

　同僚たちにこの看護服姿を見せるのは気が引けたが、頼んだ手前なので拒否権は無かった。無情にも業務に戻るというパティと別れ、セシリーは重い足取りで三番街の大通りに赴おもむき、そこで偶然ヒルダの姿を見つけたのだった。

　今は彼女の休憩に付き合い、通りから外れた路地裏にいる。各おの々おのそこに積まれていた樽たるや木箱に腰を休めるなり寄りかかるなりし、大工たちが木材で建物の骨組みを行っている様子を何とはなしに眺めている。

　そういえば、とセシリーは切り出した。

「道中で気になることがあった。なんというか、擦れ違う人々が何な故ぜかことごとく私のほうを振り返ってくるんだ。この格好のせいだろうか？」

　復興の最中とはいえ、三番街を十字に貫く二本の大通りには平時に劣らず多くの人が溢あふれている。被害の少なかった、または再建の済んだ商店はすでに通常営業を始めていたし、戦争の気配が濃い時勢ゆえかここぞとばかりに外地からの商人が様々な商品を売り込みにやって来ていた。瓦が礫れきを撤去する自衛騎士団や家屋の建て直しを行う職人たちの姿、一般の市民など雑多に入り乱れている。

　だからありふれた看護服も人込みに紛まぎれるはずだとセシリーは高を括くくっていたのだが、違ったのだろうか。

　――しかしそれ以外に身に覚えも無いし。

　首を傾かしげているとヒルダが呆あきれたように言った。

「オマエ、本人のくせに知らないのか」

「へ？」

「噂うわさの女がそんな格好をしていれば嫌でも注目するだろう」

「う、噂っ？　どういうことだ!?」

　あいつに聞け、とヒルダが顎あごをしゃくって視線を促す。

　セシリーがそちらを見やると、人影が骨組み途中の木柱に身を潜め、自分たちのほうを窺うかがっているのを見つけた。無論、隠れきれずはみ出していたのだが。

「……どなた？」

　よくよく見ると騎士団の制服を着た女性だった。彼女はセシリーに見つかったのがわかるや否や慌てて柱に顔を引っ込めた――が、やはり身体からだの左右がはみ出している。そばで作業をしていた大工が疎うとましそうに顔をしかめた。

　仕方無い、といったようにヒルダが紹介してくれた。

「ヘイゼル・キンバリー。ワタシと同じ新人でオマエの後輩だ。所属も三番街」

　後輩だって、と思わず立ち上がる。今まで先輩はおろか同性の後輩というものを持たなかったセシリーにとって、それは非常に嬉うれしい報しらせだった。見たところ同世代のようだし、自分も半年ほど前に入団したばかりだから先輩後輩もあまり無いだろうが。

「しかもオマエに憧あこがれての入団らしいぞ」

「わ、私にか？」

「市民の前で派手に戦ったようだな。かなりの有名人らしいぞ、オマエ」

　視線を感じたのはそのせいかとようやく合点した。帝政列集国との戦いではアリアの力に振り払われないように必死で、ここ最近も自宅で静養していたから当人の耳には届かなかったらしい。

「…………」

　新米の後輩は未いまだ柱の陰に潜み、何やら間合いを見計らっている。

「ヘイゼルッ、紹介しろと言ったのはオマエだぞ」

　いい加減に焦じれたヒルダが声を荒らげると、彼女はようやく姿を現した。

　出てきたのは右腰に剣を吊つるした、長身の女騎士。

　セシリーは彼女に歩み寄って手を差し出した。

「セシリー・キャンベルです。今まで三番街には同性の団員はいなかったから嬉うれしいよ」

「……ヘイゼル・キンバリーです」

　ぼそぼそと名乗り、こちらの手を握り返す。控えめな握手だったが、セシリーはそれを彼女の謙虚さと受け取った。

　気恥ずかしさに口くち許もとを緩ゆるめながら、

「なんと言うか自分は誰だれかに尊敬されるほど上等な人間ではないのだけれど……同じ所属になったのは何かの縁だし、これから仲良――」

「お訊ききしてもよろしいでしょうか」

「え？　あ、うん」

「どうしてそんな格好をしているんですか」

　後輩の少女は神妙な顔つきでそんなことを訊たずねてきた。

　セシリーは己の格好をあらためて見下ろす。パティから借りた看護服に、腰には包帯や鋏はさみの入った道具袋。騎士らしからぬ姿に後輩が疑問に思うのも無理は無い。



    

  
    
      



    

  
    
      　誤魔化すように苦笑いを浮かべた。

「ええと、大した理由は無い、というか。パティいわく何事も形から――」

「つまりセシリー様の趣味なんですか」

「いっ？　いやそれは誤解……って“〝様”〟!?」

　ヘイゼルの顔が青ざめていることに気付き、セシリーは言葉を失う。

　ああそういうことか、と傍かたわらのヒルダが腑ふに落ちたように頷うなずいた。

「要するにイメージが崩れてしまったわけか」

「イ、イメージ？」

「凛り々りしくて勇ましい、憧あこがれの女騎士。そんな気け高だかい“〝セシリー様”〟が看護服で街中を歩いていたら確かにびっくりするかもな」

　そんなことを言われてもセシリーのほうがびっくりである。

「ほ、本当にあなたはセシリー様なんですか……？」

「君は現実を見ろ！」

　それから――いろいろと誤解されているようなので言葉を尽くして弁解したが、その甲か斐いも無かった。結局ヘイゼルは気落ちしたまま「作業に戻ります。失礼しました」と立ち去ってしまった。

　何だかわからないがセシリーは若者の夢を摘んでしまったらしい。後輩のしょんぼりした背中を呆ぼう然ぜんと見送っていたら背後からけたけたと笑う声がした。

「ヒルダ……」

「尊敬されるほど上等じゃない、と言ったのはオマエだろ」

　腹を抱えて笑う彼女を恨みがましい目で見ていたセシリーだが、ふと思った。

　――ヒルダが手放しに笑っているのを見たのは初めてかもしれない。

　そう思うとまあいいかという気持ちになる。ヘイゼルとはまた後で話をしよう。……してくれたらいいが。

　セシリーは路地裏の樽たるに頬ほお杖づえをつき、訊たずねた。

「都市での生活には慣れたか」

「ん？　ああ……おかげさまで慣れた、と言いたいところだが」

　ヒルダは笑いを収めて、あっさりと言った。

「むしろ戸惑っている」

　セシリーは意表を突かれて振り返る。

　彼女は目を細め、通りのほうを見やっていた。

　そこには絶え間なく行き交う人々の姿。賑にぎやかな喧けん騒そう。

「元奴隷としては、ここでの生活は身に余る」

　大陸の北東部に散開する小国家群、旧群集列国。ヒルダの故郷はその奴隷国家にあった。

　そこは自国民を奴隷に仕立て上げ、商品として他国に売り払うという小国家だ。国民はある程度の年齢に達すると等しく奴隷の刻印を押され、己の自由と生殺与奪を他者に握られる。ヒルダなどはそこで戦闘の技術を学ばされ、暗殺という穢けがれた仕事をさせられていたという。誰だれでもない、セシリー自身も一度彼女に命を狙ねらわれたことがある。

　隷属することが義務の日々。旧群集列国が旧帝国に吸収され、ヒルダが魔剣『イライザ・イヴァ』の下で働くようになってからもそれは変わらなかった。

　これからも変わらないように思われた彼女の人生は、しかしつい先日に一変した。

「都市で暮らすようになってから困惑しない日は無いよ。……騎士団に入るにしても他の何をするにしても奴隷の出自を取とり沙ざ汰たされることが無い。団員専用の宿舎には暮らすための部屋と眠るための寝台がある。奪い合うことなく食べる物を選べる。井戸の水を共有することができる。理不尽な暴力を受けることが無い。こうして働いていれば労ねぎらいの声をかけてくる市民がいる。少々変わり者だが嫌いじゃない同僚もいる――」

　ヒルダは不器用に、訥とつ々とつと述べていく。

「体験するあらゆることがワタシの常識と食い違う。ここでの生活はワタシには分不相応に思えてしまう」

「っ、そんなことは――」

「勘違いするなよ。だからこそワタシは故郷を取り戻そうと思う」

　セシリーは樽たるの上から身を乗り出したところで口を噤つぐんだ。

「この都市でワタシが得たものは、どれもこれも奴隷だったときと同じ“〝与えられた”〟ものなんだ。決して自分の力で手に入れたものではない。それでは意味が無いんだよ。あのときオマエの手を取ったことが無む為いになる。ワタシはワタシの意志で、力で望むものを手に入れなくちゃならない。住む場所も食べる物も骨を埋める故郷も」

　ヒルダは軽く息をつき、まあ、と苦笑した。

「かといって帝政列集国の傘下にある土地を独力で取り戻せる、なんて思うほど無謀でもない。奴隷制度そのものを無くさなければ意味が無いだろうしな。とりあえずこの独立交易都市で暮らす中で、騎士団で働く中で、少しずつそういったものと戦っていけたら、そのための努力をしていけたらと思っている」

　こちらに眼まな差ざしを向け、冗談とも本気ともつかない口調で付け足す。

「手伝ってくれるんだろう？　セシリー・キャンベル」

　不意に求められた同意で、セシリーは思い出した。

　かつて自分がヒルダに差し伸べた手。

『――――取ったなら、私は全力でお前の助けになる』

　交わした約束。

　ああ、と力強く応じた。

「必ず力になる」

　セシリーはヒルダをよく知っているわけではない。

　特別仲が良いわけでもないし、そもそも彼女と過ごした時間など微々たるものだ。

　自分たちをつなぐのはあくまであの日交わした約束のみ。

　たったそれだけだが、それだけで十分なのだ。

「……そういえば落ち着いてからはちゃんと言っていなかった」

　ヒルダは腰かけていた木箱から立ち上がってこちらに向き直った。

　唇が緩ゆるやかな弧を描き、開く。

「ワタシを連れ出してくれてありがとう」





　道行く人々の間をとぼとぼと歩くヘイゼルは、さすがに頭が冷えつつあった。

　――私、すごく失礼だったかもしれない。

『ほ、本当にあなたはセシリー様なんですか……？』

　理想と違ったからといってあの言い草は無かったように思う。休養中に何を着て出かけようが個人の自由だ。手前勝手に憧あこがれ、一方的にイメージを作っていた自分が彼女の趣味に口を出すいわれは無い。さすがに反省した。

　しかしこうなれば自分の記憶すら疑いたくなってくる。

　――あの人があのときの人なのかぁ。

　こちらの言動に激しく戸惑っていたセシリー。看護服を着ていた彼女がどうにもこうにも覚えている印象と重ならない。自分は記憶を美化していたのだろうか……たかが看護服で、と思われるかもしれないけれど、それくらいにヘイゼルのセシリーに対する憧れは強く、そして現実と食い違っていたのだ。

　とにかく後で謝らなくてはならない。都市を守りたいという気持ちは本当だし、理想と違えどもセシリーが先輩であることに変わりはない。失言を詫わびて、ついでにあの日の真相を聞かせてもらおう。そうと決めると少し気力が戻ってきた。

　そう、自分の取り柄は元気と腕っ節の強さなのだ。へこんでなんていられない。

「うん。そうだ！」

　善は急げ。早速セシリーやヒルダの許もとに戻ろうとした――そのとき。

　通りの奥からその声が響いてきた。

「泥棒だ！」

　ヘイゼルは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに意を決して駆け出した。人々が声のした方角を振り返るのを尻しり目めに、現場へと急ぐ。

　ここ数日の自衛騎士団は復興作業のためどうしても市内警けい邏らが手薄になりがちである。それをよいことに狼ろう藉ぜきを働く輩やからは往々にしている。外地からの人間がほとんどで、ここ数日でもかなりの件数の犯罪――特に頻度の高いのは火事場泥棒――が報告されていた。崩壊した家屋の瓦が礫れきはまだ完全に撤去されていない。瓦礫の下には放置された家財があり、それを漁あさる連中がいるのだ。

　――それでも最近は落ち着いてきたと思ったのに！

　通りを走り続けていると、ヘイゼルの姿を見た市民が慌てたように脇わき道みちを指差してくれた。建物の隙すき間まを縫うような細い小こ路みち。泥棒の行方を教えてくれた市民に短く礼を述べてから、ヘイゼルはそこへ飛び込んだ。

　小路の奥に人影を見つける。

　遠ざかるそれを迷い無く追った。

「待ちなさい！」

　薄暗く、迷路のようにいくつも枝分かれする道。七つの街から成る独立交易都市は区画ごとに複雑に小路が入り乱れている。さらに先の戦いで建物が倒壊し、新しい行き止まりができていることもある。ヘイゼルはうろ覚えの土地勘と相手の足音を頼りに奥へ奥へと進んだ。

　人影は背中に大きな背はい嚢のうを負っているようだ。そのため逃げ足が速いとは言いがたい。

　絶対に見逃してたまるもんかと気持ちが逸はやった。今は自分ひとりだがそのうち仲間の団員が追いついてくるだろう。できるならそのまでには捕まえていたい。

　――え。

　どくん、と心臓が脈打った。

　――捕まえるって、どうやってやるの？

　考えるまでも無い。腰に帯びた剣で、自慢の腕っ節でひっ捕らえればいい。

　だけど――新米の自分ひとりでそんなことができるのか？

　疑問はわずかに意識の集中を鈍らせる。

　小路の曲がり角にたどり着いたとき、その角の陰から予期せず凶刃が飛び出した。振り下ろされた剣にヘイゼルは無様に仰のけ反ぞり、その拍子に足を滑らせて背中から転倒してしまった。衝撃で視界に火花が散る。

　ヘイゼルが痛みにうめく頭上で、再度得え物ものを振りかぶる男の姿があった。

　ぼろけて擦り切れた衣服。黒く薄汚れた顔面。乱れた蓬ほう髪はつ。

　興奮に我を失った表情――

　男に気付いたヘイゼルは咄とつ嗟さに腰の剣を抜こうとする。鞘さやから完全に抜き放つ前に降ってきた刃が衝突。受け止めたヘイゼルの剣は軋きしみ、利き手の左腕が痺しびれを帯びた。

　本来ならばそこでもう男は逃げられたはずだ。

　しかし錯乱に陥っているらしい彼は再三に渡って剣を叩たたきつけてきた。奇声をあげながら足あし許もとの少女騎士を鈍器でするように打撃する。狙ねらいを定める精神のゆとりも無いのか、彼女が鞘さやから抜きかけた剣の腹を滅多打ちにした。

　頭上から絶え間無く降り続ける凶刃。

　ヘイゼルは急激に戦意を失っていった。

　――何、これ。

　打撃を受ける度に目め尻じりから涙がこぼれる。震えは下半身から起こり、柄を握る手も徐々に力を失っていく。十日前に悪魔たちの破壊を垣間見たときに抱いたそれとはまた違う、もっと極身近な恐怖にすっかり心を侵されてしまった。

「駄っ、目……」

　ヘイゼルはとうとう目を瞑つぶる。

　凶刃が無慈悲に振り下ろされるのを、何もできずに待った。

「――――！」

　瞼まぶたの暗くら闇やみの中、頭上で甲高い衝突音が鳴ったのがわかる。

　けれど――衝撃は無かった。

　思わず目を開けたそこには憧あこがれの人がいた。

「え……」

　風にたなびく看護服のスカート。

　凶刃を受け止めたまま微動だにしない、医療用の鋏。

　燃えるような赤髪。

　同じように燃える彼女の眼まな差ざしは真まっ直すぐに目の前の男を射抜いている。

「セシリー様――」

　セシリーは剣を弾はじき返すや否や、鋏はさみの切っ先で続け様に男を突いた。俊敏にして苛か烈れつな刺突の連続は男の頬ほおや手首を切り裂き、そいつは悲鳴をあげて得物を取り落とす。

　手首の傷を押さえて後ずさる男に、セシリーは低い声で告げた。

「投降しろ」

　そいつは聞く耳持たずに踵きびすを返した――が。

　振り向いた出会い頭に顔面を殴打され、あっさりと昏こん倒とうした。

「ヒルダ……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくヘイゼルに、ヒルダがひらひらと手を振った。





　ヘイゼルとセシリーは路地裏の奥から大通りの片隅に移動していた。

　男は遅れてやってきた騎士団に連行されていった。彼が瓦が礫れきの中からくすねた金品は一時公務役所での預かりとなり、仮設住宅に移り住んでいる持ち主に返却される。報告書を書かなければならない、ということでヒルダが騎士団についていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　セシリーに傷を診みさせてほしいと言われ、ヘイゼルは恐縮しながら彼女の治療を受けた。

「ええと……確か文言は……」

　ヘイゼルの頬ほおにできた真新しい擦り傷を湿らせた布で簡単に拭ぬぐった後、セシリーはそこに玉たま鋼はがねを添えてたどたどしく治療用の祈き祷とう文言を唱えた。頼り無くも淡い光が患部を照らし、ヘイゼルはくすぐったさに似た温かさに息をつく。

「おお。できた」

　治療を施した当人が感嘆したように呟つぶやいているのは何な故ぜだろう。

　ヘイゼルは伏し目がちに言った。

「……ありがとうございました」

「うん、私とヒルダが間に合ってよかったよ。久しぶりの有事だったから追いつけるかわからなかったけれど……あ、今日のことはクエイサー団長には内緒にしてくれな。休養中に火事場泥棒と一戦を交えたなどと知られたら何を言われるか」

「――――先ほどは失礼しました！」

　急に言われたセシリーは目を瞬しばたたかせ、しかしすぐに「気にしてないよ」と微笑ほほえむ。

　ヘイゼルは首を横に振り、繰り返した。

「本当にごめんなさい……」

　ひどい羞しゆう恥ち心しんで気分はどん底だった。

　やはりセシリーは想おもい描いていたあの人だった。それを自分は浅はかな考えで一方的に見損ない、それどころか窮地を助けられた。都市を守りたいなんて言っておいて泥棒のひとりも捕まえられなかった。

　恥ずかしくて情けなくて消えてしまいたい。

　まともにセシリーの顔を見ることさえできない。

　勝手に――涙が出る。

　せめて声を我慢しながら泣く。そんなこちらをセシリーは困ったように見ていたが。

「私は不器用で気の利いたことは言えない。だからひとつだけ教えてほしい」

　簡単な問いを投げかけてきた。

「それは何の涙だろう？」

　ヘイゼルは弾かれたように顔を上げた。

　それは何の涙だろう？――赤い瞳ひとみが静かに答えを待っている。

　震える喉のどから搾り出すようにそれを吐き出した。

「……すごく、恥ずかしくて」

「うん」

「ただただ、情けなくて」

「うん」

「く、悔しくて……！」

　ああそうか、とヘイゼルは自分の言葉に合点がいった。

　――私は悔しいんだ。

　恥ずかしくて、情けなくて、悔しいから泣いているのだ。

「すごく悔しいから――強くなりたいです！」

　ああ、とセシリーは頷うなずく。

「私ももっともっと強くなるよ。ヘイゼル・キンバリー」

　半ば挑むように言われ、ヘイゼルは図らずも胸を熱くした。

　胸を締め付けていた悔しさは強烈な熱源と化す。セシリーのそれは下へ手たな慰めの言葉ではなかった。憧あこがれの人は気落ちする後輩に対して真まっ直すぐに対抗意識を向けてきた。

　同じ戦う人間として。

　――負けたくない。

　肩を並べる、では飽き足らない。

　――私はこの人に負けたくない！

　ヘイゼルは拳こぶしで目め許もとの涙を拭ぬぐい、震える唇を引き締め、そして全力で頭を下げた。

「これからよろしくお願いしますセシリーさん！」

「こちらこそよろしく、ヘイゼル」

　それから互いに顔を見合わせ、照れ臭そうに笑い合う。

　セシリーが不意打ちに言った。

「ひょっとしたら君は昔の私に似ているかもしれない」

「え」

　先のやり取りで昂たかぶっていたヘイゼルは、その言葉により感極まってしまった。

　たまらず飛びつき、抱きつく。

「やっぱりセシリー様だァアア!!」

「え、待っ――ぐあああああああああ!?」

　元気と腕っ節の強さが取り柄の新米騎士は、セシリーの病み上がりの肉体を実によく締め上げた。
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　自分の知る限り目的の人物は騒動に遭遇する確率が高い。そういう意味で、少し前にあったらしい捕り物は彼女を捜す上でうってつけの出来事だった。

　もっともここにたどり着くまであっちこっちと歩かされはしたけれど。

　昼下がりの大通り。この時節には珍しく晴天の空は一向に曇る気配が無く、冷たい空気を温ぬくい陽ひ射ざしが貫いている。通りにひしめく人々はその密度を増していく一方だ――祭りの準備に精を出す者が少なくなく、立ち込める人いきれが大通りの風景に白い幕を張っていた。

　道中で擦れ違った自衛騎士団の団員に捕り物のことを聞き、現場の方角へと足を向けるとほどなくして見つけた。捜し人は大通りに面した商店の壁際で、見知らぬ少女騎士と立ち話をしている。込み入った雑踏の中でも彼女の赤髪はよく映えた。

　――いや。

　たとえ髪が何色であろうとも、何を着ていようとも彼女を見分けることができる。

　何千何万という群衆の中からたったひとり彼女だけを見つけ出す自信が、ある。

「……まあ、騒がしいからすぐわかるというのもあるんだが」





　きつく背せ筋すじを締め上げる後輩の抱擁から息も絶え絶えに逃れたとき、セシリーははたと彼の存在に気付いた。

「ル……ルーク？」

「よう」

　見ればルークが大通りの人の流れからこちらに歩み寄ってくるところだった。彼と顔を合わせるのは三日前、工房アトリエ『リーザ』で昼食をともにして以来になる。

　途端、セシリーは焦り出した。

　――どどど、どうしよう。

　自分は今いつもの制服姿ではない。パティに借りた看護服だ。

　今日一日でさんざん人々の好奇の目にさらされてきたのだから今さら気にすることでもないだろうに、かっと頬ほおが火ほ照てるのを止められなかった。

　私服のときも。ドレスのときも。制服を新調したときも。

　いつだって自分は他ならぬルークの目を意識してしまう。

　いっそのこと逃げ出してしまいたい気持ちをぐっとこらえて、声をかけた。

「き、奇遇じゃないか」

「……奇遇だな」

「ひひひ、ひとりなのか？」

　頷うなずくルークがちらりとヘイゼルのほうを一いち瞥べつする。

「あ、か、彼女はヘイゼル・キンバリーだ。新人の騎士で私の後輩――」

　そのヘイゼルは何な故ぜか眉み間けんに皺を寄せ、険しい面でこちらを見つめていた。

「……あやしい」

「な、何がっ？」

「何故あの男を見た途端にあたふたし始めるんですか」

「そんなことは」

「アヤシイデス！」

　ふんふんと鼻息を荒くする後輩に困り果てていると、ルークが間に入った。

「セシリー。今時間あるか」

「え？　ある……けれど」

「なら少し話がしたい。できればふたりで」

　セシリーはぱちぱちと目を瞬しばたたき、ルークの大おお真ま面じ目めな表情を見つめる。

　なんだかよくわからないがヘイゼルには席を外してもらうよう頼んだ。彼女は相変わらず自分たちの関係を邪推していたが、ひとまずのところ応じてくれた。

「今日の撤去作業はもうすぐ仕舞いの時間なので役所のほうに行ってきます。まだヒルダが報告書を書いていると思うので」

　それでもまだ名な残ごり惜おしいのか何度もこちらを肩越しに見やりつつ、去っていった。

　後輩の背中を見送り、セシリーはルークを振り返る。

「で、私に何か用なのか？」

「……ああ」

　ルークは右目を泳がせた。しきりに後頭部を掻かいては迷う素振りを見せる。

　――自分からふたりきりになりたいと言ったのに。

　なかなか話を切り出さないので訝いぶかしく思っていると、ふとこちらに視線を止めた。

「あー……実はお前、仮装が趣味なのか？」

「違う！」

　セシリーは全力で否定の声をあげた。

「それが言いたかっただけなのかっ？」

「そ、そうじゃない。そうじゃなくて」

　慌てて言い繕う。少し鼻の頭も赤い。

　ルークは気を取り直して言った。

「怪け我がはもういいのか」

「ん。まだ本調子ではないけれど、普通に出歩くくらいには」

「出歩ける、んだな？」

「そう言ったじゃないか」

「そうか」

　そこでまた言葉を切ってしまうので、セシリーはいい加減に我慢できなくなった。

「どうしたんだ、ルーク。言いたいことがあるならはっきり言ってくれ」

「きょ、今日の祭りを一緒に回らないか」

　へ、とセシリーは間抜けな声を出した。

　ルークはあさってのほうを向きながらつっかえつっかえ付け足す。

「リサがな、祭りに行きたいと言っていて、俺おれもたまには羽を伸ばすのもいいかと思って、それならついでにお前も一緒にどうかと思って、その、リサが日ひ頃ごろから世話になっていることだし」

　セシリーはぽかんとしている。

「……私を誘っている、んだよな？」

「そう言っただろ」

「だってルークのほうから何かに誘うなんて初めてじゃ」

「いやまあ、そうなんだが」

　やはり煮え切らない様子で口ごもった――けれど。

　突然、ええい、と吹っ切ったように向き直り、その右目で見つめてきた。

「奇遇じゃない」

「え？」

「偶然会ったんじゃない、今日はお前をずっと捜していたんだ」

　セシリーは凍りついてしまった。

　棒立ちしたまま動けず、ルークの赤い顔に瞳ひとみを据えている。

「祭り、俺おれと一緒に行ってくれないか」

　どうして自分を、と訊きき返すことは無粋に思われた。

「……うん」

　脳が熱を帯びている。痺しびれを伴う微熱。

　震える胸を手で押さえ、一いつ旦たん呼吸を落ち着けた。

　――正直まだ混乱しているけれど。

　花が色づくように頬ほおを染め、応こたえる。

「連れてって」

　見つめ合うことしばし。

　ふっとルークが頬を緩ゆるめたのを見て、セシリーも小さくはにかんだ。

　なんだろうこれは、と思う。し、幸せすぎる。

　あまりの至福に違和感すら覚えてしまう。

　何かを見逃しているような違和感――

　もうひとつ、とルーク。

「頼みがあるんだが、いいか？」

「ああ、私にできることなら何でもするぞ」

「ドレスを着てきてほしい」

「…………へ？」

　またしても間抜けな声がこぼれた。

　目を点にするこちらに対し、ルークは視線をわずかに逸そらす。

「軍国からの帰りのこと、覚えているか」

　一瞬首を傾かしげたが、すぐに思い当たった。

『ドレス。もう着ないのか』

　遠方にある軍国にて人外兵器との白兵戦を行い、その帰路で交わした会話。

　自分のドレス姿を見たいだの見たくないだの――

「つ、つまりドレスを着て祭りに出向けとっ？」

「できればでいいんだ」

　先ほどはあんなに取り乱していたのに、今は打って変わって落ち着いたふうだ。

　反対にセシリーはうろたえてしまった。

「フィオに相談すればなんとかなるとは思うが……」

　今夜の祭りはいわば年越しの前祝いである。たくさんの人が市内中に溢あふれるだろうし、着飾る者も多いに違いない。自分ひとりがドレスを着たところで変に目立ったりもしないとは思う、けれど。

「みっともない、かも」

「それは無い」

「え」

「あ、いや何でもない」

　素っ気無く言って右目を背ける。セシリーはその横顔を恨みがましく睨にらんだ。

　――さっきから私の頭を沸騰させて何が楽しいんだ！

「わ……私だけでは不公平だ。あなたも身なりを整えてくれるんだったら、か、考える」

「わかった」

「あっさり!?」

「言われてみればそうだ。俺おれも釣り合う格好をしないとな」

「え、えええ？」

　ルークが納得顔で頷うなずくのを呆ぼう然ぜんと見るしかない。それから彼は早々と待ち合わせの時間と場所を決めてしまい、じゃあ後で、と人込みの中へ消えていった。

　残されたセシリーは立ち尽くすばかりである。

「大変なことになった……」
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　今夜の祭りは公的なそれではなく一般の市民が自主的に集まって準備したものである。

　そもそも都市が年越しの祝いを中止にしたのは昨今の大陸情勢を危ぶみ、大事を取ってのことだ。本来なら今夜の祭りも同じように処理すべきだったのだろうが、一夜限りの催しならばという条件で黙認の姿勢を見せている。市長のヒューゴー・ハウスマンが事前に都市公務員は積極的に関与しない、ただし各個人に関しての参加も制限しない、という方針を決めていた。

　予あらかじめ旧帝国、旧群集列国方面に斥候を出して帝政列集国の動きも把握済みだ。今夜は自衛騎士団も最低限の警備を用意するだけで、それ以外の団員は制服を脱いで祭りに参加するだろう。

　特に合図らしい合図も無く、日暮れとともに名も無き祭りは始まったらしい。公務役所の休憩室にいたレジナルドは屋外から響いてくる喧けん騒そうでそれを知った。

　天井の四隅に設しつえられた玉たま鋼はがねが室内に明かりをもたらす。三番街自衛騎士団の副団長はひとり黙々と休憩室の卓たくの上で書類をしたためている。

「……あらら。やっぱりいた」

　嘆息交じりの声に顔を上げると、休憩室の入り口にパティが立っていた。つかつかと歩み寄って流れるようにレジナルドの隣の席に座る。

　レジナルドは彼女の入室に眉まゆをひそめていたが、書類に視線を戻した。

「祭りには行かないのか」

「それはこっちのセリフよ。あなたも今日くらいは休んでもいいんじゃないの。ずっと働きづめでしょ」

「仕事が多くてな。仕方無い」

　近ごろのレジナルドはハンニバルの秘書としての仕事も引き受けていた。彼に代わって事務処理を行い、市長や団長らの会議にも書記として同席する――そうすることで独立交易都市の機能や現状、対外との情勢をいち早く知ることができた。通常業務と合わせると相当な仕事量になるが、レジナルドはそのすべてをそつ無くこなしている。

　傍はた目めには、だが。

「お前こそ……事務員のほうは落ち着いてきたところなんだろう？　だったら区切りに羽を伸ばすのも悪くないと思うが」

「嫌よ」

　パティはきっぱりと断る。

「あなた、まだちゃんと傷ふさがってないでしょ。隠してるけど」

「…………」

　レジナルドは帝政列集国との戦いにおいて、その戦士団団長シーグフリードとの戦闘で大きな深手を負っていた。それがすぐに完治するようなものではないことは怪け我がを診みた本人であるパティがよく知っている。

「私はあなたの主治医だって前にそう言ったわ」

　パティは畳みかけるように、

「だから羽を伸ばすのならあなたと一緒がいい」

　レジナルドは手を止め、同僚を振り返る。

　彼女は卓の上に頬ほお杖づえをつき、横目で彼のほうを窺うかがっていた。口くち許もとには忍び笑い。

「……降参だ」

　レジナルドは降伏を宣言した。敵かなわない、と思った。

「ただし屋台で軽く食事する程度でもいいか」

「ええ、十分。ありがとう」

　パティは本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。





　時間は少し戻って。

　一いつ旦たんセシリーと別れたルークはその足で公務役所の市長室を訪れた。そして部屋の主あるじであるヒューゴー・ハウスマンに向かって開口一番、服を貸してくれと告げた。

　お互いの体型が似ているということで、ヒューゴーは以前――『舞踏会』のときにもルークに礼服を貸し出したことがある。密ひそかにお気に入りの一着だったそれは無残にもずたぼろの血まみれになって返ってきて、だから二度目になる今日は当然のように渋った。

　しかし。

「さっき、困ったときはあんたたちを頼れとハンニバルのジジイに言われたんだが」

「確かにそれはやぶさかではありませんが……困っているのですか」

「とても困っているんだ」

　礼服がなくて困っている。

　ヒューゴーは結局ぐちぐち言いながらも貸してくれた。上等な布地を使い、それとわからない細部にも複雑な刺し繍しゆうが施された軍国産の礼服だ。ずいぶんと高級な品だったが、たまたま市長室に予備として置いていたものがそれしかなかったらしい。

「ちゃんと返してくださいね……」

「無論、弁償するつもりだ」

「弁償することは確定なのですか!?　ああ、もういいです。今日はハンニバルくんと飲みます！」

　ヒューゴーがやけっぱちに叫ぶのを尻しり目めに、ルークは公務役所を後にして工房アトリエ『リーザ』へと戻った。移動に時間を取られて余裕があまり無いので手早く礼服に着替える。決して気恥ずかしくないわけではなかったがそれが彼女の要求なのだから仕方無い。

　礼服を着たルークを見て、リサは「むー」と頬ほおを膨らませた。

「ルークだけおめかしなんてずるいです！」

　ずるいずるいと駄々をこねるので今度新しい服を買ってやることになった。少し前までは何かをねだるなんてことは絶対にしなかったのに、弟子も変わったものだとしみじみ思う。

　――俺おれもたぶん、変わったんだろうな。

　異性を盛せい事じに誘い、そのために自分も着飾るなんて、柄がらにも無いことをして。

　リーザが見たら笑うだろうか？

「でもどうしてそんな格好を？」

「……いずれわかる」

　悪魔はあまり寒さを感じないというが、一応リサには余よ所そ行きの服の上から防寒用の外がい套とうを羽は織おらせ、ルークたちは都市の中央へと向かう。

　七番街では荷車に酒さか樽だるや食料を積み、街の方角に運ぶ農民の姿が多く見られた。ルークとリサは彼らが荷車を曳ひくのを手伝いつつ目的地である三番街の区画に入った。……余談だが荷車を押しているとき礼服の裾すそに泥が撥はねた。果たして洗って落ちるだろうか。

　日暮れ時。図ったように雲ひとつ無い空の下、ぽつりぽつりと都市のあちこちで玉たま鋼はがねの明かりが点ともり始める。

　農民たちと別れ、ルークとリサは商店街が連なる大通りの入り口で立ち止まった。

　明確な開始の合図などを持たず、すでに祭りは始まっているようだ。そこでは保温のための玉鋼を懐に忍ばせ、毛皮や厚手の防寒具などを身にまとい、酒を片手にたくさんの市民が飲み交わしていた。祭りの騒ぎは都市を十字に貫く二本の大通りに集中しており、誰だれもが押し合いへし合いしつつ露店の食べ物で舌鼓を打ち、抱き合うか衝突するかのように揉もみくちゃになりながら陽気に乾杯を交わしている。

　事情を知らない者が見れば乱闘かと誤解しそうな光景だ。元々何日も続く年越しの祝いをたった一日でやろうという祭りなのだから、半ば狂乱じみたどんちゃん騒ぎになるのは詮せん無ないことだろう。

「うわ。うわわ……！」

　商店街から漂ってくる濃厚な料理の匂におい。条件反射でよだれを垂らすリサは今すぐにでもこの群衆の中に飛び込んでしまいそうだ。

　はぐれるなよ、と弟子に念を押してからルークは周囲の雑踏を見回した。向こうはもう来ているだろうか。この混雑だ、来ていたとしてもすぐにはこちらを見つけられないかもしれない。待ち合わせの場所を誤っただろうか。

　そう思って右目を凝らしたのだが、間も無く、ルークは苦笑してしまった。

　自分たちのいる大通りの入り口は当然のことながら常に人の波が流れているような場所だ。そのうえ誰も彼もが陽気に騒ぎ立てているから誰が誰やらわからない。

　なのに、やはり――

「リサ。いたぞ」

「え、どちらですか。人がいっぱいでわかりません」

　彼女の位置はすぐにわかる。

　雑踏の中に、少し大きめの外がい套とうを肩から羽は織おって前を合わせ、そしてその外套のフードを目深に被かぶって赤い頭髪を隠している人物がいる。彼女はしっかりとルークたちの居場所を把握しているらしく、人波に揉まれながらもこちらに向かってくる。

　待つこと少々、セシリーは息を切らしながら人垣から飛び出してきた。

「すまないっ、待たせてしまったかっ？」

「いや、俺おれたちもさっき着いたばかりだ。それより問題無く合流できてよかった」

　セシリーは軽く呼吸を整え、うん、と何でもないように頷うなずく。

「あなたがいるところはなんとなくわかるんだ」

　完全に不意を打たれ、ルークは言葉を失なくした。

　その横ではセシリーの格好をまじまじと見ていたリサが「なるほど」と呟つぶやく。

「だからルークはおめかししたんですね」

「え？」

「セシリーさん！」

　リサは瞳ひとみを輝かせながらセシリーに詰め寄った。

「お召し物、見せてください！」

「うっ！」

　セシリーは口くち許もとを引きつらせて後ずさる。

　フードをさらに深く被かぶり、外がい套とうの前もきっちり閉じて防御を固めてしまった。

「その……今日はこのままでもいいだろうか」

　ルークは呆あきれて、

「それじゃ意味が無いだろ」

「そうなのだが……そうなのだけど……！」

「是非ご披露くださいセシリーさん」

「フィ、フィオには感謝しているんだッ！」

　セシリーは涙目で叫ぶ。

「ドレスの類たぐいはすべて私の家と一緒に瓦が礫れきに埋もれてしまって、でもフィオが密ひそかに状態の良さそうなのを掘り出して直してくれていたのがあって、それは、そのことにはとても感謝しているんだ！　いるんだが！　でで、でもやっぱりこれは無いというか派手すぎるというか大胆すぎるというか私には荷が重いというか！　かといって約束をすっぽかすなんてできないからせめてこうして隠すことでようやく外に出られて――！」

　ぐるぐると目を回しながら言い訳じみたことを早口にまくし立てる。

　ルークはため息をついた。

「あの女はキャンベル家の家政婦なんだろう？　その主人が恥をかくような物を着せたりはしないんじゃないか」

「フィオは私に家政婦の格好をさせたことがあるぞ」

「……それは知らん」

　言われて思い出したが、捨て置く。

「とにかくこっちは約束通り身なりは整えてきたぞ」

「うう……どどう、どうしても？」

「どうしてもだ」

　セシリーはうつむき、目許をフードで覆う。

　おずおずと問うてくる。

「……見たい？」

「見たい」

　すぐ傍かたわらでリサが口くち許もとを押さえて悶もだえているのは知っていたが、あえて無視した。彼女なりに自分たちの邪魔にならないよう努力してくれていることは認めよう。

「絶対に笑わないでくれよ……」

　セシリーがいそいそと外がい套とうを脱ぐと、わあ、とリサが歓声をあげた。

　時刻はいつの間にか日没過ぎ。

　玉たま鋼はがねの照明が辺あたりを照らし、夜よ闇やみの中にセシリーの姿を浮かび上がらせた。

　本人が大胆すぎると評していた通り、彼女のドレスは首周りや胸許が大きく開いたものだった。落ち着いた明色のワンピース。左右の肩口には花の装飾があしらわれ、両腕には二の腕の半ばまで覆う長手袋をはめている。

　ドレスに合わせ、赤い髪は後頭部で結わえられていた。顔には薄い化粧が施されているらしく、そのため唇の紅の印象がいつもより際立つ。上気した頬ほお。瞼まぶたはぎゅっと閉じられ、整ったまつ毛がわずかに揺れている――

「すっっっっごく！」

　リサが力一杯に断言した。

「綺麗です!!」

　セシリーは脱いだ外套を胸許に抱き、

「ほ、本当か？　おかしくないか？」

「何ど処こもおかしくなんかありませんよ！　フィオさんの見立てなんですよね？」

「うん。元々母と相談しながら選んでくれていたものらしい」

「いいなぁ。すごくいいなぁ！」

　手放しの称賛にようやく安心したのか、セシリーは小さくはにかむ。

　本当に綺麗です、とリサは無邪気にはしゃいでいたが――はたと気付いた。

「……ルーク？」

　ルークはぼんやりとセシリーのほうを見つめて静止していた。

「ルークったら！」

「え、あ」

　弟子に身体からだを揺さぶられてやっと我に返る。ふたりの窺うかがうような視線に慌てて言った。

「わ、悪くない、と思う」

　セシリーが無言でうつむいて胸許を手で押さえる。その頬ほおはただ赤い。

　参った、とルークは思う。本当に参る。

　言葉が出ないくらい、目が離せないくらい、彼女は綺麗で仕方が無かった。

「むー……？」

　何とも言いがたい空気を醸かもすふたりを交互に見やり、リサは思案顔。しかし何やら閃ひらめいたように口許を綻ほころばせるとセシリーに訊たずねた。

「セシリーさん。今日はアリアさんは一緒じゃないんですか？」

「あ、ああ。アリアはユーイン殿と回ると言って私より先に出て行ったよ」

「なるほどなるほど。ではルーク」

　と親方に小さな掌てのひらを差し出した。

「お小こ遣づかいください」

「……小遣い？」

「これから私は別行動を取ります」

　目を瞬しばたたくルークとセシリーに、リサはにっこりと微笑ほほえんだ。

「運良くアリアさんたちと出会えたらご一緒させていただこうと思います。それまでは出店を中心にぶらぶら歩こうかと。あ、大丈夫ですよ。この辺あたりは屑くず鉄てつ集めでよく歩きますからね、迷子にはなりません。自衛騎士団の方々もお忍びで来ていると聞きますし危ないこともないでしょう。というわけでルーク、お小遣いください」

「いや、お前……」

「いいですから！　ハイ！」

　押しの強さに負け、ルークは言われるまま硬貨の入った小袋を渡した。

　小袋を受け取ったリサは清すが々すがしい笑顔を浮かべ、

「ではまた後で！」

　疾風はやての如ごとく雑踏の中に消えていった。

　ルークとセシリーは呆ぼう然ぜんとそれを見送るしかなかった。

「……彼女は本当に逞たくましくなったな」

「……ちゃっかりしてきたとも言うな」

　――気を遣いやがって。

　できた弟子である。

　残されたルークとセシリーは混雑の中で顔を見合わせる。

「それで……これからどうするんだ」

　どうしようか、とルークは頭を掻かく。正直目的のほとんどは果たしたと言ってもよかった。あとはどれだけともにいられるか。

「リサじゃないが屋台で何か食べようか。たぶん準備のせいで物を食べる時間も無かっただろう？　何ど処こかで適当に――」

「こ、こここ、小耳に挟んだのだが！」

　唐突に叫ばれたのでルークは驚いて後ずさった。

　畳んだ外がい套とうを胸に抱き、セシリーが自分の足あし許もとを見つめながら言う。

「この近くの公共広場で楽隊が野外演奏をしていて自由参加のダンススペースが設けられているらしいのだが！　それで、それで実はまま、前にパティがダンスの基本を教えてくれたのだが！　もしももしも機会があれば今度こそは足を踏まないように気をつけるんだが！」

　きっと精一杯の勇気を振り絞ったのだろう、セシリーの顔は湯気が立つのではないかというほどに真まっ赤かだ。

　ぽかんとしていたルークだが、ふっと笑った。

「行くか」

「う、うん！」

　セシリーはぶんぶんと頭を縦に振るが、早速出発しようとするこちらに慌てて言った。

「こういうとき男性は腕を貸してくれるとかくれないとか！」

　――あの家政婦に吹き込まれたな。

　ルークが素直に腕を差し出すと、セシリーは恐る恐る己の腕を絡めた。

「うわ、うわ、うわ……」

　自分でエスコートを所望しておきながら彼女の腰は完全に引けていた。それが却かえってパートナーの腕に胸を押しつける体勢になってしまっているのだが、のぼせ上がっているセシリーは気付いていないようだった。

　よってルークは必死に平静を装わなければならなかった。

　――無だ、無になるんだ。

　ふたりはぎこちない足取りで歩き出す。





　広場へと向かう道すがら、擦れ違う人々がルークたちを何度も振り返った。純粋にふたりの容姿や組み合わせに目を瞠みはるのがほとんどだったが、時々それとは異なる種類の囁ささやきもあった。

「今の女性、何ど処こかで見たことあるような」

「あの女の人ってもしかしてあの人じゃないか？」

　そんな呟つぶやきを二度も三度も耳にするものだからルークは不審に思ってセシリーに訊たずねてみたけれど、彼女は「あはは……」と白々しく笑って言葉を濁すだけだった。

　ほどなくしてたどり着いた公共広場には音楽が満ちていた。楽隊とはいっても市民が自主的に集つどってできたものだ。各おの々おの得意とする楽器を持ち寄り、皆ほろ酔いの赤ら顔で弦を爪つま弾びき、笛を鳴らし、太鼓を叩たたき、好きな音楽を披露している。その音楽を背景に踊る人々も顔ぶれは様々で、刻むステップに決まった型は無く、組んだ相手と好みのリズムに合わせてダンスに興じる。

　ぽつりぽつりと光を放つ玉たま鋼はがねの外灯が人々の様子を照らしていた。

　その光の中に立ち、ふたりは向かい合う。正面のセシリーの表情はがちがちに強こわ張ばっていた。先ほどから視線も泳ぎっぱなしで落ち着きが無い。

　ルークは少し考え、

「踊り方、習ったんだって？」

「あ、うん」

「忘れろ」

「ええっ!?」

　仰天する彼女にルークは笑いかけた。

「足を踏んだっていいさ。楽しもうぜ」

　セシリーは目を見開き、けれど少し笑って頷うなずいた。

「お手柔らかに」

　そして手を取り合い、重なった影はそっと揺れ始める。

　拙つたないダンスだった。

　合わせる足取りはやはりぎこちない。楽隊の演奏は陽気で軽快なものが多かったけれど、ふたりのそれはあくまで互いを気き遣づかうように緩慢だった。密着していることへの恥ずかしさは少しずつ薄れてはいったがそれでも動きが硬く、慣れない。

　稚拙で不器用なダンス。

　でも――

「……言い忘れてたけど」

　ルークの鼻先でセシリーが囁ささやく。

「あなたも似合っているよ。その服」

　こうして浅く抱き合い、見つめ合うだけで事足りた。

　玉たま鋼はがねの光の中、セシリーはそっと蕾つぼみを開くように控えめな微び笑しようを浮かべている。緊張が解けてきたらしい彼女は口くち許もとを綻ばせ、ただただ真まっ直すぐに目の前のパートナーを見つめる。

　絶対に見逃すな、とルークは思う。

　華やかなドレス姿。上気した頬ほお。紅あかい唇。裸の首筋。流れる前髪。潤んだ瞳ひとみ。

　瞬まばたきを惜しんで一瞬たりとも見逃さず、この右目に焼き付けようとする。

　彼女を、その笑顔を。
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　それからルークとセシリーは露店を巡り、混雑の中で知り合いの姿をいくつか見かけた。

　二番街の時計塔広場で酒盛りをしていたのはハンニバルを始めとする自衛騎士団の団長らと市長のヒューゴー。串くし焼やきの出店で肩を並べるレジナルドとパティ。酒屋の娘でありながら飲み比べで酔い潰つぶれたらしいヘイゼルとそれを介抱するヒルダ。いずれの人物にもルークとセシリーはからかわれ、だから逃げるようにその場を後にするのだった。

　最後はアリアとユーインの間でこぼれ落ちそうなほどの量の食べ物を両腕に抱えたリサを見つけ、お開きとする。セシリーとアリアを彼女たちの自宅まで送り届けた後、ルークもリサとともに工房アトリエ『リーザ』に帰った。





　その、深夜。

　ルークは居間で寝ているリサを起こさぬようそっと母おも屋やを抜け出した。

　外には闇やみが満ちて工房の周囲には明かりひとつ存在しなかったが、街の方角には未いまだ光が灯っており祭りが続いていることを知らせている。ルークはそれを尻しり目めに母屋の隣の鍛か冶じ場ばへと入っていった。

　薄く開かれた鎧よろい戸どから月明かりが射し込み、炭や鉄の香りが漂う鍛冶場。その中央に立ち、ルークは母屋を出る際に一緒に持ってきた刀を鞘さやから抜いた。伸びやかに反そりを描く刀身は月明かりを鋭く弾く。旧群集列国に旅立つ際に持っていったものなので数々の戦闘の傷が刀身や柄、鍔つばなどに残っている。

　抜き身の刀を見つめていると、苦笑が漏れた。

「ずいぶん慣れないことをしたな……」

　今日一日の出来事を思い起こす。普段の自分ならばあり得ないだろう言動をたくさんしたのではないだろうか。今思い返すだけで面おも映はさを覚える。

　それは言い換えれば――それだけ形なり振ふり構っていられなかったということ。

　ルークは刀を凝視し続けている。

　その視界が一瞬、にじむようにぼやけた。

　――とうとうツケが回ってきた。

　群集列国での一件と独立交易都市での再戦。

　死闘に身を投じ、一度は死を覚悟した。幸いにもこうして生き延びることはできたがその代償ははっきりとこの身体からだに刻まれていたのだ。表の傷が癒いえようとも。

　視力の劇的な低下。

　兆候はここ数日に表れた。わずかな疲労で視界が霞かすみ、眩暈めまいを覚える。様子見で鍛冶仕事を休んでみたが一向に良くなる気配は無い。

　失明のときはすぐそこまで、後戻りできないところまできていたのだ。

　だからルークは今日、下へ手た糞くそな口実を作ってまでセシリーの許もとを訪れた。

　この目が決定的に視力を失う前に、何も見えなくなる前に、せめて想おもい人の姿を少しでも強く記憶に焼き付けようとした。

　いずれ近い将来に死ぬ身で、彼女に気持ちを打ち明けるつもりが無いくせに。

　みっともなく、女め々めしく、卑ひ怯きような男。

　――それでも。

　ルークは右目を閉じる。

　華やかなドレス姿。上気した頬ほお。紅い唇。裸の首筋。流れる前髪。潤んだ瞳ひとみ。

　光のような時間。

　瞼まぶたの裏に先ほどのセシリーの笑顔がある。



『必ず、救います』



　人波の中から彼女だけを見分けられるうちに、でき得るすべてをやらなければならない。

　覚悟を込め、ルークは虚空に向けて刀を振るった。

　鍛か冶じ場ばの薄暗い闇やみの中で。

　いつ踏み抜くかわからない薄氷の上で。



    

  
    
      


幕間　残夢　Eye
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　祭りの翌朝。

　ルークは本日から鍛たん錬れんを再開することを弟子に告げた。

「前に言った通りだ。今回はリサ、お前にも刀を――」

「直刀を」

　思わず親方の言葉を遮ってしまうくらいに、リサは待ち侘わびていた。

「私に直刀を打たせてください！」

　朝食の席で、リサとルークは食卓を挟んで向かい合っている。食卓の上の、つるで編んだ小さな籠かごには近所の農家からおすそ分けしてもらった焼き立てのパンが積まれ、その傍かたわらには灰はい被かぶりの森から採れた野草を煮出した茶がふたり分、木製のコップで添えられている。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルークは弟子の申し出に目を見開き、驚いているようだった。対するリサは椅い子すを蹴けって立ち上がり、食卓に身を乗り出すようにしている。

　彼が口を開くより早く、訊たずねた。

「今この時期に私に鍛か冶じを教える意味を教えてください」

「それは」

「私のためではなく、ただ聖剣のため。そうですよね？」

　主人が他国へと赴おもむいている間、リサなりに考えたことである。

　ルークは『魔剣精製』により魂を磨耗し、今なおその影響に肉体を蝕むしばまれている。

　それは彼に危機感を抱かせるほどのものだ。“〝もしも”〟に備えて弟リ子サに刀鍛冶ブラツクスミスの技術を継承させておくという、保険を検討させるほどに大きく確かな爪つめ痕あと。

　ルークに何かあったときの代役。

　リサがそれに当たると言うのならば――

「ルークは直刀に聖剣の片へん鱗りんを見み出いだしています。だとしたら私が教わるべき技術も直刀のそれであるべきなんです。回り道をしている時間は無いから。少しの時間だって惜しいから！」

　教わるべきは“〝刀全般の打ち方”〟ではない。

　あくまで“〝聖剣の打ち方”〟――少なくともそれに近付くための道であるべき。

　だから、とリサは訴えた。

「私に直刀を打たせてください!!」

　弟子の思おも惑わくを、気持ちを推し量るように、ルークの右目は静かにこちらを見ている。

　リサもまた強く見つめ返していた。決して目を背けぬように視線を据えて。

　やがてルークはため息とともに言った。

「……手間が省けたな」

「え？」

　きょとんとするリサに彼は肩をすくめてみせた。

「お前に言われるまでもない、元々そのつもりだった」





　朝食後、ふたりは工房アトリエ『リーザ』の鍛冶場へと移動した。

　ルークが切り出す。

「まずは直刀についての講義だ」

　普通、多くの刀の刃は“〝反そり”〟を描いている。刀身が峰側に反っていることで“〝斬きる”〟から“〝引く”〟への動作がスムーズになり、それが刀の鋭い斬れ味を生む。

　故ゆえに“〝反そり”〟という形は刀において重要な要素なのだ。

「ただしこれは鍛か冶じの初期段階には無い形だ」

　刀は『折り返し鍛たん錬れん』によって心しん鉄てつや皮かわ鉄かねなどの部材を個々に鍛錬した後、それらの部材を組み合わせる『造ツクりリ込コみミ』を経て基本構造を完成させ、それから『素ス延ノべベ』という工程で真っ直ぐに叩たたき延ばされる。

　続けて先端を斜めに切り落とす『鋒キツサキ造ヅクりリ』、手て鎚づちを用いて刀身の形を整えて刃を打ち出す『火ヒ造ヅクりリ』、銑せん・や鑢やすり、砥と石いしで表面を整える『荒アラ仕シ上アげゲ』、刃は文もんを作るために焼刃土を塗る『土ツチ置オきキ』といった工程を次々こなし、そしていよいよ『焼ヤきキ入イれレ』に至る。

『焼き入れ』とは加熱した刀身を一気に水槽に投じるというもの。このときの急冷により刀身は刃側が切っ先から峰側に引っ張られるように変形する――これが“〝反り”〟だ。刀の良し悪しを決定付ける、とても重要な作業である。

「本題はここから。では“〝反り”〟の無い直刀はどうやって鍛錬するのか？」

　直刀はその名の通り、刀身の完成形が真まっ直すぐなのだ。もちろん例外無く『焼き入れ』の工程を経ている。何な故ぜ『焼き入れ』を行っているのにもかかわらず“〝反り”〟の無い直刃が生まれるのか――

　ルークの問う視線に、リサは己の考えを述べた。

　これでも鍛冶屋の端くれだ。想像はつく。

「本来は真っ直ぐに鍛える刀身を……曲げる、でしょうか」

　その通りだ、とルークは頷うなずく。

「『焼き入れ』を行う前に、予め刀身を刃側にうつむかせて鍛錬するんだ」

　刀身を叩き延ばす『素延べ』と刀身の形を整える『火造り』。

　直刀はこれらの工程を通し、刀身を真っ直ぐでなく刃側に湾う曲つさむせくなよがうらに鍛える。

　これにより『焼き入れ』を経たとき、

「うつむいていた刀身は反って真っ直ぐになる」

　鋳い型がたではなく鍛造という特性を活いかした、刀ならではの発想だ。

　リサは直刀の鍛錬工程を想像し、生なま唾つばを呑のみ込んだ。

　――とても難しいです。

　弟子の表情から汲くみ取ったのだろう、ルークは小さく頷いた。

「わかるな？　『素延べ』や『火造り』でうつむかせる角度と『焼き入れ』で反る角度、これらが等しくなるよう見極めなければならない。誤ればとんでもない凡刀ナマクラができてしまう」

『焼き入れ』をするとどれくらいの“〝反り”〟が生まれるのか、それは鍛錬する刀、熱する温度、気温、環境によって様々であり、長年の蓄積があって初めてわかることだ。優れた刀工はこれを経験的に理解し、刀を打ち出す前から頭の中に完成形を思い描くことができる。

　リサが持っているのは助手としての三年間の下積み経験。

　たったそれだけだ。

「確実に失敗する」

　断言され、リサは「うう……」とうめいた。

「だから何本でも打ってもらうぞ」

「え……」

「いくらでも付き合ってやる。だから可能な限り腕を上げろ。いいな？」

「ハ、ハイッ！」

　いい返事だ、とルークが微笑ほほえむ。

　――いよいよ始まるんですね。

　リサはこれ以上ないくらいの胸の高鳴りを覚えていた。

　緊張ではない、はっきりとそれは興奮だと言える。

　自分が打ち、自分が銘めいを切る刀。ルークの言う通りそれはとんでもない凡刀ナマクラになってしまうかもしれないけれど、己の手から刀を生み出すということに止とめ処どころなく心は湧わき立つ。

　自分が人間で無い悪魔だからなおさら思うのかもしれない。

　しかしそれ以上に何より、やはりリサも鍛か冶じ屋やの端くれなのだ。

　そういえば、とリサはルークに訊たずねた。

「どうして直刀なのですか？」

　彼が直刀を聖剣の片へん鱗りんとして考えていることには薄々感づいていた。

　しかし何な故ぜそう考えているのか、理由まではリサは知らなかった。

「……直刀には“〝反そり”〟が無いため、刀本来の斬きれ味を引き出すことはできない」

　鉄製の炭箱を引っ張り出しながらルークは答えた。

「形状から予想がつくだろうが、“〝斬る”〟よりも“〝突く”〟ことに特化している。その要素がヴァルバニルの封印に向いているんじゃないかと考えた」

「“〝斬る”〟よりも“〝突く”〟ことが、ですか……？」

「串くし刺ざしにして磔はりつけにする。封印のイメージとしては悪くない。それに」

　炭をスコップで釜かまの中に放ほうり込んでいきつつ、

「直刀は昔、戦場よりも儀式的な場面でよく用いられていたそうだ。禍まが払はらいに長たける刀は霊験あらたかな代物として扱われ、祭事には必ず持ち出されたという。当時の刀鍛冶ブラツクスミスたちがヴァルバニルという厄介な人外を封じるために直刀を持ち出した――というのはあながち的外れな想像でもないと思う」

　――儀式に祭事……。

　うーん、とリサは腕を組んで唸うなった。無論ヴァルバニルはそこいらの人外とは違う。たとえ本当に封印に直刀が用いられたとしても、それはやはりただの直刀ではなかったのだと思う。

　何はともあれ今は鍛たん錬れんに専念しなきゃ、と気合を入れた。

　――ん？

　リサはふと自分の顔の頬ほおに手を当てた。わずかな疼うずきを覚えたのだ。

　顔面の左側に。

「……んん？」

　それは本当に極々小さな感覚。手の届きようの無い、皮膚や肉の内側にかゆみを覚えるようなそれ。

　不思議な違和感に首を捻ひねっていたとき、リサははたとそのことに気付いた。

　目の前では先ほどからルークが窯かまに火を灯す準備をしている。

　それは普通なら弟子である自分の仕事だ。

「すっ、すみませんルーク！　今すぐ代わります！」

「いい。気にするな」

　ルークは素っ気無く断り、炭の上に焚たき付け用の枯れ枝も放り込む。

「今日の親方はお前だ」

　言葉を失う弟子に彼は唇の端を吊つり上げた。

「好きにやれ」

　リサは固く拳こぶしを握った。

　――ルークをがっかりさせたくない。

「ハイ！」

　彼の弟子として恥じない鍛錬をしたい。

　いや、しよう。絶対にする。

「よろしくお願いします！」

　ああ、とルークは頷うなずき、

「あと言い忘れたが――お前の鍛か冶じの合間には並行して俺おれも俺自身の刀の鍛錬を行う。もちろんそのときはお前にも手伝ってもらうからな」

「えっ!?」

「何を驚いてやがる。弟子にかまけて自分の鍛錬をサボるわけにいかないだろう」

　――そ、それはそうですけど……。

　労働量を考え、リサはちょっぴり涙目になったが。

「なんだ。怖おじ気けづいたか」

「っ、やります！　倒れるまでやります！」

　力いっぱい叫んでいた。





　本当に倒れる寸前まで働くとは思わなかった。

　この日は刀の部材――心しん鉄かね、棟むね鉄かね、皮かわ鉄かね、刃は鉄がね――の鍛たん錬れんにほとんど費やされた。『小割り』して砕いた玉たま鋼はがねを個々の部材の性質に合わせて『選別』した後、それぞれに十回以上の『折り返し鍛錬』を行うという作業。

　その『折り返し鍛錬』で――普段は弟リ子サが振るうはずの向むこう鎚づちを今日はルークが振るい、リサは彼に代わって刀工の役割を果たした。

　刀工の役割とはいわば一切を取り仕切る監督のようなもので、この工程では手鎚で鋼の形を調整しつつ、補助の人間が向鎚で鋼のどの部分を叩たたくのか逐一指示しなければいけない。かつ鋼がその打撃の衝撃で弾かれないよう、手鎚とは逆の手に持った鉄てつ鋏ばさみでそれを支え続けるのだ。

　リサの想像以上に神経と体力を消耗する作業だった。脳は常にものを考えている状態であり、鉄鋏で鋼を支える手はルークの相あい鎚づちに耐えるので精一杯だ。単純に向鎚を振り回すのとはまるで違う。思考は鈍り、握力はあっという間に失われた。

　休憩の回数は普段よりも多かったけれど、それでも重い疲労は拭ぬぐい切れない。

「集中しろ！」

　叱しつ咤たするルークも久々に長なが柄えの向鎚を扱うからか表情に疲労が見えなくもなかった。しかし滴るほどの汗をかきながらも彼は手を止めず、弟子への指導を怠おこたらなかった。

「もっとちゃんと考えろ。そこを叩いても意味は無い」

「迷う時間が長すぎる。もう一度鋼を炉に入れて加熱し直せ」

「しっかり握れ。支え損なった鋼が飛んで怪け我がするぞ！」

　叱しかられる度にリサは「ハイッ！」とできるだけ大きな声で応じるようにした。そうすることで挫くじけそうな己を奮い立たせていた。身体からだの小ささ、体力の少なさ。それらを痛感しつつもルークから教わることをひとつだって逃さぬよう、眼前で飛び散る火花に額や頬ほおを打たれながらひたすらに鋼と向き合い続けた。

　そして休憩を挟み、次はルークの刀。

　今度はいつも通りの役割分担――だったのだけど。

　先の工程でかなり疲労していたリサは満足に相鎚を打つことができず、作業は早い段階で中断となった。

「ま、まだやれます！」

「強がるな。初日で潰つぶれられても困る」

　それに、とルークは付け加える。

「腹が減って仕方が無いんだ」

　気がつけば日が暮れている。ふたりはいそいそと鍛か冶じ場ばの後片付けを始めた。

　煤すすなどに汚れた身体からだを濡ぬれた布で簡単に清めてから、食事の準備に入る。準備も珍しくルークが手伝ってくれたのでいつもより早く用意することができた。

　食後はもう眠気に勝てなかった。それを察したらしいルークが舟を漕こぐ弟子に寝るよう告げて自身は私室に戻っていったので、リサはありがたく居間に簡易寝台を広げて横になった。今までは鍛冶場で寝ていたがこの冬から母おも屋やの居間で就寝するようになっていた。

　明かりを落とし、目を閉じると睡魔はたちまちリサの意識を奪っていく。

　――明日もこんな感じなのかなぁ。

　やっぱり甘くない、と夢うつつに思った。今日はへまをたくさんしたし、途中で体力が切れてルークの鍛たん錬れんを手伝うことができなかった。疲労は今も重く全身に圧のしかかっている。

　でも不思議と気持ちは昂たかぶったままだった。

　自らの手で刀を打つことへの気概。それはいささかも萎なえていない。

　この程度で挫くじけたりしない。

　自分にどれだけのことができるのか、どのくらいルークの力になれるのかわからないけれど、今はただ今日できなかったことを明日克服する、そのことに心を尽くそうと思う。

　――私、頑張ります。

「おやすみ、なさい……」

　眠りに落ちる寸前、また顔の左側がうずいたような気がした。





　そして――夢を見る。



　　　２



　これが夢だということをリサは知っていた。

　何な故ぜなら目の前で“〝彼女”〟が剣を振るっていたから。

　縦、横、斜め、虚空に向かって縦横無尽に繰り出される斬ざん撃げきは恐ろしく疾はやい。重さは無いがそのぶん自由奔放に宙を滑り、空くうを裂く音を心地良く響かせる。

　剣技を披露している“〝彼女”〟はブロンドの少女だ。金色の短髪を忙せわしくはためかせ、身軽な衣装から伸びる四肢はしなやかに剣を操り大地を蹴けっては軽快なリズムを刻む。長いことこうして剣の型を試しているらしく、額やうなじにうっすらと汗をかいていた。

　腰には緩ゆるく弧を描く黒塗りの鞘さやを帯びている。そのことからわかる通り、“〝彼女”〟が先ほどから振るっているのは片刃の湾剣――刀だった。

　幾度と無く素振りを繰り返し、“〝彼女”〟はやがて得物を鞘さやに収めた。

　刀の柄つか尻じりを掌てのひらで叩たたき、短く評価を下す。

「……まあまあじゃない？」

　細く小柄な肢体。大きな瞳ひとみ。表情豊かな顔形。ブロンドの頭髪――

　一目見ただけで即座に“〝彼女”〟が誰だれなのかわかったから、これが夢だということをリサは知ることができた。

　だって“〝彼女”〟はすでにこの世にいないはずの女ひ性とだから。

　自分は直接会ったことすらなく、しかし己の姿を介すことで知り得る人物だから。

「中反ちゆうぞりのバランスが取れてるからかな、振りやすいね。握りの感触も悪くない。身体からだの小さい私にはちょっと重いけど、慣れればなんとかなると思う」

　刀を帯びた少女――リーザ・オークウッドは歯を見せて笑う。

「うん。まあまあだけど、気に入った！」

　成長の違いからかそっくり同じとは言えなかったが、面影は確かに酷似していた。外見はリサよりも若干大人びているように見える。彼女は十四歳で命を落としたと聞いていたから、今見ている姿はその辺あたりの年とし頃ごろだろうか。

　現実では絶対に会えない人物。だからこれは夢なのだとリサは知ることができた。

　でも――じゃあ彼女は一体誰に話しかけているのか？

　ねえ、とリーザはこちらに問いかけた。

「銘めいはなんて切ったの？」

「……銘を授けるほど大層な刀じゃない」

　リーザでもリサでもない、別の声が答えた。

「霞かすみの立ち方も汚いし研ぎも粗い。銘なんて切れるか」

　声には聞き覚えがある。

　リサの記憶よりもわずかに高く、幼いそれ――

「えー。せっかく初めて打った刀なんだから名前あげればいいのに」

「親父おやじのに比べたらとんだ凡刀ナマクラだ。調子に乗って振り回してると痛い目を見るぞ」

　これはルークの声だ！

　しかし彼らしい姿は見えない。

　否。

　――私がルークなんだ！

　リサはようやく状況がわかってきた。自分はルークの視線を通してリーザと対面し、そして彼らのやり取りを傍ぼう観かんしている。それはとても奇妙な感覚だった。よくよく見ればリーザは見慣れた灰はい被かぶりの森を背景にしていたから恐らく場所は工房アトリエの近くだろう。

　ひょっとしたらこれは夢どころではなく、本当にあった出来事なのかもしれない。

　――でも、どうして？

　リサはリーザ・オークウッドがその命を糧に生んだ悪魔だ。にもかかわらずその記憶を引き継ぐことはできなかった――そう思っていた。しかし実は何らかの形でリサの中に残っていて、何かの弾みでこうして夢という形で振り返っている、というのならばわからない話でもない。今までそういうことは一度たりとも無かったけれど可能性が皆無だというわけではない。

　でも、だとしてもおかしいのだ。

　リーザの記憶なのに――ルークの視線を通しているのは何な故ぜだろう？

「そもそもお前が得意なのは“〝突き”〟だろうが」

　とルークの声。

「その刀じゃ向かない。別の得物に乗り換えるのなら今のうちだ」

「ルークが何を言ったって無駄さ。これはもう私のモノだからね」

　返してあげない、とリーザは無邪気に笑った。

　まるで宝物をもらったみたいに、曇りの無い笑顔。

　――あ。

　リサはその笑顔にくすぐったいような温かいような感覚を覚え、でもそれが自分自身の抱いたものではないことにすぐに気付いた。

　――これはルークの気持ちです。

　それでとうとう合点がいった。リーザの記憶ではない。

　この夢はルークの左目の記憶なのだ。

　リサの身体からだは悪魔の基本構造である“〝人の肉”〟と“〝霊体”〟以外にも複数の構成物でできている。そのひとつが“〝ルーク・エインズワースの左眼球”〟だ。

　自分はルークの左目を介して彼の記憶をなぞっている。

　少なくとも三年以上も過去の、彼の幼なじみとの思い出を。

「大事にするよ」

　ああ、とリサはなんだか泣きそうな気持ちになった。

　――ルークの目にはこんなにも優しくリーザさんが映っていたんですね。

　左目を通してリサは過去のルークと感情を共有していた。切なさを伴うとても温かな気持ちが胸のうちに広がっている。彼だけが知る感情を覗のぞき見てしまうことに小さな罪悪感を覚えないでもなかった。

　彼の左目の視線はいつだって幼なじみの笑顔を視界の中央に置く。

「斬きれ味も確かめたいな。ルーク、何かいいのある？」

「鍛か冶じ場ばの裏に廃材があったと思うけど……でも俺おれは親父おやじとこれから出かけるから、ほどほどにしておけよ」

「え？　何ど処こに行くのさ。屑くず鉄てつ集め？」

「いや、タタラ工房だ。玉たま鋼はがねを買いに行くんだってさ」

「タタラ工房ってことは――」

　不意に世界が遠のき、暗転する。

　ルークとの感覚が切り離されていくのを感じ、リサは夢が終わるのだと思った。





　けれど、まだ終わらなかった。

　次に明るさを取り戻した視界はしかし、薄暗く感じられた。

「奥？」

　リーザのいたずらっ子のような笑顔が目の前にある。

「そう。行ってみない？」

　――ここは何処ですか？

　リサの知らない場所だった。

　灰はい被かぶりの森ほどではないが辺あたりには薄く灰の幕が漂い、視界が良くない。地面には大粒の石や岩が転がり、灰と砂じや利りがその隙すき間まを埋めていた。よくよく見ると足場は平へい坦たんでなくわずかに勾こう配ばいがある。

　空気が生なま温ぬるく、湿気も多いようだった。うっすらとだがすぐそばに灰被りの森の切れ目らしきものが見えたので、やはり独立交易都市の何ど処こかだと思うのだが――

「この先に洞穴を見つけたのよ」

「洞穴って……」

　リーザがわくわくとした様子で誘う。

「行ってみようよ」

「いくらなんでも危険じゃないか」

「ちょっと覗のぞいてみたけど、灰は入り口の地面に少し積もってるくらいだったよ。中には漂ってないみたい。霊体酔い用の玉鋼もあるし、それに何かあったら引き返せばいいじゃない」

　私がルークを守るし、とリーザは腰に帯びた刀の柄つか尻じりに触れる。

　ルークのため息。

「珍しくタタラ工房に行くのについてきたと思ったら、初めからこのつもりだったな」

　ばれたか、と幼なじみは囁ささやき、

「前から一度来てみたかったんだ。ブレア火山に」

　ここに自分の身体からだがあったなら、リサは悲鳴をあげていたかもしれない。

　この見知らぬ土地は灰被りの森をまたいだ、七番街の反対側。

　――ブレア火山の麓ふもと！

　リサはわかってしまった。これはあの日の記憶なのだ。

　ふたりが別れる日の追想――

「バジルさんはタタラのおっちゃんと話し込んでて私たちは外に締め出されちゃったし。退屈じゃない」

「そうだけど……」

「ルークが嫌ならひとりで行くよ」

　卑ひ怯きようだぞ、というルークの不ふ貞て腐くされたような呟つぶやき。

「それを言われたらついていくしかないじゃないか」

「わかってて言ったんだよ。ルークは優しいから」

　照れ臭そうにはにかみ、こちらに左手を差し伸べた。

　左目の視線はそれを見つめ、

「……仕方無いな」

　ルークの右手が差し出された手を取った。

　――駄目！

　リサはルークの中で必死に訴えた。その手に引かれては駄目。

　その手を引いて。どうか引き返して。

　――行っちゃ駄目です！

「……ルーク？」

　不思議そうにリーザがこちらを見ていた。つないだ手を引こうとして、でもそれにルークの手が抗あらがうように引き返されたのを訝いぶかったのだ。

「行かないの？」

「あ、いや」

　本人も戸惑ったような声。しかしすぐに苦笑を漏らす。

「俺おれたちはいつもこうだな、と思って」

　リーザは目を瞬しばたたき、それから緩ゆるやかに唇の端を上げた。

「これからもずっとこうだよ」

　手は引かれ、今度はルークの手も抵抗しなかった。

　また切り離される感覚がリサを襲う。視界は再び暗く閉じていく。

　行かないで。この先の未来を知り、自分にはどうにもできないことを知りながらそれでもリサは叫び続けた。

　――そっちへ行っては駄目なんです！

　無論、叫びは闇やみの中に呑のみ込まれていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして記憶の夢は行き着いてしまう。

　三度目の感覚の共有――ルークの左目が初めに捉とらえたのは蝋ろう燭そくの小さな灯とも火しびだった。明かりになる玉たま鋼はがねは持っていなかったのだろうか？　その蝋燭の火はあまりにか細く、この闇やみの深い空洞の中で光源とするには心こころ許もと無ない。

　前方には少女の背中がある。空洞の行き止まりにリーザは立ち尽くしていた。

「何これ……」

　彼女の呟つぶやいた声はやはり、明かりの外の暗闇に吸い込まれていく。

　蝋燭の火がぼんやりと照らす行き止まり――

　肉の壁、とでも表現しようか。黒ずんだ赤褐色の表面がぬらぬらと湿り、呼吸するように、まるで人間の胸がするように膨張と収縮を繰り返していた。数え切れないほどの細い鎖が何十重にもわたって張り巡らされ、脈動の度に壁の肉がその鎖に食い込む。蝋燭の弱い光では全体を照らし出すことは叶かなわず、故ゆえにそれがどれだけの大きさを有しているのかも判然としない。

　明らかに天然のそれではない。確かに生きている。何やらわけのわからない化け物が火山の洞どう窟くつの奥で無数の鎖に拘束されているのだ。

　洞窟には屋外の生なま温ぬるい空気とは比較にならないほどの蒸し暑さと緊張が満ちていた。恐らく流れ落ちた汗のせいだろう、左目の視界がわずかににじむ。これが火山の発する熱のせいだとわかってはいても――リサは錯覚してしまう。

　火山の熱気が、この肉の壁が発する体温そのものみたいだと。

「な、何か聞こえないか……？」

　何ど処こか控えめなルークの声。

　風も無いのに蝋ろう燭そくの火がかすかに揺れているのは、蝋燭立てを持つ彼の手が震えているからだ。

　ルークの言う通り洞どう窟くつにはか細い音があった。

　人の囁き声のような音が――肉の壁の向こうから響き続けているのだ。

「なんだか呪のろわれそうな音だな……リーザ？」

　ルークの左目が幼なじみを見やる。

　彼女は頭を押さえ、苦痛に耐えるように顔を歪ゆがめていた。

「私の……しごん」

　彼女の呟つぶやきに「え？」とルークが疑問の声を漏らしたとき。

　不可解だったはずの音が唐突に意味を成して彼の耳に飛び込んだ。



『―――――――――――――――。』



　側頭部を殴りつけられたかのような衝撃に左眼球も揺れる。視界はたちまち白濁し、ルークは正体を失いかけた。前後不覚の感覚にたまらず蝋燭立てを取り落として膝ひざをつき、左目は足許の地面を見つめる。

　――これが。

　ルークと感覚を共有していたリサも、夢の中でありながらその衝撃に気を失いそうだった。それはあまりにも乱暴に彼の中に押し入り、そしてルークとその中にいるリサに認識させたのだ。

　――これがルークの死言。

　このときのルークは悪魔契約というものを知識でしか知らなかったと、リサは以前に聞いたことがある。にもかかわらずたった今耳に飛び込んだ音が、肉の壁から聞こえた囁ささやきが死言だと――己の心臓に刻まれた呪いだとはっきり知覚することができた。

　その意味や使途さえも一瞬で理解させられた。

　肉の壁は正に呪いそのものを囁き続けている。

「ルーク！」

　呼ばれて左目の視界が上がる。唯一の光源である蝋燭は地面に落ちたままなので、肉の壁は辛かろうじて下部が照らされているだけだった。

　その照らされた箇所に裂け目が生まれ、毒々しい中身を覗のぞかせている。

「何が――」

　肉の裂け目が何かを吐き出した。それは凄まじい速度でこちらへと伸びしなり、あっという間に左目の視界を覆う。あわや届く、というところで甲高い金属音が洞どう窟くつ内に反響した。

　リーザだった。裂け目から飛び出した何かがルークの顔面に到達する寸前、それを刀で叩たたき落としたのだ。

「嘘うそ!?」

　振り下ろした刀の切っ先を見て彼女は驚きよう愕がくの声をあげる。ルークが生まれて初めて鍛たん錬れんし、幼なじみに授けた刀は切っ先の物打ものうちの部分が消失していた。きれいに折れてしまっている。

　ルークの左目もその様を茫ぼう然ぜんと見ていたが、さらに彼女が叩き落としたものの正体に気付いて瞼まぶたを見開く。

　地面でのたうつそれは、言うなれば“〝手”〟だった。人間の手のように五指に分かれ、しかしその先端に人間ではあり得ない鋭利な刃――“〝爪つめ”〟を持っている。肉の壁と同じ黒ずんだ赤褐色で、触手の如ごとき長さと太さの“〝腕”〟で壁の裂け目とつながっていた。

　肉の手。それがわずかに持ち上がる瞬間を目撃し、ルークは咄とつ嗟さにリーザの前に飛び出したようだった。今度は物理的な衝撃が彼の肉体を襲い、追うように猛烈な熱が左眼球にも伝わる。

　沈みかける視界――

「ルーク!?」

「逃げ、ろ！」

　警告したが幼なじみの少女は聞かなかった。

　折れた刀を手に、くずおれた彼の前に立つ。

「馬ば鹿か野郎……！」

　リーザは肉の手に斬ざん撃げきを浴びせた。二度三度と矢継ぎ早に斬きりつなぎ、さらに苛か烈れつさを増して挑む。斬れず、弾かれようとも構わない――とにかく手数を優先して化け物の五指や腕を滅多打ちにして少しでもそいつを退しりぞける。刀は折れこそしなかったものの衝突の度に冗談のように刃をこぼし、細かな破片を辺あたりに散らした。

　しかし肉の手は繰り出される斬撃の合間を驚くほどの俊敏さで縫い、その五本の刃でリーザの胸許を斬り裂いた。リーザは悲鳴をあげながら蝋燭の明かりの外まで吹き飛ばされてしまう。

「リーザ――」

　立ち上がろうしたルークの視界は酩めい酊ていしたように傾かしいだ。恐らく背中に負っただろう先ほどの傷は意識を保つのも危うくさせており、ルークは無様に地面に手をつくことしかできない。

　――もうやめて！

　見ているしかないリサは頭がおかしくなりそうだった。視界を覆うための自らの手は無く、悪夢から醒さめる方法もわからず、未来を決定付けられた出来事をただただ見せられるこの状況に気が変になってしまいそうだった。

　けれどルークの左目はリサを逃してくれない。彼は瞼まぶたを開いて見る。肉の手がその五指で不気味に這はい、長い腕を鞭むちのようにしならせて地面を叩たたき、その反動でもってこちらへと跳ね上がってくるのを為なす術すべも無く見ている――

　肉の手はルークの許もとまで届かなかった。

　手と腕の付け根を斬きり離され、呆あつ気け無なく地面に落下する。手を無くした腕はその断面から灰色に近い粘液をまき散らしながら裂け目へと引っ込んでいく。

　ルークの前には忽こつ然ぜんと大きな背中が現れていた。

「親父おやじ……」

　呟つぶやく声でリサは背中の正体を知る。

　バジル・エインズワース。

　――ルークのお父さん！

　息子と同じ作業着を着、しかし息子よりも一回りも大きな巨体の持ち主だった。その手にあるのは抜き身の刀。刀の全長はルークの打つそれと大差無かったが、大男と言っても過言では無い彼が持つとやや小振りに見える。

　ルークの刀では斬れなかった肉の手を、父親の刀は易やす々やすと切断してみせたのだ。

　得物を片手に構えたバジルは息子に背を向けたまま短く問うた。低くくぐもった声。

「リーザは？」

「――――」

　先ほど吹き飛ばされた彼女は明かりの外だ。生きているかどうかさえ明らかでない。

「答えろ。リーザはどうした」

「わから、ない……」

「わからないなら確かめろ!!」

　怒号が轟とどろいた。

　あまりの声量にルークの左眼球すらびりびりと痺しびれを覚える。

「呆ほうけるのは後にしろ、好きな女くらい手前で守れ!!」

　弾かれたように左目の視界が動いた。うずく傷口に苦く鳴めいを発しながら半ば前のめりに蝋ろう燭そくの明かりの外へと転がり出る。リーザは光の切れ目のすぐそばで仰あお向むけに倒れていた。彼女の上体を助け起こして光にかざした瞬間、図らずも息を呑のむ。

　その胸は無残に抉えぐられ、朱色の肉をさらしていた。後から後から血が溢あふれて止まらない。リーザは虚うつろな目でこちらを見上げている。その唇の間から覗のぞけた口内にも血がたまっているのがわかった。ひゅう、ひゅう、という弱々しい呼吸音が彼女が辛かろうじてまだ生きていることを知らせている。

　リサが知覚するルークの思考はもはや混乱の極みに達していた。ほんの遊び心だったのだ。ちょっと火山の奥を覗いてみようと思って、ふらっと立ち寄っただけで――リーザ・オークウッドは死に行こうとしている。

「……………………ふざけるなよ」

　ふつふつと湧わき上がる感情がある。

　理不尽に対する、はっきりとそれは憤ふん怒どだった。

　負荷のあまり心が砕けそうになるほどの怒り。心臓の鼓動が胸の内側を殴りつけ、その振動が視界をも揺らした。

　ルークはリーザの上体を抱いたまま振り返る。

「ふざけッ――」

　刹せつ那な、光の中で血潮が飛んだ。

　ルークの叫びは尻しりすぼみになって消える。

　地面に転がった蝋ろう燭そく立てと今にも消えそうな蝋燭の火。その光源の中央にはバジル・エインズワースが立っている。その彼の周囲をいつの間にか計四つの肉の手と足が飛び跳ねていた。

　そう、“〝足”〟だ。手と同様に長く太い“〝脚”〟で肉の壁とつながり、やはり人間のそれのように並ぶ五指に鋭い爪つめを生やし、手とともに大男を包囲している。状況を知らない者が見れば思わず噴き出してしまいそうな珍妙な光景。

　バジルは肉の壁から生えた“〝四肢”〟に囲まれていたが、一方でそれらの死し骸がいもまた彼の足許には転がっていた。それは彼が先ほどのように断ち切った肉の手足どもに違いなかったが、包囲する肉の四肢は何な故ぜかひとつとして欠けていない。

「親父おやじ」

　そしてルークの左目はその転がる死骸の中に見つけてしまう。

　千切れた人間の腕を、二本ばかり。

　バジルはこちらに背を向けていた。その右腕は肩口から先を、逆の左腕は二の腕から先を失っている。両腕をもぎ取られたにもかかわらず……ふたつの傷口から尋常でない量の血液を迸ほとばしらせているにもかかわらず、彼は二本の脚で雄々しく立つ。

「ここは奴やつの“〝末端”〟だ。逃げ――」

　頭上から怒ど涛とうのように落下した数十もの肉の手足の塊がバジルを押し潰つぶした。

　彼は肉片と化して赤い液体とともに一帯に飛び散る。

　父親だったモノの一部が頬ほおに当たり、ルークは狂おしく吼ほえた。今しがた彼のうちに巣食っていた憤ふん怒どはまた別の感情と混ざり合って混こん沌とんを成し、絶叫となって喉のどを焼く。

　皮肉にもその絶叫が彼女の意識を取り戻したのかもしれない。

「ルー、ク」

　左目の視界が下方に落ちる。

　虚うつろだった目にわずかな意志を灯し、腕の中のリーザが息を吹き返していた。

「ごめん、ね」

　口内の血にむせながら彼女は言う。胸を抉えぐられておきながら何ど処こにそのような体力が残っていたのか、ルークの肩を借りて立ち上がった。

　くの字に曲がる両脚は、いつ力尽きてもおかしくない。

「ほんとに、ごめん」

　こんな状態でもリーザはルークの刀を握り続けていた。物打が折れ、刃がこぼれた刀身には灰色の粘液が付着している。斬きることは叶かなわずとも傷を負わせることには成功していたらしい――それで何かが救われるわけではなかったが。

　肩を貸し合うふたりの前で、バジルを潰つぶしたばかりの“〝四肢”〟たちが群れを成す。

　憔しよう悴すいした声でルークが促した。

「リーザ。逃げよう」

「ねえ……死にたく、ないよ」

　搾り出された声にルークの左目が振り向く。

　彼女はたぶん微笑ほほえんでいた。

「死にたくない、けど、私はいくね」

　ルークが返事を紡ぐより早く。

　リーザが彼の身体からだを突き飛ばした。



「守るよ」



　そして彼女は唱える。

「――――――――」

　肉の壁から教えられたばかりの死言を。

　ぼすっ、という音とともに彼女の右胸に正円の穴が穿うがたれた。異状はそれだけにとどまらない。黒い穴は次々と身体の上に生まれて肉を奪う。そして彼女の顔から感情も奪った。リーザは微笑みを消し、仮面のように無表情になる。穴の侵食はなおも続く。

　人間の女が引き起こした異変に、肉の手足どもが何な故ぜか退しりぞき始めているのはわかっていたが、気に留めている場合ではなかった。

　リーザ、と叫んでルークは詰め寄る。

　来ちゃ駄目、とリーザは彼のほうへと左手を広げる。

　同時、その指先に正円の穴が発生した。ちょうどルークの左目の真正面に。

　――え。

　穴は当然のようにルークの左眼球を吸い込んだ。



　リサの意識はルークの中から離脱し、

　そしてリーザの中へと取り込まれる。



　同化するや否や、リサの意識に彼女の思考がなだれ込んできた。

　――――私のせいだ!!

　大部分を占めていたのは悔恨ともうひとつ。

　死に至る重傷を負った彼女を立たせ、死言を唱えさせるほどの覚悟。

　――――ルークは後悔する。

　――――私を止めなかったこと。私を守れないこと。私を死なせてしまうこと。

　――――優しい幼なじみは絶対に後悔する。

　――――だったらどうすればいい。

　――――何を生み出せば私はルークを救える!?

　この間も穴の侵食は続き、手にした刀すら巻き添えにする。刀身や鍔つばは喰くい尽くされ、残る柄もリーザの掌てのひらに空いた穴に一部を呑のまれて地面に落下した。

　目め釘くぎ穴あなが弾はじけ、欠けた柄つかから茎なかごが飛び出す。その茎の表面に刻まれた文字がリーザの目に飛び込んだ。



“〝Ｌｉｓａ”〟



『……銘めいを授けるほど大層な刀じゃない』

　――――守れ。守れ。守れ。

　――――リーザ・オークウッドの名に懸けてルーク・エインズワースを守れ!!

　幼なじみの少年が顔の左側を手で押さえてこちらを見ている。指の間から血をこぼしながら、何かを叫んでいる。すでに両耳を奪われていたリーザにそれを聞き取ることはできない。

　――――いいわ。余さず持っていきなさいよ。

　一片たりとも残す必要は無い。この肉をすべて喰らうがいい。

　その代わりこの想いも持っていってもらう。

　この命と引き換えに、ルーク・エインズワースを救ってもらう。

　約束だ。違たがえたら赦ゆるさない。

「必ず守――」

　黒い穴は今いま際わの言葉ごとリーザの頭を呑のんだ。
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「――――リサ！」

　リサは瞼まぶたを見開く。

　眉み間けんに皺しわを寄せたルークがこちらの顔を覗のぞき込んでいた。

「あ、れ……」

　半ば茫ぼう然ぜんと身体からだを起こすとそこは薄暗い洞どう窟くつではなく工房アトリエ『リーザ』の母おも屋やだった。開け放たれた鎧よろい戸どからは日の光が射し込み、乾いた冷気が流れてくる。リサは居間の片隅に広げられた寝台の上にいた。

　両手の掌てのひらを見る。紛まごうことなき自分自身の手。

「なかなか起こしに来ないと思って見てみたら……お前うなされていたぞ。大丈夫か？」

　心配そうに言うルークを見た途端、リサの目からぽろぽろと涙がこぼれた。

「えっ、おい――」

　リサはルークと出会った当時をよく覚えている。

　ルークが泣きながらリサの裸の身体を抱き上げ、肉の手足から逃げおおせたことも。その後あの肉の壁がヴァルバニルと呼ばれる“〝獣”〟だと教えられ、刀鍛冶ブラツクスミスとしての使命が彼に背負わされたことも。リサがリーザでないことを知ったときの彼の絶望も。その絶望ゆえに“〝リサ”〟という名前を与えてしまったことも――ひとつだって忘れていない。

　あのころのルークはひどく荒れていた。手を上げることこそ無かったけれど、何ど処こかリサのことを自分の罪の象徴のように捉とらえている節があった。それでいて代わりに預かろうと申し出るハンニバルやヒューゴーに反抗し、自分のそばからリサを離そうとはしなかった。

　彼が最初に手を差し伸べてくれたのはいつだったろう？

　初めてリサが三国一都市会議に出席し、大陸国家の重鎮たちから罵ば倒とうを受けた日。

　あの日からルークはこちらに歩み寄り始めてくれたように思う。

「やっぱり昨日は無理させすぎたか……？」

　申し訳無さそうに言うルークにリサは首を横に振った。

「そうじゃ、ないです。少し夢を……見ただけです」

　止まらない涙を手の甲で何度も拭ぬぐいながら、

「とても大切な夢を見たんです」

　ルークのことをすごいと思う。

　あれだけの目に遭いながら心を壊さなかった。

　今も大切な女ひ性とを救うために必死に生きている。

　――リーザさん。私はそんなルークの助けになってますか。

　重荷になっていませんか。

　ちゃんと守れていますか。

「ルーク。今日の鍛たん錬れん、昨日みたいに手を抜かないでくださいね」

「え？」

「必ずついていきます」

　右目を丸くするルークを見上げ、リサは無理矢理笑顔を浮かべた。涙はまだ止まらなくてほとんど失敗も同然の泣き笑いだったけれど、とにかく笑う。笑わなければリーザに叱しかられるような気がした。だって死言を唱える直前のリーザは笑っていた。

　笑って、守るのだ。



　左目の記憶。

　リサは今日見た夢のことをずっと覚えていようと決めた。









　……ただひとつだけ、頭の片隅に引っかかっていることがある。

　ルークの中にいたとき――中にいたからこそ認識できてしまったもの。

　それについてだけは努めて考えまいとリサは記憶の奥底に閉じ込めた。



　ルーク・エインズワースの死言を。



    

  
    
      


第20話　魔戦士　Darkness
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　ホレーショー・ディズレーリ。旧群集列国出身の僧そう侶りよ――だった男である。

　旧群集列国における“〝僧侶”〟とはある特殊な宣教師のことを指す。この国には文化も宗教も異なる小国家が混在するため、その摩擦や軋あつ轢れきによる大小の諍いさかいが絶えない。他国で自国の素晴らしさを説いただけで数日後に死体で発見されることも珍しいことではなかった。

　とはいえ布教活動は国の繁栄のために無くてはならないものだ。そのため宣教師の中には己の身を守るために戦闘に特化した教育を受ける者がいる。それが旧群集列国における僧侶である。

　ホレーショーもそのひとりだったが、しかし彼はつい先日その資格を剥はく奪だつされている。布教の一環で立ち寄った孤児院で、そこに暮らしていた神父や孤児らを皆殺しにしたのだ。通報を受けて駆けつけた兵士たちも、彼を取り押さえるまでに実に二十七名に及ぶ者たちが返り討ちに遭ってその命を落とした。

　この暴挙には彼の所属する自治組織も匙さじを投げた。ホレーショー・ディズレーリが属していたという公的な記録を抹まつ消しようし、保護の責任を放棄したのだ。ホレーショーは帰る故郷を失い、もはや死刑が執行されるのを牢ろうの中で座して待つばかりの身だった――が。

　幽閉から一ヵ月後、初老の男が彼の牢を訪れた。

「ホレーショー・ディズレーリ。お前さんに頼みがあってな」

　白しら髭ひげをたくわえ、皺しわだらけの手で杖つえをついた老人。

「どうして大量虐殺なんぞしたのか、その理由には興味が無い。ただワシはお前さんの力を欲しておる。協力してくれんかね？」

　ホレーショーは牢の奥で胡坐あぐらをかき、陰気な眼まな差ざしでその初老の男を見つめていた。

　おもむろに口を開き、しわがれた声で問う。

「協力すれば自分はここから出られるのか」

「それができる権限をワシは持っておる」

　男は色いろ褪あせたローブをまとっており、一見するとただの浮浪者か世捨て人だ。言うほどに大層な人物には見えない。

　ホレーショーは己の身なりを改めて見下ろした。薄汚れた素足。左右が鎖でつながった腕輪。そして――虐殺の際に浴びた返り血が斑はん点てんのように黒く凝固して汚れたローブ。

「貴様も僧そう侶りよなのか」

「お前さんと同じ元僧侶じゃ。ランスロット・ダグラス――知らんかの？」

　旧群集列国においてその名を知らない者はいないだろう。

　遠くない過去、群集列国の統一に尽力した王がいた。しかし彼は原因不明の死を遂げ、その夢は志半ばにして頓とん挫ざした。あくまで噂うわさに過ぎないが、王は忠臣に毒を盛られたのだとまことしやかに囁ささやかれている。

　その当時の忠臣のひとりがランスロット・ダグラス。

　旧帝国と独自につながり、帝政列集国の成立を手引きしたとも言われる男だ。

「ここで死を待つよりはよほど有意義だと思うが。ともに来てもらえんじゃろうか？」

　そのような人物が僧侶ではなく虐殺者としての彼を欲している。

　ホレーショーが重い腰を上げると、ランスロットはわずかに慄おののいたように後ずさった。今まで牢ろうの隅にうずくまっていたから気付かなかったらしい――彼は見上げるような身長の巨漢だった。乱れた蓬ほう髪はつに無ぶ精しよう髭ひげ、だが鼻び梁りようの通った顔立ち。四肢は太く、ローブの破けた胸むな許もとからは無骨な筋肉が覗のぞける。

　ホレーショーは鉄格子の前に立った。

「行き先は」

「て、帝都じゃ」

「よろしい。連れて行け」

　尊大に、彼は命じた。
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　大陸西部――

　旧帝国領の西、海岸に接する巨大都市『帝都』は水の都として知られている。

　街中を大小無数の運河が巡り、その形や流れに合わせて建物が設計されているため、小路は迷路のように複雑に入り組む。人々の移動手段は徒歩と水路を渡るゴンドラが主である。

　帝都は身分によって住むことのできる区域が決められている。中央に据えられているのは皇帝のおわす主城。そしてそれを取り囲むように名家の貴族たちが居を構え、さらにその周囲に一般市民らの家々や市場が並ぶ。住まいが中心部に近ければ近いほどその者の地位の高さを証明する仕組みだ。

　中央に位置する主城は複数の塔と城から成り、さらに全体が強固な城壁で囲われているため、街中にありながら要よう塞さいのような趣おもむきがある。あくまで外敵から皇帝をお守りするという目的があっての構造だが、そのあまりの頑強な造りと昨今の大陸情勢から、市民の間ではしばしばこう揶や揄ゆされる。

“〝皇帝を飼い殺すための檻おり”〟

　国を統すべるべき皇帝がその臣下どもの傀かい儡らいと化していることに、下々の人間たちは薄々ながら感づいていた。感づきつつもそのことについて何か行動を起こすわけでもない。

　虚飾の帝政が支配する都市、帝都。

　そこには旧帝国、ひいては帝政列集国における最強戦力が集う。





　帝都の中心部、主城――その塔の一室。

　最低限の調度品が揃そろえられただけの個室に少女と貴婦人はいた。

　少女は痩やせ細った小さな身体からだに慎つつましやかなドレスを着、姿見を前にして背もたれの無い椅い子すに浅く腰かけている。容姿は幼く、しかしその表情に見た目ほどの子どもらしさは無い。感情というものが希薄で、焦点の合わない目で姿見に映る己を見るともなしに見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その背後から貴婦人が少女の髪を櫛くしで梳すいている。枯木を思わせる細長い肢体に漆しつ黒こくのドレスをまとった女性。蛇がのたうつように垂れた黒い長髪、黒紫の唇。唯一肌だけは不健康なまでに白い。彼女は先ほどから黙々と少女の髪を整えていた。

　その作業は、存外に骨の折れるものに見える。

　何な故ぜなら異常な長さなのだ。

　艶つやのある頭髪は少女の身丈を優に超し、柔らかい絨じゆう毯たんの上にまで広がっていた。それをひと房ごとに毛先まで櫛を通すのだからなかなかに手間がかかる。

　ふたりの間に会話は無い。けれど丹念に髪の手入れをする貴婦人とそれを無言で受け入れる少女の様子は、まるで――

「親子のようね。イヴァ」

「親子のようですね。イライザ」

　いつの間にか部屋の戸口に女が立っていた。

　左右非対称の容姿――右だけ束ねた髪、白と黒のドレス、赤い右目に青い左目。

“〝彼女ら”〟はひとつの口でふたつの音声と人格を使い分ける。

「でも少しはヴェロニカに話しかけてあげたほうがいいわよ、エヴァドニ」

「彼女はまだ生まれたばかりで言葉を知りません。教えて差し上げなければ」

　前者は声の高い、粗野な言こと葉ば遣づかいをする『イライザ』。

　後者は声の低い、丁寧な言葉遣いをする『イヴァ』。

“〝彼女ら”〟は魔剣『イライザ・イヴァ』――元は別々だった魔剣が一本に鍛たん錬れんされた故ゆえ、ふたつの人格をひとつの身体からだに有している。口調が変わる度に表情も合わせて目まぐるしく変わるため、慣れない者が見れば不気味極まりない。

　貴婦人――魔剣『エヴァドニ』は彼女らを見やり、ぼそぼそとか細い声で訊たずねた。

「もう傷は治ったのですか。聞いていたよりも早い」

「“〝調律師”〟を総動員させたからね」

「いつまでも寝ているわけにはいきませんわ」

　イライザ・イヴァは交互に答え、そしてイライザが訊ねる。

「今日のヴェロニカの当番はエヴァドニだけ？」

　ええ、とエヴァドニは肯定した。

　この部屋は魔剣たちに与えられた個室のひとつである。長髪の少女――魔剣『ヴェロニカ』という新たな仲間を引き入れた彼女たちは、ここで交代で少女の世話をすることになっていた。

　一方のイライザ・イヴァは前回の独立交易都市での戦闘で刃を砕かれ、今まで“〝調律師”〟――悪魔契約の研究に精通した集団――による“〝施術”〟を受けていたので、エヴァドニやヴェロニカと顔を合わせるのはそれ以来になる。独立交易都市襲撃から半月ほどが経過している。

　イライザ・イヴァがそばに立ってもヴェロニカはこれといった反応を示さなかった。イライザ・イヴァは少女の髪のひと房に指を通し、愛めでるように梳すく。

「……少し短くなってない？　前髪もきれいに揃そろってる」

「前に見たときはこの倍近くはあったように思いますが」

「フランシスカが切った」

　ふうん、とイライザがこぼし、続いてイヴァが呟つぶやいた。

「この子、やはりまだ自我ができていないのですね」

　彼女たちのように人間の姿も兼ねる魔剣は、必ずある程度の自我を持って生まれる。エヴァドニもイライザもイヴァも今はここにいない魔剣も、自分の銘めいと意志を持ってこの世に生まれ落ちる。

　しかしこのヴェロニカという少女にはそれらしいものがまったく見み出いだせない。物事に対してこれといった感情や関心を示さず、行動にいたっても他者に言われるままに食事をし、命じられるままに睡眠を取る。だからこうしてエヴァドニたちがつきっきりで面倒を見る必要があった。

　少女が持つのは『ヴェロニカ』という銘だけ。

　イライザ・イヴァたちには彼女がどんな魔剣なのかもわからず仕舞いだった。

「ここまで来ると本当に魔剣なのかも疑っちゃうけど」

「それだけは確かなのでしょう？　エヴァドニ」

　黒き貴婦人は頷うなずく。彼女は同胞の存在を感知し判別することができる。それは他の魔剣にはないエヴァドニだけの能力で、先日の独立交易都市襲撃の際にも役立った。

　そもそも襲撃は新たな魔剣を手に入れることが目的で行われたものだ。帝政列集国の戦士たちを“〝素材”〟として人為的に悪魔契約を行い、一時的にでもかつての大戦を再現することによって魔剣が生まれやすい環境を作った。

　目もく論ろ見み通り相当数の魔剣の回収に成功し、中でもヴェロニカは大きな収穫だった。魔剣は術者が契約時に抱く憎悪の量によって人間の姿を兼ねるモノとそうでないモノに分かれ、憎しみが深い前者はその力も強力だ。

　なのでヴェロニカの誕生は歓迎されたのだが――肝心の剣への変化ができないのでは話にならない。

「フランシスカが頭抱えてたわよ」

「シーグフリード様に顔向けできない、と嘆きながら」

　イライザ・イヴァがどちらの人格ともつかない顔でくつくつくすくすと笑った。

　こうしている間もヴェロニカは我関せずといったふうに姿見と向き合っている。

「戦士団の再編成については聞いていますか」

　エヴァドニのほうからイライザ・イヴァに訊たずねてきた。ヴェロニカに負けず劣らず寡黙な彼女は自分から何かを喋しやべることは稀まれだったが、魔剣同士の会話についてはその限りではない。

　彼女なりに私たちに近付こうと努力しているのかもしれない――とフランシスカがかつて語っていたのを、イライザ・イヴァは覚えている。その真偽は別にしても、自分たちとは少々異なる生まれ方をしたエヴァドニとは確かに距離を感じなくも無い。

　――どうでもいいことね。

　――ええ瑣さ末まつなことです。

　イライザ・イヴァは胸中でこぼし、エヴァドニの問いに答えた。

「再編成ね。それもフランシスカから聞いたわ」

「シーグフリード様率いる帝国戦士団の再編成のため、大々的に兵を募る――」

「という大義名分の下、私たち魔剣の使い手を選抜するんでしょ？」

　現在、帝政列集国はかなりの本数の魔剣を所有している。それこそ軍国や独立交易都市の重鎮どもが知れば目を剥むくような数を、だ。

　しかし一方でその使い手が不足しているという問題があった。

　魔剣は強力な武器であり、その扱いには腕が要いる。一介の騎士や兵士が使いこなせる代物ではなく、使い手のいない魔剣が数多く余っていた。この度たびの再編成は徴兵を通して魔剣を扱うに足る人員を選抜しようというのが目的らしい。

「そうそう上う手まく見つかるとは思えないけど」

「まあ、私たちには関係の無い話ですね」

　イライザ・イヴァは肩をすくめて言った。

　魔剣『イライザ・イヴァ』は“〝雷”〟を自在に操ることができ、数多くある魔剣の中でも群を抜く得物である――が、そのために人間に扱うことができないという欠点があった。彼女らの発する強力な力場は使い手すら傷つけてしまう。

　よって彼女らの使い手は人間ではなく“〝調律師”〟が生み出した悪魔『ガストン・バスカヴィル』に限られていた。

「この子にもいい使い手が見つかるかな」

　イライザ・イヴァはヴェロニカの頭を優しく撫なでてやった。

　自我は無くとも五感はある。少女はくすぐったそうに目を細めた。

「イライザ。使い手よりも先に自我でしょう」

「ひょっとしたら」

　エヴァドニが呟つぶやいた。

「彼女は使い手を待っているのかもしれない」

「待っている？」

「自分の力を引き出してくれる使い手を」

　イライザ・イヴァは目を細めてエヴァドニの淡白な横顔を見つめる。次いでヴェロニカのほうを見やると、彼女は髪を梳すかれる心地良さにいつの間にかうとうととまどろんでいた。

「……あなたの言うことが本当だとしたら」

　唇を尖とがらせる。

　――自分たちは使い手を選ぶこともできないのに。

「贅ぜい沢たくな魔剣ですね、この小娘は」
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　刃の潰つぶされた訓練用の剣でも当たれば痛い。

「腰が引けているぞノア！　前に打って出てこい！」

　左の盾に受けた打撃はそれを持つ手を痺しびれさせ、彼を怯ひるませる。強こわ張ばった関節は衝撃を最悪の形で全身に伝えて動きを封じ込めてしまう。右に持った剣で応戦するという発想すら思考から飛び、彼はひたすらに盾を前に押し出して己の身をかばった。

「っ、お前――わかっているのか!?」

　真上から降った剣が盾を叩たたき落とし、彼の閉じた視界を開く。そしてその素顔を衆目にさらした。

　青年騎士である。少年のあどけなさを残す顔立ちに、戦うことを職とした人間のものとは思えぬほどに日に焼けていない白い肌。

　彼は叩き落とされた盾を茫ぼう然ぜんと見下ろし、立ちすくんだ。

「これは訓練なんだぞッ、攻めないでどうする!?」

　訓練の相手である騎士が罵ば倒とうしてくるが、彼は頭を垂れてうつむくばかりだ。

「すみません……」

「もういい！　ノア、お前は話にならん！　引っ込んでいろ！」

　ノアと呼ばれた青年騎士は肩を落として中庭の隅へと引き下がっていった。

　主城の中庭である。

　そこは騎士団の訓練場として開放されており、日中の今は黒い鎧よろいに身を固めた騎士たちがそれぞれに剣の修練に打ち込んでいた。

　庭の隅に立った青年騎士は今しがた立ち合っていた騎士のほうを振り返る。そいつは早々に別の訓練の相手を見つけていた。それを見た青年は、くそっ、と己の不ふ甲が斐い無なさに毒づく。

　彼、ノア・カートライトは帝都に暮らす下級貴族の長男である。

　旧帝国と旧群集列国の合併による『帝政列集国』の成立、これを機に帝国騎士団は若い貴族たちを徴集し、その育成に努めていた。ノアはその新米騎士のひとりだ。

「……ちくしょう」

　左手を見るとまだ痺しびれがあり、わずかに震えていた。

　入団からこっち、ずっとこの調子だ。訓練ですらまともに戦えず、罵ののしられてばかり。騎士団の中では早々に“〝無能”〟の烙らく印いんを押されてしまっている。

　――なんで上う手まくいかないんだ。

　カートライト家の長男としていつかは戦場の前線に立つだろうことは覚悟していたし、そのときが来れば武器を取り、手柄を立てて家の名を上げてやろうという気概も当然あった。

　しかし意気揚々と入団してみればこの有様――鎧よろいの重さには誇らしさよりも戸惑いが先立ち、模擬訓練では相手に斬きりかかられる度たびに足がすくみ、あっという間に仲間たちからは落ちこぼれ扱いだ。

　このまま戦場に立ったとしても無駄死にする未来しか思い浮かばない。無論、だからと言って騎士団を抜けることは許されない。

　彼はカートライト家を代表する貴族騎士だ。そのようなことをしようものならカートライト家の地位は落ち、帝都に居場所を失う。貴族の家柄を背負うとはそういうことである。

　前にも出られず、後ろにも退さがれない。この状況をなんとかしなければという焦りが常に胸のうちにあった。自主訓練ならば毎日のように行っている。しかし対人の戦闘になるといつも実力の半分も出せない。

　この現状を打開する方法がまったくわからないのだ。

　――僕はどうしたらいいんだ。

　嘆きながら空を振り仰いだとき――

　ノアはそれに気付いた。

「…………？」

　複数の塔が中庭を見下ろすようにそびえ立っている。

　その塔のひとつ――頂点にほど近い窓から身を乗り出す影があった。

「何だあれ……」

　最初は何だかわからなかったが、目を凝らしてみるとそれはどうやら幼い子どもの頭らしかった。小さな少女が恐ろしく長い髪を風になびかせながら、中庭の風景を見下ろしている。

　誰だれだろう、と純粋に疑問に思った。

　主城にあのような子どもがいただろうか？

　と――

　背後から突然肩を叩たたかれ、ノアはびくりと肩をすくませながら振り向いた。

　そして目を剥く。

　目の前にいたのは散切り頭に強こわ面もての男。見るからに屈強な体たい躯くに、騎士であることを示す黒い鎧よろいを着けている。ただしその鎧は他の騎士が着ているものよりももっと上等なそれだ。

「そ、総団長……!?」

　帝国騎士団を束ねる総団長、オーガスタス・アーサー。

　彼は高い位置からノアを見下ろしていた。

　威圧的な眼まな差ざしに、若き貴族騎士は情けなくもいすくんでしまう。総団長の存在に気付いた別の騎士たちも思わず手を止めるが、オーガスタスがすぐに「続けろ」と指示したので戸惑いつつも訓練を再開した。

　オーガスタスは腹の底に響くような低い声で訊たずねてくる。

「お前、名は何と言う」

「ノ、ノア・カートライトです」

「カートライト……聞いたことが無い。ちょうどいいか」

　何がちょうどいいのか、ノアにはさっぱりわからなかった。

　そもそも総団長の彼が末端の騎士に過ぎない自分に何の用なのか。

「近々帝国戦士団の再編成があることは知っているか」

「は……はい」

「ノア・カートライト。お前もそれに参加しないか」

　ノアは耳を疑った。

　帝国戦士団――

　一、二年ほど前、帝国がまだ群集列国と合併していなかったころに新設された部隊のことだ。一般に貴族の男子で構成される騎士団とは違い、戦士団は貴族とはまったく無縁な、傭よう兵へいや流れ者の剣士、果ては人外までを寄せ集めて作られた部隊だと言われている。

　それの実態について知られていることは非常に少なく、ノアはもとより古参の騎士ですら詳しくないようだった。帝都の外で何かしらの活動を行っているらしいが、やはりその内容は明らかにされていない。

　その帝国戦士団が近々部隊の再編成を行うということはノアも聞いていた。厳密な条件や資格を設けずに広く兵を募るというもの。実体の見えない部隊ではあったが、戦争の気配が濃厚となっている情勢下でもあり、功績に逸はやる傭兵たちが我先にと志願しているらしい。

　騎士団の人間にとっては手柄を横取りするかもしれない存在である。戦士団のことを快く思っていない騎士は多い。

　――そんなところに、僕が？

　寄せ集めの編隊に貴族騎士が属するなどどう見ても不名誉極まりないことだ。権威を尊ぶ帝都においてそのようなことはあってはならない――とそこまで考えたところで、ああそうか、とノアは気付いてしまった。

『カートライト……聞いたことが無い。ちょうどいいか』

　これはきっと戦力外通告に違いない。

　オーガスタスは先ほどのノアの訓練を見ていたのだろう。ろくに戦えもしない新人で、知られた家柄でもない。ならば騎士団に所属させることに意味は無い。

　何のことは無い、ただの厄介払いだ。

「それは……命令、でしょうか」

「そう受け取ってもらっても構わない」

　なけなしの勇気を振り絞ってした質問だったが、あっさりとそう答えられてしまった。

　虫けらを見るような、ひどく冷たい目で。

　命令と受け取ってもらっても構わない――

　騎士団の総団長にそう言われて拒否できる者が果たしているだろうか？

「わかり……ました」

　ノアは半ば茫ぼう然ぜん自失としながら承諾した。

　その肩にオーガスタスは「悪いな」と手を置き、

「騎士団の中からも何人か見繕うように向こうの団長に言われていてな。しかし私にも立場というものがあるし、大切な部下をみすみす犠牲にするわけにもいかない。どうしたものかと悩んでいたところにお前がいた」

　いっそ清すが々すがしいほどにあっけらかんと白状する。

「なあに、運が良ければそこで何かしらの武勲が立てられるかもしれんぞ、ノア・カートライト。何せお前はじきじきに指名を受けたんだからな」

　立ち尽くすノアは聞いていなかった。

　健闘を祈る、とオーガスタスは一方的に告げて去っていく。

　ふたりの会話を盗み聞きしていたらしい騎士たちがにやにやと嗤わらいながらノアのほうを見ていた。その視線に気付き、遅ればせながら羞しゆう恥ちと悔しさに頬ほおを染める。自分の境遇を心配してくれる人間などここにはいない。

　ノアは感情のままに足早に中庭を後にしようとした。

　が、思い出して再び塔のほうを見上げる。

「……まだ、いる」

　少女らしき頭はまだ中庭を眺め下ろしていた。

　塔は太陽を背にしているので逆光でその表情まではわからなかったけれど、なんとなく彼女は自分を見下ろしているようにノアは感じた。気のせいだろうが。

　――帝国戦士団、か。

　陽ひ射ざしの眩まばゆさに目を細めながら、思う。

　そこで自分は上う手まくやっていけるだろうか？

　臆おく病びようでひ弱な自分は受け入れてもらえるだろうか？

　こんな自分でも――





「志願者は順調に集まりつつあるとのことです」

　耳の上で切り揃そろえられた金色の頭髪に、陶器のように白く見み目め好よい面おもて。

　黒くろ甲かつ冑ちゆうの女戦士、フランシスカがその美び貌ぼうを生き真ま面じ目めに引き締めて報告を行っている。

「また、当日の場所も確保済みであります。現在は帝都側から様子がわからぬよう周囲に仕切りを張り巡らせているところで、こちらも近日中に完成とのこと。また旧群集列国に向かったランスロット・ダグラスですが、予定通り――」

　対して彼女の報告を受けているのは銀髪の男、シーグフリードだ。

　長身痩そう躯くの、引き締まった肉体を黒衣で包んでいる。例えるならば鋭利な刃物にも似た雰囲気をまとい、三白眼の瞳ひとみを気だるそうに細めていた。

　そこは主城の一室。シーグフリードは長なが椅い子すにだらしなく腰かけ、正面に立つ女戦士の報告に耳を傾けている。

「そして人外兵器ですが、志願者の総数に対して少々不足しておりまして」

「もういい。その件についてはフランシスカ、お前に一任してある。志願の数が多すぎる場合はお前の判断で事前にふるいにかけておいて構わない」

　はっ、とフランシスカは威勢よく応じたが、次に投げかけられた問いにその表情を曇らせた。

「ヴェロニカの様子はどうだ」

「……相変わらずです。自我は未いまだ眠ったまま」

　その答えにシーグフリードは考えるように一度瞼まぶたを瞑つぶり、しかしすぐに開く。

「使い手の選抜にはヴェロニカも連れて行くぞ」

「シーグフリード様。それは」

「自我が眠ったままならば叩たたき起こすまでだろう。見学させて少々刺激を与えるだけだ、お前が心配するようなことは無い」

「……はい」

「苦労をかけるな」

「!?　い、いえっ、とんでもございません！」

　突然の労ねぎらいの言葉に仰天したようにフランシスカが慌てふためく。

「そ、そんなことよりシーグフリード様のお身体からだはもうよろしいのですか？」

「何の話だ」

「独立交易都市で、その、お首を……」

　フランシスカが恐る恐る指摘した。

　言われて思い出したようにシーグフリードは「ああ」と頷うなずく。

「あのときも言ったはずだ。問題無いと」

　今は髪に隠れて見えないが、シーグフリードの首筋には刀傷が残っていた。先日の独立交易都市襲撃時、その逃走の際に刀鍛冶ブラツクスミスの男によってつけられた傷だ。それは頚けい動どう脈みやくを断つほどに深いものだったが、言う通り彼にとって致命傷になり得るものではない。

　ただし――

「しかし御おん身みに傷跡が残ったということは」

「ああ。曲がりなりにも奴やつも腕を上げたらしいな」

　その刀は以前より聖剣へと近付いている。

　何よりシーグフリードの身体に傷を残したという事実がその証明となった。

「度しがたい男……」

「奴の現状を知れたのも今回の収穫だ。喜べよフランシスカ」

　歯は軋ぎしりする部下とは対照的に、シーグフリードは唇の端を吊つり上げた。

「奴の聖剣はまだこの程度ということだ」

　初代ハウスマンが過去の資料で提示した、ヴァルバニル解放の期限までとうに半年を切っている。にもかかわらず肝心の刀がこの程度ではまったく足りない。独立交易都市が擁する刀鍛冶は、未いまだヴァルバニルに対して有効な聖剣の完成には到っていないのだ。

　そのことが知れたのは大きい。

「これから忙しくなるぞ、フランシスカ」

「望むところです。私はシーグフリード様の導きに従います」

「頼りにしている」

　どうやらその一言が部下の琴線に触れたらしい。

「お、お任せください！　それでは失礼いたしますっ」

　顔を真まっ赤かにしたフランシスカは何な故ぜか逃げるように戸口へと踵きびすを返す。そして動転のあまり、開け損なった扉に思い切り額を衝突させたりなぞした。

「しっ――失礼いたしました！」

　涙目になりながら慌しく退出していく。

「……」

　シーグフリードはそれを黙って見送り、疲れたように瞼まぶたを閉じた。

「あいつは時々落ち着きが足りんな」
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　そして選抜の日――

　日中。

　帝国戦士団の再編成に志願した者たちは、帝都の近辺にある平地に集められていた。

　一同の顔ぶれは、ほとんどがこれを機に手柄を立ててのし上がろうという傭よう兵へいたちである。中には帝都市民の若者の姿も見られたが、それはほんの一部だ。現在は待機を命じられており、志願者の中に顔見知りを見つけて談笑する者、黙々と己の得物を手入れする者、他の志願者に対抗意識を燃やしてひとりだけ距離を置く者など時間の過ごし方は様々である。

　そのような中でノア・カートライトはひとりだけ浮いていた。それもそのはず、彼は帝国騎士団の黒い鎧よろいを着ていたため非常に目立っていたのだ。何な故ぜ貴族騎士がここに？　と要らぬ注目を集めてしまっている。

　ノアはその視線を敏感に感じ取っていたが、しかしそれどころではなかった。

　――この壁は何だ？

　彼らの集められた平地は木の板と丸太でできた背の高い壁で包囲されていた。明らかに急造のそれは、まるでこの場所だけを隔離するためのもののように思われた。事実、この壁によって帝都の方角はおろか全方位の視界が遮られてしまっている。

　少し前まではこんなものは存在しなかった。何のためにこのような壁を突貫で造り、そしてそこに自分たちを集めたのかノアには想像もつかない。その得体の知れなさが、元来が臆おく病びよう者ものである彼を落ち着きなくさせていた。

　そして何より、とノアは志願者たちを見回す。

　ざっと目算で数えても百人にも及ばない。

　――少なくないか？

　これから起こるであろう戦いくさに備えての再編成にしては数が足りなさすぎるように思える。単純に志願した人間が少なかったのだろうか。しかし大々的に公募した結果がこの数では無意味に等しい。

　ノアの目には何もかもが不自然に映った。のん気に待機の時間を過ごす傭兵たちの常識さえも疑う。彼らはこの状況をまったく疑問に思わないのか？

　待てば待つほどノアの中で嫌な予感ばかりが膨れ上がる。

　これから一体何が始まるんだ？――

　ざわっ、と傭兵たちの間にざわめきが起こった。彼らの視線が一点に集中するのにノアも倣ならう。

　壁の一部は物見台になっており、いつの間にかその上に複数の人影があったのだ。

　ひとりはノアをここに送り出した張本人、帝国騎士団総団長のオーガスタス・アーサー。一見して正体がわかったのは彼くらいのもので、他には銀髪の男や初老の男、金髪の女戦士、白黒のドレスを着た女、異常に髪の長い少女など見知らぬ人物たちがそこに立っている。

　――待てよ。

　ノアははたと気付く。あの髪の長い少女。

　彼女は、先日騎士団の訓練を眺めていた子どもではないか？

「ようこそ諸君。俺おれは帝国戦士団の団長を務めているシーグフリードだ」

　銀髪の男が志願者たちに向けて言った。

「これからお前たちの力を試させてもらう」

　試す？――

　志願者たちが顔を見合わせたとき。

　彼らがここに入ってきたときと同じように、物見台のそばの壁が轟ごう音おんとともに開き始めた。出入り口の開閉は外から操作して行っているらしい。

「誰だれだありゃあ」

「あいつも傭よう兵へいか？」

　傭兵の志願者たちが口々に交わす。

　開かれた壁から現れたのは蓬ほう髪はつの巨漢だった。

　ずたぼろのローブを着、左右の手首にはめられた腕輪からは先が引き千切れた鉄の鎖を垂らしている。鋭い眼まな差ざしで志願者たちを睥へい睨げいし、ゆったりとした歩みでこの隔離された空間へと踏み込む。

　彼が入るのを待ってから、開かれた壁は再び閉ざされた。

「そいつの名前はホレーショー・ディズレーリ。旧群集列国出身の元僧そう侶りよで、一夜にして五十人以上の人間を殺した男らしい」

　銀髪の男、シーグフリードは淡々とそれを口にする。

「お前たちには今からこの男と殺し合ってもらう。それによって志願者の実力を計る」

　傭兵たちはすぐに反応することができなかった。初めから警戒心を露あらわにしていたノアもすぐに理解が及ばない。

　ホレーショーという巨漢の男は物見台を見上げ、シーグフリードに訊たずねる。

　ひどくしわがれた声で。

「いいのか」

「好きにしろ」

　簡潔な答えに頷うなずき、ホレーショーはおもむろに大地を蹴けり出した。





　最初の犠牲者はそのすぐ正面にいた傭よう兵へいだった。ホレーショーが右腕を横よこ薙なぎに払うとその腕輪の鎖が鞭のように傭兵の左側頭部を強襲し、その頭ず蓋がい骨こつを肉ごと砕く。頭部を半壊されたそいつは一撃にして骸むくろと化した。

　ふたり目は直前までその骸だった男と語らっていた別の傭兵。今度はホレーショーの左腕が繰り出され、腕輪の鎖が棒立ちしていた彼の首に何周にもわたって巻きついて食い込む。首を絡め取られた彼は目を白黒させて泡を噴いた。

　絡んでしまった鎖は容易たやすには外れない。しかしホレーショーはそれを歯し牙がにもかけない――鎖につながった傭兵ごと左腕を振り回した。人形のように引きずられ、果ては嘘うそのように宙を舞う傭兵の身体からだは他の志願者たちを一斉に薙ぎ払う。彼らはわけもわからず殴られ、地面を転がった。

　ようやく、遅すぎるくらいに志願者たちは知った。

　とんでもない災いが自分たちの身に降りかかろうとしていることに。

　それからの反応は大きく三つに分かれた。

　武器を打ち捨てて一目散に逃げる者。

　腰を抜かして動けない者。

　勇敢にも立ち向かう者。

　さながら鉄球代わりに振り回されていた傭兵はその首から血を噴き出し、それによって鎖が滑り抜けた。即席の鈍器を失ってホレーショーはわずかに体勢を崩す。それを好機と見誤ったのか、帝都市民の若者が剣を振りかざして彼に襲いかかった。その血走った目は明らかに冷静な判断力を失っていた。

　ホレーショーは若者の凶刃を腕輪で易やす々やすと受け止め、それとほぼ同時に彼の顔面に拳こぶしを叩たたきつけている。岩石をぶつけられたような重々しい打撃音。若者の身体は人形のように吹き飛ばされ、大地を撥はねた。

　若者以外にも巨漢の男に挑もうとする傭兵はいた。咄とつ嗟さの判断で近くにいた者同士で徒党を組み、剣や斧おのなど各々の得物を手に彼を取り囲む。

　そんな彼らを見回し、ホレーショーは尊大に鼻を鳴らした。

「僧そう侶りよにとって多対一は基本中の基本だ」

　そして――躍る。

　全身を旋回させながら左右の腕をしならせ、まるで自分の身体の一部のように自在に鎖を操る。宙を撥ねる鉄の塊は傭兵たちの武器を次々と叩き落としてたちどころに彼らを丸腰にした。そして彼らが何をされたのかを把握するより早く、再度繰り出した鎖の鞭によって一同の顔面を破壊する。額を割り、鼻を潰つぶし、頬ほお肉にくを削ぎ、眼球を破裂させる。

　圧倒的。その一言に尽きる殺さつ戮りくだった。

　鬼神の如ごとき猛烈さと単純作業をこなすような淡白さで、ホレーショーは次々と獲物を狩っていく。
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　武器を打ち捨てて一目散に逃げる者。

　腰を抜かして動けない者。

　勇敢にも立ち向かう者。

　ノアはこの三者のうち“〝逃げる者”〟に該当した。誰だれよりも早く、ホレーショーがふたり目を手にかけた時点で彼は背を向けている。

　――あんなの無理に決まってる！

　敵かないっこない。そう判断するや否や脇わき目めも振らず駆け出していた。背中のほうで膨れ上がる悲鳴に耳をふさぎ、とにかく出口を目指して死に物狂いで走り続ける。

　ほどなくして物見台のそばの壁にたどり着いた。

「ここを開けてください!!」

　びくともしない壁に取りすがり、物見台を見上げて叫ぶ。それに遅れて逃げてきた別の傭よう兵へいたちも同じように続々と助けを求めた。

「助けてくださいッ!!」

　しかし――何も起こらなかった。

　いくら喉のどを嗄からして訴えようとも、頭上の物見台からは何の反応も返ってこなかった。

　――嘘うそだろう。見殺しにするつもりなのか!?

　愕がく然ぜんとするノアは今しがた逃げてきたほうを振り返る。

　そこはもはや血煙の漂う、ただの狩り場でしかない。殺す一体と殺される集団が揉もみ合うだけの空間。ホレーショー・ディズレーリなる殺人鬼が圧倒的な暴力でもって、機械的に人々を血祭りにあげていく。

　――何が「上う手まくやっていけるだろうか」だ。

　ノアの視界が、にじむ。

　――何が「受け入れてもらえるだろうか」だ。

　未いまだにこの殺戮に何の意味があるのかわからない。

　ただわかるのは、ここに自分の居場所は用意されていないということ。

　臆病でひ弱な自分にはただひたすらに命いのち乞ごいをするしかないということ。

　ノアは壁ではなく物見台の足場にしがみついた。骨組みのされた木材に、まるで人の脚にすがるように飛びつく。

「お願いです、どうかお慈悲を――」





「……一方的だな」

　フランシスカは呟つぶやいて物見台の顔ぶれを見回す。

　そこでは彼女以外にシーグフリード、オーガスタス・アーサー、ランスロット・ダグラス、イライザ・イヴァ、ヴェロニカといった面々が隔離された地上を見下ろしていた。いずれも足あし許もとで繰り広げられる阿あ鼻び叫きよう喚かんの殺さつ戮りくに釘くぎ付づけになっている。

　ランスロットが旧群集列国から連れてきた男は人間とは思えぬ凄すさまじさだった。赤子の手を捻ひねるように、蟻ありの群れを吹き飛ばすように簡単に同じ人間を屠ほふっていく。その行為に一切の躊ちゆう躇ちよや情けが感じられないことがよけいに男の異常さを際立たせている。

　もっとも、この場に居合わせた志願者全員が本当の意味で一斉にかかれば、あるいは彼をなんとかすることはできたかもしれない。しかし初めの撲殺で気勢を削そがれた彼らにそのような機転を利かせるだけの余裕は無く、こうして散開してしまった時点で命運は決したも同然だった。

「助けて――」

　物見台のすぐ下からする、命乞いの声にはもちろんフランシスカも気付いていた。

　しかし彼らに救いの手を差し伸べるわけにはいかない。ひとりでも生かせばこの隔離した空間で起こったことが帝都の一般市民に知られ、たちまち暴動が起こるだろう。

　――だから力無き者には滅んでもらう。

　表向きは遠方の地に配属されたということにして、だ。

　彼らに対して罪悪感は露つゆほども湧わかない。自分はシーグフリードの命に粛しゆく々しゆくと従うだけだ――と無感動な目で足許を見やったフランシスカだが、ふと気付く。

　アーサー様、と帝国騎士団の総団長に呼びかけた。

「帝国騎士団の騎士がひとり混ざっているようですが、よろしいのですか？」

　肩越しに振り向いたオーガスタスは片かた眉まゆを上げ、

「我が騎士団からも何人か寄越せと事前にシーグフリードから言われていた。それにあれは直じき々じきに指名を受けた男だぞ、何ら問題は無い」

　――指名を受けた？

　フランシスカは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「どういう意味ですか？」

「そこのヴェロニカとやらに聞いてくれ。そいつがあの騎士を連れてくるよう私に指示したのだ。生意気にも私を呼び出してな」

　フランシスカは驚いてヴェロニカを振り返り――そして意表を突かれて息を呑のんだ。

　そこには初めて見る顔があった。

　爛らん々らんと輝く瞳ひとみ。恍こう惚こつと上気する頬ほお。喜悦の笑みを浮かべる口くち許もと。

　興奮に火ほ照てる唇を、舌先で舐なめる。

　ヴェロニカは確かな自我を宿らせ、血に煙る眼下の光景を見下ろしていた。それは子どもらしからぬ悦楽に歪ゆがんだ表情である。

　まるで欲情した人間の女がするような、卑ひ猥わい極まりない笑み。

「へえ、ヴェロニカってそうだったんだ」

「これは意外でした。なかなかに倒錯していらっしゃる」

　イライザ・イヴァも彼女の様子に気付いたようだ。興味深そうに口々に呟つぶやく。

　呆あつ気けに取られるフランシスカは言葉も無い。

「……奴やつ以外はまったく使えんな」

　魔剣たちのやり取りをよそに、シーグフリードが眼下の光景に舌打ちした。

「フランシスカ」

「あ――はい！」

「これ以上の見物は無駄だ。あれを放て」

　吐き捨てるように言う主人に、フランシスカは頷うなずく。

　すぐさま壁の外へと彼の指示を伝えようとしたが――

「あとホレーショーにはお前がつけ」

　その命令にこの世の終わりのような顔で振り返った。

「わ、私はできればシーグフリード様にだけ使っていただき――」

「早くしろ」

　シーグフリードは不機嫌に促す。

　これだけの舞台を用意したのにもかかわらず、今後役立ちそうな人材がホレーショーくらいしか見出せなかったことに苛いら立だっているのだろう。

「残念だね」

「諦あきらめなさいな」

　がっくりと肩を落とすフランシスカの横で、イライザ・イヴァがくつくつくすくすと笑った。





　目の前の壁が唸うなりをあげて開き始めたとき、ノアはあまりの喜びに号泣した。

　そして開かれた壁の先に奇妙な獣たちが群れを成しているのを見つけ、あっさりとその涙を引っ込めた。

　それは四足獣の人外である。体長は馬二頭分にも相当する。全身を覆う薄茶色の体毛。前二脚を太く頑丈な槍やりにすげ替えられ、その背中にいたっては数十本に及ぶ剣を生やすという、常軌を逸した獣だ。

　そのような異い形ぎようが十数体もの群れで開かれた壁から続々と進入してくる。前二脚を前方の地面に突き刺して上体を固定し、後二脚で大地を蹴けり出すことで前進するという独特の歩法でこの隔離された空間に飛び込んできた。

　ノアは俗に“〝人外兵器”〟と呼ばれるこの存在のことを知らない。

　知らないが、気付かざるを得ない。

　――ああ、やっぱり終わっていなかったか。

　殺さつ戮りくは終わっていなかった。自分はここで殺される。

　人外どもを見た直後にノアはまた別の壁際へと避難していたが、途中で力尽きたようにへたり込んでしまった。心が折れていた。この間にも人外どもはその背中の剣山でもって逃げ遅れた傭よう兵へいたちの身体からだを切り刻み、その牙きばでもって彼らの肉をついばんでいる。前方へ跳躍を繰り返すという独特の歩法は強烈な体当たりとなり、人間を容易たやすく撥はね殺す。人外どもが暴れる度に土煙が舞い、それに人間の血潮が混じって赤い霧となった――

　ノアは泣きながらその様子を見ていることしかできない。

　ついにはその悲惨な光景に嘔おう吐とし、自らの吐と瀉しや物に突っ伏した。

「何だよ……何なんだよこれは……」

　――もう終わりだ。何もかも終わりだ。

　絶望に心が堕したとき、その彼の上に重なる影があった。

　え、とノアは顔を上げる。

「君は」

「こんにちは」

　目の前に情婦の微び笑しようを浮かべる少女がいた。
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　一方のホレーショーは殺戮の手を止め、ぞろぞろと現れた人外どもを見据えている。

　そいつらは彼に代わって手近にいた傭兵たちを襲い始めていた。ホレーショーが仕留め損ねてまだ息のあった者にまで飛びついてその肉にかぶりつく。

　隔離された平地に悲鳴と咀そ嚼しやく音が木こ霊だまする。

「ホレーショー・ディズレーリ！」

　頭上の物見台から声が降ってきた。シーグフリードと名乗る男のものだ。

「その獣たちは俺おれが飼っている人外兵器というやつだ」

　お前の腕のほどを確かめたい、すべて殺してみせろ――

　下された指示にホレーショーは目を細めた。

「さすがに難しい」

　銀髪の男が言う人外兵器とやらは、その歩法ゆえにさほど俊敏には見えない。しかしその背中に負う剣山の斬きれ味には目を見張るものがあった。悲鳴をあげて逃げ惑う傭よう兵へいたちは鎧よろいの上から肉を断たれて次々と倒れていくのだ。細切れになって足あし許もとに転がってきた腕や脚を見下ろしてホレーショーは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　あの斬れ味に対抗するための術すべや武器が今の自分には無い。

　どうしたものかと考えていると――

「……私を使え」

　知らず知らずのうちに背中を取られていたことに驚く。振り返った先には先ほどまでシーグフリードの隣にいたはずの、金髪の女戦士が立っていた。

　彼女は何な故ぜかぶっきらぼうに訊たずねてきた。

「魔剣のことは知っているか」

「……奇跡を起こす剣、とだけなら何ど処こかで聞いたことがある」

「それで十分だ」と、そこで嫌悪に表情を歪ゆがめながら、「最初に伝えておく。私の主人はあくまでシーグフリード様だ。それを絶対に忘れるな。絶対に絶対にだ」

　なんだかわからないが頷うなずいておく。

「……私の銘めいは『フランシスカ』だ。覚えておけ」

　女戦士は己の肩を抱き、やはり捨て鉢に唱えた。

「眠りを解け。地を奔れ。冠をその頭こうべに。――――神を殺せ」

　地響きとともに女戦士の足許の大地がひび割れ、突如衝つき上がった複数の岩盤がその真上にいた彼女を甲かつ冑ちゆうもろとも押し潰つぶした。岩盤はなおも溢あふれ出して女戦士の身体からだを覆い隠し、ついには一本の塔となる。

　そしてその塔は内側から破裂して一振りの長剣を吐き出した。宙に投げ出されたその得物は狙ねらったようにホレーショーの目の前に突き刺さる。

　両刃の長剣。バスタード・ソードだ。

　人が剣へと変化した現象に驚きを禁じ得なかったが、今は捨て置く。ホレーショーはその魔剣とやらを引き抜いて柄の握りや得物の重さを確かめた。

　掌てのひらに吸いつくような柄の感触と、ほどよい重量感。

　思わず笑みがこぼれる。

「……悪くない」

　ホレーショーは一息に駆け出した。その視線の先には死肉をあさる人外兵器の姿がある。そいつは外敵の接近を察知して頭こうべを巡らせ、跳躍してきた。強きよう靭じんな後二脚が人外の巨きよ躯くを前方へと押し出し、彼へと迫る。

　――遅い。

　ホレーショーはすでに得物を縦に振り下ろしていた。剣の切っ先はちょうど出会い頭に人外兵器の眉み間けんを割り、そのまま驚くべき滑なめらかさでもってそいつの顔面を真っぷたつに両断してみせた。

　魔剣の力はそれだけに止とどまらない。予想以上に抵抗無く肉と骨を断ってしまったため、切っ先は勢い余って真下の地面に衝突する。するとあろうことか大地は土石をまき散らしながら一直線に左右に分断されていき、その直線上にあった人外兵器の肢体もまた完全にふたつに分けてしまったのだ。

　迸ほとばしる返り血に全身を濡ぬらしながら、なるほど、とホレーショーは呟つぶやく。

　――これは大地に干渉する剣なのか。

　銘めいは確か『フランシスカ』と言ったか。

「気に入った」

　もっともっとこの魔剣を試してみたい――

　彼にしては珍しい欲求がふつふつと湧わいてくる。

　ホレーショーはさらなる獲物を求め、狩りを続けた。





「かよわきあなた。ちからは、いりませんか」

　少女は妖よう艶えんにすぎる笑みを浮かべ、這はいつくばるノアに語りかける。

「どんなものにも、くっしない、ちからは、ほしくないですか」

　――もうやめてくれ。

「わけがわからない。君は何だ？」

　ノアは吐き捨てた。

「わからないことばかりなんだ。何だよ、何なんだよこれ。僕に何の用だよ。僕が何をしたんだよ？　僕は戦士団に入りに来たんだ。こんなわけもわからないうちに殺されるためにやって来たんじゃない。帰せよ、僕を帰してくれよ！」

「ああ、なんておいしそうなあなた」

　意表を突かれた。

　その言葉は図らずも耳に残る。

　――美味しそう？

　恍こう惚こつに頬ほおを染める少女。

　その唇は真まっ赤かに染まり、幼い顔立ちにはあまりに不釣合いな淫いん靡びさをたたえている。元々異常な長さを有していた彼女の髪は、心なしかノアの記憶よりも長くなっているような気がした。

　四つん這ばいのノアは名も知らぬ彼女を見上げ、ぞっと背筋を凍らせる。

　たった今、初めて目の前の少女に恐怖を抱いたのだ。

「お前は……何だ？」

　本当に僕と同じ人間なのか？

　ねえ、と少女は囁ささやく。甘すぎる吐息。

「かよわきあなた。えらんで、ください」

「え、選ぶ……？」

「いきるか、しぬか」

　生きるか死ぬか。それはこの状況においてとてもわかりやすい選択肢だった。

「ぼ、僕は生きられるのか？」

「かよわきあなたが、ちからをえらべば」

　心臓がうるさいくらいに高鳴っている。

　少女の肩越しに人外兵器と殺し合うホレーショーの姿が見えた。ノアの体格では決して振り回せないような長剣を手に異形の人外の首を刎はね、眉み間けんを貫き、脚を斬きり落としていく。先ほど傭よう兵へいたちを蹂じゆう躙りんしていたときよりもさらに勢いを増していた。

　奴やつは人外兵器を片付けた後、自分をもその手にかけるに違いない。

　だからノアにとって“〝生きるか死ぬか”〟なんてものは選択肢ですらない。

　選べるような余裕は無いのだ。

　ただ意味もわからぬまま答えていた。

「僕は生きたい。力を選ぶ……」

　すると少女は目を薄く細める。

　あ、とノアは思った。

「いただきます」

　ひょっとして自分は選択を誤ったかもしれない。

　だって少女のそれは正に悪魔のような――

「眠りを解け。罪に酔え。毒を獅し子しに。――――神を殺せ」

　ノアの意識はこの瞬間、闇やみに呑のみ込まれた。





　爆発的に膨れ上がったヴェロニカの頭髪はノア・カートライトの腕や脚、胴、首、頭などあらゆる部位に巻きついてあれよあれよという間に全身を呑み込む。ヴェロニカは黒い繭と化した彼を引き寄せ、自らもその中に没した。

　そして青年と少女の肉体を捕食した頭髪の塊は鳴動しつつ変容を始める。

　中からばきばきという何かを砕くような音を響かせながら――四肢を生やし、尾を生やし、頭を生やし、鬣たてがみを生やし、歯し牙がを生やし、剣を生やした。それらは総合的にある一体の形を模す。

　かつて――独立交易都市の片隅で生まれたばかりのヴェロニカが真っ先に目の当たりにした光景は、人間の肉をついばむ人外兵器の姿だった。卵から孵ふ化かした直後の雛ひな鳥どりが最初に見るものを親鳥と認識するように、ヴェロニカもその人外兵器の形に自らの形を重ねて思い描いた。

　ある程度の変容を終えた黒い繭は内側から弾けて砕け散り、魔剣『ヴェロニカ』の正体を白日の下にさらす。元は頭髪の塊だった塵ちりが一帯を舞う中、出てきたのは黒々とした全身甲かつ冑ちゆう――ただし人外兵器の形を模倣した獅子型の鎧である。

　使い手である人間の骨格を獣の体格と姿勢に矯正し、獅し子し化させる鎧よろい。それは人外兵器を模している故ゆえ、獣型の兜かぶとを被かぶって四つん這ばいに立ち、背中に無数の刃を背負っている。

　ノアと一体化した魔剣『ヴェロニカ』は大音量の咆ほう哮こうをあげて地を駆け出した。その走り方は見た目の印象を裏切らない――獣のように四つ足で地面を蹴けり、追走を許さぬ速度で人外兵器の群れへと突っ込む。

　相手は己の形の模範となった生命だ。しかし魔剣『ヴェロニカ』は彼らに対して一片の感慨も持たず、先頭の人外兵器と互いの眉み間けんを衝突させた。獣の兜による猛烈な頭突きは人外兵器の頑丈な頭蓋骨を砕き、その巨体を易やす々やすと撥はね飛ばす。一方の魔剣の獅子は激突の影響をものともせず、その背中の剣山で擦れ違い様に他の人外兵器どもを裁断していった。

　彼女の刃は人外兵器の肉も骨も剣山も牙きばも一切の区別無く同様に切断し、彼女の鎧は人外兵器の剣山を曲げ、折る。もはや徒いたずらに死を振りまくだけの存在――獅子たる魔剣『ヴェロニカ』がただ走るだけでそこには肉塊が転がる。逃げ遅れていた傭よう兵へいたちも当然のように巻き添えを食らった。

　十数体以上も放たれた人外兵器は、気が付けばひとつ残らず葬られていた。存命している傭兵も数人を数えるのみ。

　――あれは何だ？

　ホレーショーは新たな獅子の登場に立ち尽くすよりなかった。

　――この世に存在していいものなのか？

「……くっ!?」

　魔剣『ヴェロニカ』はそのホレーショーにさえも牙を剥むいた。

　血まみれの剣山を背に、体当たりするように飛びついてくる。

「う――おおおおおお！」

　巨漢の彼はバスタード・ソードを獅子の口に噛かませることでその突進を食い止めた。獣の兜かぶとには獣の歯牙すら備わっていたがそれは剣の表面に弾かれ、不協和音をあげる。ホレーショーは冷や汗をかかざるを得なかった。得物が魔剣『フランシスカ』でなければ刃を折られ、彼はここで死んでいただろう。

　交差する魔剣の刃と魔剣の牙。ホレーショーと獅し子しは互いに渾こん身しんの力を込めて押し合う。

　半ば鍔つば迫ぜり合いのように両者は力比べを始めた。





　物見台の上にいたシーグフリードたちはその一切合財を目撃していた。

「あ、あれが……あんなものが本当に魔剣と言えるのか……っ？」

　オーガスタスは独白せずにはいられない。

「悪魔とは何ど処こまで常軌を逸するのだ!?」

　戦せん慄りつに震えながら――その声には若干の歓喜が含まれている。悪魔という存在に抱く恐れよりも、それを自らの手中に収めることのできる喜びが上回ったのだ。

　ランスロットも感嘆の声をあげる。

「確かにこれは僥ぎよう倖こうと言えるのう。一時はどうなることかと思ったが、これはとんでもない掘り出し物じゃ」

　魔剣の使い手を選抜するという今回の再編成。

　結果的にそれはランスロットが連れてきたホレーショー・ディズレーリと、魔剣本人が指名したという元騎士の青年の、たったふたりしか見出せなかったようだが――悪くない。

　あの魔剣『ヴェロニカ』は一騎当千の働きをする。

　それだけ群を抜く得物だ。

「が、このままじゃとホレーショーが殺されてしまうぞ。シーグフリード」

　ふむ、とランスロットは眉み間けんに皺しわを寄せて、

「どうやらヴェロニカなる魔剣はまだ己を制御できていないらしい」

　彼の指摘通り、獅子は視界に入るものに見境無く襲いかかっているようだった。

　そして二者の一騎打ちも、どうやらホレーショーの分が悪い。全身を甲かつ冑ちゆうで覆う魔剣『ヴェロニカ』は、たとえ大地を両断するという魔剣『フランシスカ』でも斬きることは難しいだろう。

　言葉で命じたところで獅子のほうが退ひいてくれるとも思えない。

「……シーグフリード？」

　反応が無いことを不審に思い、ランスロットはシーグフリードのほうを見やる。

　シーグフリードは無言で笑っていた。

　喉のどを震わせるわけでも腹を抱えるわけでもなく、ただホレーショーと獅子型の魔剣が衝突するのを見下ろして口くち許もとを歪ゆがめている。

「イライザ・イヴァ」と彼はおもむろに口を開いた。

“〝彼女ら”〟は「「はい」」と声を重ねて応じる。

「出るぞ」

　イライザ・イヴァは驚いて眉まゆをあげた。

「私たちを使うので？」

「危険です」

「今あれを止められるのはお前たちくらいだ」

「し、しかしシーグフリード様の身が」

「そうです。いくらあなた様が悪魔――」

「黙れ。従え」シーグフリードはイライザ・イヴァの首を掴つかむ。「とっとと唱えろ」

　それはどれほどの膂力によるものか。彼は軽々と彼女らの身体からだを持ち上げると、そのままそれを物見台の外側へと差し出した。彼女らが制止の声を発するより早く――その手を放す。

「「えええええええええええええ――――」」

　絶叫しながら落下する彼女らの後を追い、彼自身も物見台から飛び降りる。

　呪じゆ文もんはその下方から起こった。

「「眠りを解け。雷らい霆ていに跪ひざまずけ。光は虚無に。――――神を殺せ」」

　それは天から地へと奔わしる一条の稲いな妻ずまを呼ぶ。

　飛び降りるシーグフリードの眼下に稲光が落雷し、大地に一本の槍を残した。

　転落死もあり得るような高さから轟音とともに両脚だけで着地を果たし、シーグフリードは何事も無かったように地面に突き立った槍に歩み寄る。

　幅広の両刃を備えた槍――パルチザンの魔剣『イライザ・イヴァ』である。刃の根元辺あたりに左右対称の突起があり、槍にして“〝刺突”〟と“〝斬ざん撃げき”〟の両方に対応できる長物だ。全長はシーグフリードの長身も超える。槍の表面は無数の火花が激しく瞬またたいていた。

　シーグフリードはそのパルチザンの柄えを右手で掴む。

　途端、連鎖する小爆発が彼の右半身を襲った。

　黒衣は燃え、手甲や肩の鎧よろいが砕け散り、剥むき出しになった肌が猛烈に焼かれる。火花が右のこめかみを打ち据え、彼は顔面の半分を血に濡ぬらした。柄を直じかに握る右手は特にひどい――たちまち掌てのひらの皮膚が溶解し、半ば槍と癒着したような状態となる。

　常人ならば一瞬で心停止していてもおかしくないような、惨むごたらしい有り様。しかしシーグフリードの面は相も変わらぬ笑みの形をしている。いささかも苦痛に歪ゆがむことは無く、むしろ楽しくて仕方が無いといった風情でパルチザンを大きく振りかざす。

　それはまるで悪魔の如ごとき佇たたずまい――

「さあ、ひれ伏せ」



    

  









    
      　ホレーショーと魔剣の獅し子しは一騎打ちを中断していた。彼らが戦う手を止めてしまうくらいに、シーグフリードの闖ちん入にゆうは鮮烈なものだった。

「貴様は一体――」

　シーグフリードは邪悪にのたうつ雷の衣をまとって歩み寄ってくる。無数の火花が右半身を走り、パルチザンの発する強力な力場が皮膚を裂いて筋を断って肉を焼こうとも確かな足取りで接近してくる。

　その凄すさまじい威圧感にホレーショーが唖あ然ぜんとして凍りつく一方。

　獅子は獰どう猛もうに吼ほえ立て、標的を変えた。

　今まで刃を交えていた巨漢よりも強敵と目する相手――雷の槍を携える非人間へと。

　獅子の足あし許もとで大地が爆発した。それは魔剣『ヴェロニカ』が大地を蹴けり出したことで発生した衝撃波だ。強きよう靭じんな脚力によって発射した獅子の肉体は矢のような速度でシーグフリードの許もとへと驀ばく進しんし――

　そしてその目前で叩たたき落された。

「――――――――!!」

　獅子は言葉無き悲鳴をあげる。

　衝突の直前、背面に超圧縮した雷らい電でんを叩きつけられたのだ。それは身体からだが大地に沈むほどの重圧を獅子にもたらし、全身甲かつ冑ちゆうに亀き裂れつを与える。

「フハッ――！」

　シーグフリードは嗤わらう。

　禍まが々まがしく大笑し、パルチザンをなおも振り上げた。その穂先には火花を散らす力場が集結し、周囲の大気を激しく歪ひずませる。空気中の霊体で擬似的な雷電の塊を作り出し、そいつを再度、大地に沈む獅子に叩きつけた。

　一度や二度ではない。鈍器でするように打撃。打撃。打撃を繰り返す。

　狂気に見開くシーグフリードの三白眼――

　雷光を孕はらむ力場は獅子の剣山をひび割れさせ、獅子の鎧よろいを砕いて破片を飛ばした。

　蚊か帳やの外に置かれたホレーショーは身動きも取れず、獅子がなぶられるのを傍ぼう観かんしていた。彼は己の実力をよく知っている。その自分が競り合った相手がこれほどまでに容易たやすくやられている――その現実は彼を圧倒するのに十分に足り得る。

「ホレーショー・ディズレーリ」

　唐突に呼ばれ、巨漢の彼は震えた。

　シーグフリードは雷でなおも己の右半身を焼きながら問いを投げかける。

「お前の主は誰だれだ？」

「…………」

「答えろホレーショー。お前はその答えを知っているはずだ」

　知っている。

　答えはひとつしか用意されていないことをホレーショーは知っている。

　だから無言で彼の御前に膝ひざを屈した。

　その足あし許もとで獅し子しが力で屈服させられているのと同じように、ひれ伏した。

「……ひとつだけ教えてほしい」

　手に汗を握りながらも、ホレーショーは訊たずねる。

「貴様は悪魔と人間……どっちなんだ？」

　意外にもシーグフリードはあっさりと答えを返した。

　たった一言。

「両方だ」
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　目覚めたノアはすべてを覚えていた。

　ヴェロニカという少女に取り込まれ、獅子の鎧よろいをまとって多くの人間と人外を虐殺したこと。そこに自分の意志など皆無だったが、しかし事実は事実だ。よりにもよってそのときの記憶ははっきりと頭の中に残っている。

　ノア・カートライトは殺人を犯した。

「……」

　あれからどれくらいの時間がたったのだろう。ノアはあの平地の地面に仰あお向むけに横たわっていた。壁に周りを囲まれていたからひどく暗く感じたが、少なくとも日は完全に暮れてはいないようだ。

「つ、ぅ……ッ」

　起き上がろうとしたら、全身が粉々になるような痛みが走った。

　獅子の鎧は自分の肉体に相当な負荷を残していた。指一本動かすことも敵かなわない。獣の体格へと骨格の形を矯正されていたのだから無理も無い――あれだけ異様な変容を果たしておいて、こうして人間の姿に戻っているのが不思議に思える。

　魔剣に取り込まれたときに騎士の鎧も破壊されたらしい。一帯を吹き渡る風が半裸の身体からだに少し染みる。

　ふと、ノアの顔を覗のぞき込む影がある。

「お前か……」

　ヴェロニカだった。にこにこと微笑ほほえむ彼女はこちらの頬ほおに指先で触れる。

　ノアは彼女のそれに気付いて驚いた。

「髪、どうしたんだ」

　彼女の髪は見違えるくらいに短くなっていた。

　乱雑に切り散らかされたように何ど処こも彼処かしこも長さが不ふ揃ぞろいだ。

「のびる、だいじょうぶ」

　たどたどしく答えてくれた。どうやらあのシーグフリードという男にさんざん痛めつけられた影響らしい。時間が経たてばまた伸びるとのこと。

　ヴェロニカは答えながら労いたわるようにノアの頬ほおを撫なで続けている。

　冷たい指。その感触にくすぐったさを覚えるが身をよじることもできない。

「…………なんで僕だったんだ」

「あなたは、かよわい」

　即答だった。

「……」

「あなたは、あなたのよわさから、めをそらせない、しぬまで」

　先ほどのようにヴェロニカは頬を上気させ、

「ぞくぞくする」

　――こいつはただの変態なんじゃないだろうか。

　そんなわけのわからない理由で自分は彼女から魅入られてしまったのかと思うと、とても複雑な気持ちになる。

　はあ、と勝手にため息が漏れた。



『僕は生きたい。力を選ぶ……』



　あの選択は本当に正しかったのか、今はもうわからなくなっている。

　でも何度またあの問いを突きつけられたとしても、自分は同じ選択をするように思う。

　ヴェロニカの言う通りノア・カートライトは弱い人間だから。

　死ぬまで自分の弱さから逃れられないらしいから。

　正しさとは無関係に、きっと死を選ぶなんてできない。

「起きたか」

　視線だけで見やると、あの巨漢――ホレーショー・ディズレーリがこちらに歩み寄ってくるところだった。

　まさかとどめを刺しに来たんじゃないかと一瞬焦ったけれど、彼が差し出してきたのは凶器でも何でもなくただの水筒だった。自分のために近くの川から水を汲くんできてくれたらしい。

　身体からだの動かない自分に代わってヴェロニカが水筒を受け取り、飲み口をこちらの口くち許もとに傾けてくれた。喉のどを流れ落ちる冷水は驚くほど心地良く全身に染み渡る。

　ホレーショーはノアとヴェロニカから距離を置いて何ど処こか彼方かなたを向いている。

　ノアは彼に恐る恐る訊たずねた。

「……他の人たちは？」

「先に引き上げた。自分は貴様が目覚めたら帝都に運ぶよう命じられた」

「そう……ですか。できれば寝てる間に運んでほしかったような」

　ダメ、と言ったのはヴェロニカだった。

「ほねがもどるの、じかんがいる、もうすこし」

「それまでは動かすな、ということらしい」

「はあ……」

　ならば仕方無い。それまではじっとしていよう。

　まったく難儀な身体からだになってしまったものだ。

　あれ、と思う。

　――なんで僕、こんなに冷静なんだろう。

　人をあんなに殺したのに。魔剣なんていう変なものから魅入られてしまったのに。

　心は不思議なくらい落ち着いている。

「僕ら、これからどうなるんでしょうか」

「今日やったことを別の場所で繰り返す。それだけだ」

　今日のような殺さつ戮りくを、また何ど処こかで。

「……何の意味があって？」

「知らない。奴やつらに聞け」

「あなたはどうして祖国で人殺しなんてしたんですか」

「命を狙ねらわれたからだ」

「誰だれに？」

「孤児院の孤児と神父に」

「…………」

　それは一体どんな状況だったのか。

“〝踏み外した”〟ばかりのノアにはまだ聞けなかった。

　――ああ、少しわかったかもしれない。

　不思議なくらい心が穏やかな理由。

「これからどうぞよろしくお願いします、ホレーショーさん」

「ああ」

「わたし、は？」

「ヴェロニカもよろしく」

「はい、よろしく」

　自分を理解する少女。

　自分と同じように踏み外した人殺し。

　ふたりがいるから――

　その日、血の臭気が立ち込める戦場で。

　ノア・カートライトとホレーショー・ディズレーリは帝国戦士団の一員となった。





　フランシスカはイライザ・イヴァの頬ほおを張ってやりたい気持ちだった。

「よくもシーグフリード様の御おん身みを傷つけて……！」

　仕方無いじゃない、仕方無いですよ、と彼女らは口々に漏らす。

　あの戦闘後、フランシスカとイライザ・イヴァは帝都の主城に戻り、エヴァドニのいる個室へと集まっていた。

　帰還してすぐ、シーグフリードは“〝調律師”〟の許もとへと運ばれていった。たとえその身体からだに悪魔の血を宿していようとも半分は人間の身体なのだ。イライザ・イヴァの力場が平気なわけが無い。

　しばらくは治療に専念するため表に出られないだろう。フランシスカは今すぐにでも彼のそばに飛んでいきたいが、彼女の主あるじはそういったことを嫌うので辛抱していた。

「シーグフリード様が自分でやれって言ったのよ」

「私たちにはどうしようもありませんでしたわ」

　それがわかっているから腹立たしいのである。

　大丈夫、と個室の窓辺に立っていたエヴァドニが言った。

「彼にとってあの程度は命に係わるものではない」

　フランシスカは口を噤つぐみ、彼女を見やる。

　現存する魔剣は代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル時に生み出されたものがほとんどだ。フランシスカや元は別々の魔剣だったイライザ・イヴァも例外無く大戦時に生まれ、そして過去の遺物として埋もれていたところをシーグフリードによって見つけ出されたのだ。

　しかしエヴァドニは違う。

　彼女は大戦後に生まれた異例中の異例であり、そして誰だれよりもシーグフリードとの縁が深い魔剣だ。

　フランシスカは時々その事実に嫉しつ妬とを覚えないでもない。

　とても浅ましい感情ではあるが。

「エヴァドニが言うなら安心だね」

「エヴァドニが言うなら安泰です」

　イライザ・イヴァはそんなこちらの心情を知ってか知らずか逆さか撫なでする。

　彼女らのほうを睨にらみ、まあいい、とフランシスカはため息をついて捨て置く。

　それよりも気になることがある。

「ヴェロニカについてどう思う。イライザ・イヴァ」

「どうもこうもよかったじゃない」

「やっと魔剣として目覚めてくれたのですから」

　ヴェロニカはあのノアという青年のそばから離れようとはせず、結局ホレーショーに任せて置いてきた。彼らがあのまま何ど処こかに身を隠してしまうのではないかという心配も無いわけではなかったが、その可能性はほぼ無いに等しい、とフランシスカは考えている。

　――あのシーグフリード様に屈した彼らは、もう元の生活に戻ることなどできない。

「ヴェロニカは少し異質にすぎる」

　人外兵器を模した、獅し子しの全身甲かつ冑ちゆう。

　装甲は硬く、その背に負う刃は恐ろしく鋭い。

「私たちはある意味あの大戦があったからこそ生まれたようなものだ。大戦があって私たちはここにいる。それはつまり、大戦の無い状況下で魔剣を生み出すことは却かえってその本質を歪ゆがめることにもつながるのではないか――」

　そもそもフランシスカは、あのような魔剣を見たことが無い。

　いや果たして彼女を魔剣と呼んでもいいのか。使い手に使われるのではなく、使い手を取り込んで操作する魔剣など――魔剣ではあり得ない。

　もっと別の何かだ。

「私はフランシスカが何を問題にしているのかわからない」

「私もです。あなたはヴェロニカの存在を歓迎していないということですか？」

　そういうわけではないんだ、とフランシスカはこぼす。

　ただ――魔剣『ヴェロニカ』を前にしたときのシーグフリードの反応。

　過ぎた力。

　いつかそれは自分の主を滅ぼしてしまわないだろうか？

「もう。心配性ねぇ、フランシスカは」

「まったく仕方の無い魔剣です」

　イライザ・イヴァが両手で交互にこちらの頭を撫なでてきた。

　やめろ、とフランシスカは顔を赤らめてそれを振り払う――が。

「大丈夫」

　エヴァドニまでもイライザ・イヴァの真ま似ねをして頭を撫でてきた。

　相変わらずの無表情で。

　フランシスカはそんな彼女の珍しい行動を無む碍げにできず、真まっ赤かになったまま撫でられるに任せた。そんなこちらをイライザ・イヴァが指差して笑っている。

　大丈夫、とエヴァドニは繰り返す。

「そのためにエヴァドニたちがいるのだから」



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



　セシリーはあの祭りの日の出来事を昨日のことのように思い返すことができる。

　ひたすらに気恥ずかしかったはずのドレス姿は彼に褒められただけで誇らしく思えた。腕を組んでエスコートしてもらったときはあまりの嬉うれしさに眩暈めまいすら覚えて大変だった。

　そして――光の中、いつか失敗に終わってしまったダンスをともにやり直したこと。それは何よりも大切な思い出となった。そのとき彼と交わした会話はひとつだって忘れていない。鮮明に覚えている。

　本当に素晴らしく、夢のようなひとときだった。

　……でも、だからこそ。

　ふとしたときに不安に思う気持ちがあった。

　あの日のルークはいつになく優しく、それでいていつになく強引だったように思う。

　まるで急せかされているような。

　何かに背中を追われているような。

　後になって思い返せばそんな焦燥がルークの言動の端々にあったように感じられる。

　そんなふうに考えるのは誘ってくれた彼に対して失礼だ、と思う気持ちもあった。でもどうしても違和感はつきまとう。だってあれだけ素晴らしい時間だったにもかかわらず、互いの想おもいを打ち明けるような決定的な何かは無かったから。

　それを言い出せないような空気があったから。

　――ひょっとして私は大切な何かを見落としていないか？

　漠然とした不安。それはしこりとなって残る。

　祭りからすでに数日が経過していた。たった一晩で彼にとても近づけたように感じたのに、あの日以来セシリーはどうしてかルークに会えずにいた。





　だから今日こそは彼に会いに行こうと決めていた。

　何な故ぜなら本日付でようやく騎士団の仕事に復帰できることになっていたからだ。

「というわけで剣の修練も再開したいと思う！」

「本当に真ま面じ目めだよね、セシリーって……」

　久しぶりに騎士団の制服姿で宣言するセシリーに、相棒のアリアが眠そうに呟つぶやいた。

　時は早朝――まだ日は低く、視界は青白い。

　場所は七番街の農地を背景とした、キャンベル家が仮住まいとしているバラックの裏手。

　休養期間は傷の治りを優先して剣の修練も自粛していたから、だいぶ剣の感覚が鈍ってしまっている。今日から騎士団の仕事に復帰するのだからできるだけ早いうちに勘を取り戻さなくてはいけない。

「とか言いながら部屋でこっそり腕立て伏せとかしてたの知ってるんだから」

　アリアがジト目で指摘するが、聞こえなかった振りをする。

　――とにかく今日だ。いつものようにルークやリサと昼食をともにしよう。

　そして皆であの日のことを振り返ろうとセシリーは頷うなずく。そうすればこの漠然とした不安もあっという間に吹き飛ぶはずだ。

　そのために今朝の修練で弾みをつけたいという思いもあった。ほどよく汗をかいて気持ちを真まっ直すぐに整えるのだ。自分はごちゃごちゃと考えるより身体からだを動かすのがずっと性に合っている。

　軽く柔軟を済ませたセシリーは、よし、とアリアを振り返った。

「……あれ？」

「ん？　ああ、これのこと？」

　アリアはすぐにこちらの視線の先に気付く。

　彼女はいつもの格好に加え、肩の上から別の上着を羽は織おっていたのだ。

「なんだか今朝はちょっと身体が冷たく感じてさ」

　――身体が冷たい？

　セシリーは思わず眉まゆをひそめた。

　基本的に悪魔の肉体は寒さを感じにくい、と以前にアリア本人から聞いたことがある。比較的気温の低い地域である軍国へ赴おもむいたときはアリアやリサも外がい套とうを羽は織おっていたが、それは防寒のためというよりは旅装としての意味合いが強かったはずだ。

「まさかまだ前の戦いの疲れが残っているのではないか？」

「うーん。確かに疲れは残ってるっぽいんだけど……まあそんなにひどいものでもないから平気だよ。それよりも剣の練習するのなら早くやろう？　あたし、このまま立ってるだけだと眠っちゃいそう」

　気がかりではあったけれど本人がそう言うので、セシリーも強くは言わなかった。

「それじゃあ……アリア、頼む」

「うん。半月ぶりだね」

　微笑ほほえみ、アリアは変化の文言を唱えた。

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　…………。

　あれ？　とアリアは首を傾かしげ、再度文言を繰り返す。

　しかし、何も起こらなかった。

　風ひとつ吹かなかった。

「……アリア？」

「え、っと」

　立ち尽くすアリアは、やがてセシリーを振り返る。

　ぼんやりとした顔でそれを告げた。

「変化、できないや」



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、そしてあけましておめでとうございます。

　三浦です。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #8.Light & Darkness』ということで新章開幕のシリーズ第八巻です。せっかくの新章だしガンガンいこうぜと新キャラ出したりあれやこれやぶちまけてみたりしました。い、いかがでしたでしょうか……？

　光があれば闇やみもある、そんなことを考えながら書かせていただきました。

　少しでも楽しんでもらえたら嬉うれしいです。



　今巻の見所はやはり屡る那なさんのイラストにあります。すでに中身を読み終えた方にはわかっていただけると思いますが……特にあの挿絵。何を差し置いてもあの男のあれです。ラフを最初に見せてもらったときは「うわあああああああ！」と叫びました。毎回しつこいくらいに思うのですが、俺、屡那さんに一生ついていくよ。

　ちなみに今回の表紙は『看護服』。リクエストでいただいたのは『ナース服』だったのですが、世界観に合わせてこちらに。リクエストしてくれたＨエッチ史し賀が雅まさ也や先生、ごめんね！

　今巻の執筆には今まで以上にたくさんの関係者の力をお借りしました。皆さんのお力添えがなかったら、たぶん俺は今ごろ爆発しています。跡形も無く。本当に、本当にありがとうございました。

　ファンレターを初め、ＨＰ「ねこまる」やブログへのメッセージなどすべて目を通しています。アニメで知ったよ、という方から、アニメの前から好きだよ、という方までたくさんのお言葉をいただいています。ありがとう、愛してます。これからも変わらずに全力でいくよ！

　アニメもとうとう終わってしまいましたね。足の捌さばき方にまでこだわったルークの殺た陣て、四話のセシリーとアリアの誓い、五話に詰まったリサのけなげさ、八話のシャーロットたちとのやり取り、声優さんの熱演、音楽、主題歌などなど原作者として何もかもが愛いとおしかったです。アニメ制作に係かかわったすべての皆さん、本当にお疲れ様でした。

　さてさてアニメは終わりましたが、漫画版を含め、『聖剣』の物語はまだ続きます。

　新章を迎えて次巻、セシリーは本当の意味でその実力を試されます。どうかこれからも彼女の戦いを見守っていただければ嬉しいです。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二十一年十二月　三浦勇雄
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